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俺だけ見てろよ　～御曹司といきなり新婚生活!?～










素の私がバレました




「今日はいい天気ね」

　起きてすぐに、うーんと伸びをする。

　四月も半ばになり、随分気温も上昇してきた。

　窓から差し込む暖かな朝日を浴びてから、早速出社の支度を始める。

　私、高たか遠とお鈴すず乃のの朝は、毎日忙しい。

　顔を洗ったあと、すぐにコンタクトを入れる。就職するまではメガネを愛用していたけれど、最近は家でゴロゴロしているとき以外はコンタクトと決めている。

　お気に入りのシャツは第一ボタンを外し、鎖骨がきれいに見えるように。清潔感を意識した紺のタイトスカートは、座ったときにまくれ上がりすぎないように膝上五センチをチョイス。

　ダークブラウンの胸のあたりまである髪は緩くパーマをかけてあり、ドライヤーとブラシで軽くセットするだけでいい感じに仕上がる。

　メイクはプチプラ化粧品を使ってシェーディングをしっかりと。これをすることで小顔に見える。だけど、アイメイクや口紅はあくまでナチュラルに。〝化粧をしてます〟というメイクはあまり好きじゃない。

「これでいい？」

　毎日、全身が映る鏡に問いかけて確認するのは、いつまでたっても自信がないから。

　実は大学を卒業するまで、私は目立たない地味な女子だった。

　周りの子たちは高校デビューだったり、遅くとも大学で弾けたりしていたのに……完全に乗り遅れ。

　それならと就職を機に思いきり背伸びをして、雑誌を見て洋服をそろえ、髪形も整えて、メガネからコンタクトにした。

　これらはすべて雑誌の受け売り。

　まあ、そうするきっかけとなった出来事はあるんだけど。




　――あれは大学三年のとき。密かに憧れていた同じゼミの男の子が、私よりずっと大人びた同級生の女の子と話しているのを聞いてしまった。

『ね、高遠さんにチラチラ見られてない？　あなたのこと好きなんじゃない？』

『まさか。もしそうだとしてもあんな地味女、絶対に無理』

〝地味女〟という単語が頭の中をグルグル回る。

　まったくその通りで言い返しようもない。

　でも、ずっと憧れていた人にそれほど強く拒否されて、傷つかないわけがない。

　彼女になりたいなんていう贅ぜい沢たくは言ってないのに。私だって無理だとわかってるのに……。

　そんな言葉をぐっと呑のみ込み、呆あっ気けない失恋にひとりで涙した。

　クスクス笑って話していたふたりは、そのあと交際に発展したらしい。しかも、『地味女が恋なんて気持ち悪い』という噂うわさが学内で駆け巡めぐり、私は次第に孤立していった。

　私はそれに激しく傷ついて、絶対に見返すんだと決めたのだ――。




　そんな着飾った偽りの私でも、文具メーカー大手の『啓けい陽よう堂どう』に就職して三年。そこそこうまく立ち回れている。

〝誰かが幸せになれる文具〟を作りたいなんて大きな目標を胸に、就活では中小の文具メーカーをいくつか受けたものの全部失敗。なぜか父が盛んに勧めるので、絶対に無理だと思っていた大手の啓陽堂の入社試験を受けたら、奇跡の内定を手にした。

　それから私の生活が一変した。

　キャリアウーマン風の服装に、控えめではあるけれどかわいい系ではなくクール系の化粧。そして、『私はいい女』と過剰なまでに暗示をかけ、常に笑顔は忘れない。毎日、〝大人の女〟を装うのに必死になった。

　これまで男性と話す経験なんてほとんどなかったのに、会社では当たり前のように会話を交わし、冗談まで挟んだりして。本当は心臓がバクバク音を立てているけど、それは絶対にバレないように取り繕っている。

　そうしていると、孤立していた学生時代とは違い、常に誰かが話しかけてくるようになり、『絶対に無理』とまで言われた地味女からは脱却できたのかな？と感じている。しかも、どうやら途切れることなく彼氏がいるに違いないなんて噂まであるのだ。

　ただし、肝心の彼氏はその噂のせいでまったくできないという、なんとも言えない悪循環に陥っている。

　――生まれてから二十六年、男の人と付き合ったことすらないのに。

　七センチヒールのパンプスを履き、背筋を伸ばして顔を上げて歩くのは、余裕のある大人の女に見せるため。

　本当は誰かに見られるのは得意じゃないので、コソコソ隠れていたいくらいだけど、今さらキャラを変更できない。

「おはようございます」

　啓陽堂本社ビルの八階にある第二営業部が私の仕事場。

　文具といえば鉛筆やボールペン、そして消しゴムなどが思い浮かぶけど、実はそれだけではない。接着剤の類たぐいは建築関係でもよく使われていてヒット商品になっているし、デジタル化の波にうまく乗った我が社は、スマートフォンと連動したデジタル文具が好調で、最近は海外でも注目を集めて売り上げを伸ばしている。

　私が所属する本社第二営業部は総勢三十四名。関東の小売店や学校への営業を担当している。ちなみに第一が企業向け、第三はネット販売、第四が海外展開担当だ。

　私の担当は、大きなデパートから町の小さな文具店まで優に百を超えている。そのため、得意先によって扱う商品がまちまちで、鉛筆一本から十数万もする最新のデジタル文具まで網もう羅らしている。

「高遠さん、おはようございます。今日もかっこいいですね」

「あはは、ありがとう」

　後輩の男性社員に話しかけられ、にっこり笑みを作って返事をしたものの、内心は冷や汗たらたら。

　だってこんなの全然私じゃないもの。

　大学の同級生を見返すくらいにはなれているのかなと思う一方で、窮屈さも感じている。

　自分のデスクに向かうと、営業事務の牧まき野のさんに話しかけられた。

　彼女は私より五つ年上の三十一歳。第二営業部の事務の中では一番年上で、事務職を仕切っている。

「高遠さん、今日もばっちり決まってる。彼氏とデートの予定でもあるの？」

「彼氏なんていませんって」

「またまたー。今は外資系だっけ？」

　いないと何度言っても信じてもらえない。私が男の人をとっかえひっかえしているという噂は、彼女が広めているような気もする。

　最初は『高遠さんって絶対に彼氏いるよね』という勝手な憶測から始まって、いつの間にか銀行員だとか、商社マンだとか、どこから出てくるのか不思議なくらい間違った話が飛び交っていて収拾がつかない。

　でも、今度は外資系企業なのか……。

「ですから、違います」

「だって、背の高いイケメンと英語で話しながらデートしてるのを見たっていう人がいるよ？」

　それは誰のこと？　英語なんてまったく話せないんだけど。

「本当に違うんです」

「牧野さん、この書類のチェックお願いできますか？」

　そのとき、左腕に収まる高級時計にチラッと目をやり牧野さんに書類を手渡したのは、第二営業部のエースの渡会わたらい瑞みず樹きさん。たしか三十三歳。

　身長は百八十センチを超えていて、すらっと長い足。黒目がちでアーモンド形の目を持ち、鼻筋は通っている。少し癖くせのある髪をうまくまとめていて、スーツがよく似合う完璧な男。

　彼は提携している『三みつ谷たに商しょう事じ』という大きな商社に三年半ほど出向していたが、戻ってきてもうすぐ四カ月。以来、トップの実績をキープしている。

　こうして武者修行に出るのは優秀な社員のみで、将来の幹部候補と言われるほどの実力の持ち主だ。

「わかりました」

「いつも本当に助かります」

　とびきりできるのに低姿勢。話をするときはいつも笑顔で、癒いやし系の王子さまといったところ。

　第二営業部のみならず社内のあちらこちらにファンがいて、彼を見かけると黄色い声があがることもある。

　私にも優しく話しかけ、しかも仕事の相談にも乗ってくれる存在で、物腰が柔らかすぎてふんわりゆるキャラのようにも見えるけど、仕事の面では抜かりない。

「高遠さん、拡売の件だけど――」

「はい。予定通り伝票が上がります」

　渡会さんは次に私に話を振ってくる。

　彼に話しかけられると勝手に背筋が伸びる。大体こういうときは女子社員の誰かに食い入るように見られているからだ。

「助かるよ。ホント、高遠さんはすごいなぁ。お願いした以上に売り上げを出してくれるんだからね」

「いえ、そんな……」

　今月は、渡会さんが拡売を担当している商品の強化月間であるため、彼に売り上げ目標を提示されて、多めに注文を取ってきた。

　だからそのお礼を言われたわけだけど、それだけじゃなく褒め言葉つき。

　自分はそれ以上の売り上げを達成しているのに、そんなことはおくびにも出さず頑張った後輩を認めるような優しい人だ。

　そして私たち後輩のコントロールもうまい。

　部長は叱ってやらせる人だけど、彼は褒めて伸ばすタイプ。彼みたいな人が上に立ってくれたら部の雰囲気がよくなりそうなのにな、なんて密かに思っている。

「もう少し上がると思うので頑張ります」

　売り上げナンバーワンの彼に控えめに伝えると、目を大きくして頬を緩めている。

「それは助かるよ。お礼にランチでもごちそうしないとね」

　渡会さんがそう漏らした瞬間、部内にピリッと緊張を纏まとった空気が漂ったように感じて背筋が凍る。

　そんなこと言ったら、皆嫉妬するからやめて。

「渡会さん、ダメですよ。高遠さんは外資系企業の彼氏がいるんだから」

「いませんよ」

　すかさず口を挟む牧野さんに、周りの女子社員が心の中で拍手を送っている気がしてならない。

「ごめんね。別に下心があったわけじゃないんだよ。純粋にお礼をしようかと思ったんだ。あっ、牧野さん。アポイントがあってもう出ないといけないので、その書類に不備があれば携帯に連絡ください」

　渡会さんはニコッと笑って、牧野さんにそう伝えている。

『不備があれば』なんて言い残したものの、彼の不備なんて聞いたことがない。

「わかりました」

　話が逸れて助かった。

　でも、せっかく誘ってもらえたのに、彼氏がいるなんて余計な――しかも間違った情報が伝わってしまった。

　まあ、仕事のお礼に誘われただけだとわかってはいるけれど。

「すみません。よろしくお願いします」

　丁寧に牧野さんにお礼を言った渡会さんは、なぜか私に視線を合わせて軽く口角を上げたあと、ジャケットを羽織りながら出ていった。

　完璧男の微笑み、見ちゃった。

「渡会さん、今日も素敵」

「あの、さりげない笑顔が爽やかよね。先輩なのに偉ぶらないし、私たちにも丁寧な言い方をしてくれるし」

　渡会さんが出ていくと、牧野さんとその周辺の女子社員がざわつきだした。

「仕事中ですよ。私語は慎んだらいかがです？」

　そんな中、年上の牧野さんがいるにもかかわらず女子社員に釘くぎをさしたのは、私のふたつ先輩の直なお井いさん。

　百六十二センチの私より四、五センチは背が高く、女性にしては長身でスタイル抜群かつ美人。私と同じく第二営業部で営業を担当している。

　クールすぎて時々冷たく感じることもあるけれど、悪意があるわけではなくそういう性格なんだろう。

　直井さんの注意に小さく頭を下げた女子社員たちは、蜘く蛛もの子を散らすようにそれぞれの仕事に戻った。




　それから二十分。営業に出る準備が整い、コーヒーカップを給湯室に片付けに行くと、三人の女子社員が話をしていた。

　さっき直井さんに叱られたから今度はここでしゃべってるんだ。

　この三人は普段から私語が多すぎるので、直井さんの意見に賛成だけど、彼女のように注意する勇気がない。私は自分の意見を主張するのがちょっと苦手なのだ。

「あっ、高遠さん。今日も一段と素敵ね。できる女のオーラが出てるわ」

　私を褒めちぎるのは、同期入社の坂さか巻まきさん。ふさふさのまつげは多分エクステ。腰のあたりまである長い髪をいつもくるくるに巻いていて、牧野さんの下で営業事務を担当している。

　私とは違うかわいらしいタイプでなかなかモテる彼女は、彼氏の話もあっけらかんとするので、皆今はフリーだと知っている。

　そんな彼女が私を褒めるときは大体裏がある。

「そんなことは……。カップを片付けていい？」

　場所を空けてくれた坂巻さんに小さく会釈をし、インサートカップを捨ててホルダーを定位置に戻すと、再び話しかけられた。

「ね、高遠さんの彼氏って、外資系企業のイケメンなんだってね」

「彼氏なんていないわよ」

「あれっ、別れたの？　そんなイケメンを振っちゃうなんてすごーい」

　彼女は「ね？」なんて他の人に同意を求めている。

　でも、そもそもその噂が違ってるの！　そんな彼氏はいたことがないし、男性とお付き合いというもの自体したことがないんだから。

　今だって、そのイケメンくんを私が振って別れたという勝手な妄想をされているわけで……。それに尾ヒレがついて広がっていくからたまらない。

　だけどこういうときになにを言っても信じてもらえないことを知っているので、黙っておくことにした。

　実は以前にも同じようなことがあった。そのときはムキになって何度も違うと否定したら、〝二股をかけていてもうひとりにバレると困るから頑かたくなに違うと主張している〟というとんでもない噂が広がり、頭を抱えたことがある。

　それ以来、皆の興味が薄れて勝手に噂が消えていくのを待つようになった。

「私たち、高遠さんみたいにモテなくて……。今日、合コンに行こうかと」

　いつも彼氏ができたと自慢しているんだから、モテないなんて絶対に思ってないわよね。

　でも、そっか。それで私を持ち上げてたわけね。

　定時後の仕事をお願いってやつか。

「そう」

「高遠さんは必要ないもんね」

　必要ないって勝手に決めないで！

　そう言いたいのはやまやまだけど、黙っておいた。

「お邪魔しました」

　逃げ出すように給湯室を出ようとすると、「待って」と案の定つかまり、肩を落とす。

「お願い。今日、入力が大量にあるの。手伝ってくれない？」

　猫なで声を出す坂巻さんに、『そんなに大変ならここでしゃべってないで仕事したら』と言いそうになり、ぐっとこらえた。

「私、もう営業に出ないといけなくて」

「明日まででいいんだけど、残業になると合コンに行けなくなっちゃうの」

　そんなかわいい言い方をしても心は動かないんだけどな。

　もちろん営業も事務処理はするし、手が空けば事務職の人たちの手伝いもする。全部を押しつける気なんてさらさらない。

　しかし、坂巻さんはこういうことが多すぎる。

「高遠さんみたいに仕事ができる人ならすぐだって。ね、お願い」

　別に私が特別できるわけじゃない。努力はしているつもりだけどまだまだだし、パソコンの操作だって得意じゃないのに。

　坂巻さんのほうがよほどスキルもあるでしょ？

　私はそんなことを考えながら、チラッと腕時計で時間を確認した。

　もう出ないとアポイントに間に合わない。ここで押し問答している時間はない。

「わかった。できなかった分は私のデスクに置いておいて。十八時前には帰社予定だから」

　そう言い残したあと、慌てて会社を飛び出した。




　今日は大手の生活雑貨店の担当者に会ったあと、小規模の得意先を何軒か回ることにした。今月の強化商品の販促と、売れ行き動向の確認が主な業務だ。

　大きな売り上げがポンと上がるわけではない小さな小売店回りをしたがらない営業もいるけれど、コツコツとした積み重ねが大切だと信じている。

「こんにちは。啓陽堂です」

　都会のど真ん中にある生活雑貨店の本部に立ち寄ったあと、会社から車で四十分ほど山の方に走った、昔からの住宅街にある小さな文具店にやってきた。

　地域密着型で、近くの小中学校の注文を受けることで成り立っているようなお店だ。旦那さんが外回りを担当していて、店は奥さまが切り盛りしている。

「高遠さん、いらっしゃい」

〝啓陽堂さん〟から〝高遠さん〟に変わるまで二年かかった。それでも今はとても良好な関係を築けていると感じている。

「今日は過ごしやすいお天気ですね」

　もうコートも必要ない。それに、百メートルほど離れた駐車場からここまでの道端にはタンポポがびっしりと咲いていて、春を感じた。

「今日は二十三度まで上がるんですって。今、テレビでそう言ってたわよ」

「すぐに暑くなりそうですね」

　ひっきりなしにお客さまが訪れる大きな店はもちろんだけど、こうしてゆったりと時間が流れるお店にも魅力はある。大型店にはないこだわりの商品が置いてあることもあるからだ。

「そうね。このくらいの陽気がいいんだけど。そうそう。例のおばあちゃんがまたアレを買いに来てくれて。在庫がなくなったから注文を出そうと思ってたのよ。相変わらずお手紙好きで」

　奥さまが売り場の片隅に目を向ける。

「あのおばあさんですね。前のものは壊れてしまったんでしょうか」

「それがね、お友達に勧めてくださったみたいなの。その人の家の近所には売ってないからって、代わりに買いにいらしたのよ」

　おばあさんが購入したのは、柄の太いボールペン。太いだけでなく持ちやすいように一部がへこんでいて、握力が弱くなった人でも握りやすい商品だ。

　実は啓陽堂のオリジナル商品ではなく海外製。以前ここに来たときにそのおばあさんがちょうど来店していて、〝手紙を書くのが趣味なのに、よく売っているボールペンや万年筆では書きづらくなってしまった〟という話をしていた。

　それを偶然耳にした私がそうした人でも使いやすいボールペンを探し、三谷商事を介して輸入してもらったのだ。

「それはうれしいです。まだ在庫がありますので、すぐにお届けしますね」

「ありがとう。もっといろんなところで売り出せばいいのに。知らないだけで、欲しい人はたくさんいるはずよ」

　それを聞き、大きくうなずく。

　どうしても大衆受けのする商品の販売にばかり目がいきがちだけど、こうしたかゆいところに手が届く商品を待ち望んでいる人がいることはよく知っているからだ。

　小学生の頃、成なり田たまどかちゃんというお友達が事故に遭い、その後遺症で手を動かしづらくなってしまった。それで鉛筆もうまく握れなくなり沈んでいた彼女と一緒に文房具を工夫して使っていたのが、この仕事に就くきっかけになっている。

　もちろん小学生の知恵なので、鉛筆に粘土をくっつけて握りやすくするだけのような実に大雑把なアイデアではあったけど、まどかちゃんが大喜びしていたのを覚えていて、人を笑顔にできる商品を作りたいなとずっと思っている。

　だから、役に立てたんだと知り、かなりうれしい。

「もっとたくさん扱えるように努力します。商品は明日届くように手配しますね」

「あっ、待って。他にも注文が……」

　それからいくつか注文を受け、店を出た。

　そもそも、あのボールペンの輸入が叶かなったのは渡会さんのおかげ。

　初めは海外取引を担当している第四営業部に掛け合ったけれど、利益がないと却下された。それで海外のメーカーと直接メールのやり取りをしてみたものの、個人輸入なら手配するが、企業相手ならきちんと契約書を交わしてほしいとの答えが来て、部長からも反対されて頓とん挫ざ。

　それでもあきらめきれず、英語でのやり取りが難しいおばあさんの代わりに私が個人で輸入しようかと思い悩んでいたときに渡会さんに助言してもらい、三谷商事の生活雑貨の取引に紛れこませて輸入することができた。彼には感謝してもしきれない。

「報告しなくちゃ」

　たった二本しか売れていないと言われればそれまでだけど、私にとっては本当にやりたいことを叶えるための重要な第一歩だった。

　そのあと、数軒の得意先を回り、十八時近くになって帰社すると、少し離れた席の渡会さんはすでに戻ってきて電話をしていた。

　いったん自分のデスクに戻ったが、予想以上の書類が山になっていてため息が出る。

　坂巻さん、本当に全力でやったのかしら。

　書類をチラチラめくりながら、私は渡会さんのことを見ていた。

　電話が終わったタイミングで彼のところへ行こうとしたけれど、牧野さんが私より早く席を立ち、彼と話し始める。牧野さんの用件が終わると今度は部長に呼ばれていて、まったくフリーになりそうにない。

「無理、か……」

　忙しそうな渡会さんを尻目に、私は自分の事務処理と頼まれた入力を始めた。




　それから二時間。いつの間にかフロアの人が減っていて、もうひとり残っていた男性社員も帰っていく。

「もー、エクセル苦手なんだから。計算式は入れておいてよ」

　誰もいなくなったので、文句を声に出す。

　完全にサービス残業なんだから、これくらい言わせて。

「これ、計算機のほうが早くない？」

　エクセルの扱いがわからなくてデスクの引き出しから計算機を取り出すと、「あははは」と笑い声が聞こえてきたので顔面蒼白になる。

　まだ誰かいたの？

「高遠ってそんなキャラなんだ」

　え、この声は……渡会さん？

　呆気に取られて固まっていると、どうやら奥のサンプル置き場にいたらしい彼が近づいてくるのがわかった。

　よりによって王子にこんな姿を見られるとは。

　それにしても、いつも〝高遠さん〟なのに呼び捨てした？

「あっ、えっと……」

「ま、知ってたけど」

「はいっ？」

　知ってたって、私がアナログ人間だということを？

　思いきって彼を見つめると、片方の口角を上げてニヤリと笑っている。

「涼しい顔して仕事を簡単にこなしているように見えるけど、実はわりとアタフタしてる。いつもばっちり書類が出来上がっているのは、家に持ち帰って頑張ってるから」

　えっ、知ってたってそっち？　でも、なんで知ってるの？

「わ、渡会さん……。いらっしゃったんですね」

　なんと言ったらいいかわからず、当たり障りのないことを口にした。

「集中してたから、邪魔しちゃ悪いと思って息をひそめてた」

「息をひそめるって……」

　堂々としててよ。おかげで恥ずかしい姿を見られたじゃない。

「計算機はしまって。エクセルのほうが早いから」

「えっ……」

　渡会さんはうしろに立ち、私の背中越しに手を伸ばしてマウスを操作し始める。

　しかも、左手を私の肩に置くので、途端に鼓動が勢いを増し始めた。

「まずはここをクリックして」

　どうやらやり方を教えてくれるらしい。

　だけど甘い声で、しかも耳元で話されるとドキドキしすぎて息が止まりそう。

「これは……」

　次に肩に置いていた左手もキーボードに伸ばし、まるで私をうしろから抱きしめるような姿勢で入力を始めた。

　こんなふうに男の人に密着されたことがなくて、緊張のあまり卒倒しそうだ。

「これでよし。ここにその数字を入れて」

　そう指示されたのにとっさに反応できない。

「どうした？　あれ、耳が真っ赤。もしかして、ドキドキしてた？」

「ち、ちち違い――」

「あはは、高遠ってかわいい」

　思いきり噛みまくり、まともに話せない私にとどめのひと言。

　今、『かわいい』って言った？

「このギャップがたまんないよね。どんな仕事でもこなしますみたいな顔して、焦る姿すら誰にも見せない。それなのにエクセル苦手で計算機出すし」

　クスクス笑われ、恥ずかしくて顔を伏せる。

「おまけに男もよりどりみどりですって感じなのに、実は俺にちょっと触れられるだけで耳を真っ赤にするくらいウブで」

　それ以上は言わないで！

　もう消えたい。完全に素がバレた。

　憧れの人に『あんな地味女、絶対に無理』と言われたせいで、必死に外見を取り繕ってきた。その結果、仕事ができるモテ女みたいな噂が立つようにはなったけど、残念ながら中身が変わったわけではなく、その印象を保つのに一生懸命にならないといけなくなっている。

「かわいいんだけど、できないことはできないと言わないとダメだ。これは高遠の仕事じゃない」

　隣の席に座った彼は、うつむく私の顔を覗のぞき込んできて叱る。

　その通り。本当は断るべき仕事だ。坂巻さんの代わりに残業をしているだけ。しかも、営業は営業手当があるので残業代はつかないのに。

「すみません」

「ごめん。高遠が悪いわけじゃないんだけど……ちょっとお人好しすぎて見ていられないっていうか」

　渡会さんは私の頭をポンポンと叩く。

「ま、そんなに深く考えなくていいから。ほら、全部やっちまうぞ」

「えっ？　渡会さんはお仕事終わられたなら帰ってください」

　書類に手を伸ばす様子に驚いて声をかけると、小さく噴き出している。

「俺が帰ったら、また計算機が出動するんだろ？」

「そ、そんなことは……ある、かも」

　正直に答えると、彼はとうとうケラケラ声をあげて笑いだした。

　なんだかいつもと印象が違う。こんなふうに豪快に笑っているところを見たことがないし、グイグイ容赦なく切り込んでくるような話し方も普段はしない。

「俺が読み上げるから入力して。計算式が変わるところは教えるから」

「よろしくお願いします」

　結局素直に手伝ってもらうことにした。

　それから三十分。あっという間に書類は片付き、エクセルの使い方まで指南してもらってステップアップした気さえする。

「助かりました。ありがとうございます」

「うん」

　途中で緩めたネクタイと外した第一ボタンの隙間から、私にはない大きな喉仏がチラリと見えてドキッとする。

　どうしちゃったんだろう、私。さっき密着されてから、彼のことが気になって仕方ない。あんなことをされたことがないので、テンパってるんだわ、きっと。

「どうかした？」

「いえっ。そういえば三谷商事に輸入してもらった例のボールペン、あのおばあさんがお友達に紹介してくれてもう一本売れたんです。本当にありがとうございました」

　大事なことを忘れていた。

　立ち上がって頭を下げると、彼はキョトンとしている。

「あっ、ごめんなさい。一本で喜んだりして」

　しかも、あれは我が社にはほとんど利益がないのに。

「なんで謝ってんだ？　本当に純粋なヤツだなってちょっとびっくりしてただけ。よかったじゃないか。祝杯上げるか」

　渡会さんもうれしそうに微笑んでいるのでホッとした。

　でも、祝杯って？

　首を傾げると彼は続ける。

「金曜だし、予定あった？」

　まさか誘われてるの？　皆の憧れの王子さまに？

「予定があったら残業なんてしてません」

　驚いて声が上ずる。

「それもそうだな。合コン組はさっさと帰ったみたいだし。どうせ坂巻もそうなんだろ」

「あはは」

　チクるみたいで嫌だったので、曖あい昧まいに笑ってごまかした。鋭い洞察力には参る。

「高遠は……外資系の彼氏なんて、いないんだろ」

　今朝、牧野さんが言ったからだ。でも嘘だとどうしてわかったんだろう。

「そ、そうですね。誰かが勝手に広めた噂です。彼氏なんていません」

「やっぱり。それじゃ合コンとか行かないの？」

「はい。今はお仕事が楽しくて」

　用意しておいた答えを即座に返す。

　実は就職してから一度だけ合コンに参加したことがある。坂巻さんに頼まれて人数合わせのために行っただけなんだけど、どうやら遊んでいると思われたらしく、ひと晩だけの付き合いをしようとかなりしつこく迫られてしまった。だから、私にとっては怖い場所でしかない。

「へー、そういう理由？」

　彼はなぜかイジワルな笑みを浮かべる。こんな表情も知らない。

「そうですけど……」

「仕事が楽しくて男がいらないってのは、大体嘘なんだよ。仕事が楽しくて輝いているヤツには男がいることが多い。まあ、魅力的で男が放っておかないんだろうけどね。本当は別に理由があるんじゃない？」

　勝手に分析を始められて困る。

「本当に楽しいんです！」

　思うように売れなかったり、新商品の企画を通そうとしてもまったく相手にされなかったり。挫折はしょっちゅうだから全部が全部楽しいわけじゃない。だけど自分が志した道に進めているので贅沢は言えない。

「だから、仕事が楽しいと男がいないはイコールで結ばれないって言ってるの。ま、いいや。それも含めて飲みに行くぞ」

　それも含めて、って……？

　やっぱりいつもと態度が違う。こんなことを言う人じゃない。

　しかも、普段は柔らかくて丁寧な物言いなのに、男全開という感じだ。

「なにボーッとしてる。電気消すから早くしろ」

「えっ、はい」

　まだ行くとは言ってないのに。

　私は慌ててバッグに荷物を詰め込み、彼に続いた。そして、エレベーターの中ですぐに話しかける。

「渡会さん、私……お財布に余裕がなくて」

　かっこ悪いけど、とても飲みに行く余裕はない。帰って冷蔵庫の中にあるもので簡単に夕食を済ませる予定だったし。

　情けなくて小声で伝えると、彼は一瞬目を大きくしたもののすぐに表情を緩めている。

「俺が誘ったんだから心配するな。それに、今日は高遠のお祝いだろ？」

　おごってくれるってこと？

「お祝いって、売れたのはたった一本ですよ」

「でも俺はうれしかったけどな。たとえ一本でも、高遠が笑顔になれる仕事なんだから」

　彼はそう言いながら、なぜか私をじっと見つめる。

　その視線が艶つやっぽいのは気のせいだろうか。

「あ、ありがとうございます」

　こんなにくるくると表情を変える人なんだ。仕事中よりリラックスしているからなのかな？

　ありがたくお言葉に甘えることにした私は、渡会さんが大通りでつかまえたタクシーに乗った。

　それから二十分。高層ビル街から少し離れ、大通りから一本入ったところにある『フルジェンテ』というイタリアンレストランに到着した。

「えっ、こんなところ？」

「あれ、不満？」

「違いますよ。飲みに行くなんて言うから、居酒屋にでも行くのかと。こんなに高いレストランだと思ってなくて……」

　だってこのレストラン、超高級店なんだもの。おごってもらうのにも限度というものがある。とはいえ自分では払えそうにないし……。

「だから気にするな。このレストラン、気に入ってるんだ」

　彼がドアを開けてエスコートしてくれるので、恐る恐る足を踏み入れた。

　すると大理石の床にきらびやかなシャンデリアが視界に入る。だけどギラギラしているわけではなく落ち着いた雰囲気で、お客さんは皆、紳士淑女という感じ。ワイングラスを傾けて談笑している。

　おどおどしながらウエイターが引いた椅子に座ると、渡会さんも向かいに座った。

　それからメニューを渡されたが、ワインやシャンパンの種類なんてまったくわからないし、料理もなにを選んでいいかわからない。しかも、価格が書かれていないのが怖すぎる。

「コースにしようか。嫌いなものある？」

「いえ」

「それじゃ決まり。飲み物の好みはある？　特になければ俺のおすすめを」

「……はい。お願いします」

　本当にいいのかな？

　それから彼は私の戸惑いに気づいたかのように、テキパキと注文を済ませた。

「乾杯」

　すぐに運ばれてきたシャンパンのグラスをカチンと合わせて乾杯する。

「おめでとう、高遠」

「ありがとうございます。渡会さんが三谷商事と掛け合ってくださったおかげです」

　彼のひらめきと伝つ手てがなければ実現しなかった。

「俺はたまたま知っていた人間を紹介しただけだよ。それに、高遠らしいところに目をつけたなってうれしかったから」

「私らしい？」

「いや、なんでもない」

　どういう意味なんだろう。

「もっと増やしていけるといいんですけど、利益につながらないから難しいですね」

　ずっと思っていたことをボソッとこぼすと、「やってみろよ」なんて言う。

「えっ？」

「今度の企画会議に、高遠がやりたい企画を提案してみろ。俺も乗る」

　渡会さんは優しく微笑み、シャンパンを再び口に運んだ。

「渡会さんが？」

「あぁ。高遠がやりたいのは、普通の文具を使いにくい人に向けた、ちょっと特殊な文具だろ？」

「はい」

　その通り。あのボールペンで気づいたのかな。

「俺も賛成。利益は少なくても、この業界をけん引していくメーカーならやるべきだ」

　彼からお墨付きをもらえるとは思っていなかったのでテンションが上がる。

「はい。企画書、書きます」

「うん」

　大きくうなずいてもらえて心が弾んだ。

　それから見た目も鮮やかな前菜が運ばれてきて、ちょっと緊張してしまった。

　普段、こんな素敵なお店で食事をしたりしないから。

「ほら、食べて。このチーズは絶品だぞ」

「はい」

　勧められて、パクッとひと口。すると、チーズが舌の上でとろけていき、口の中に幸せが広がる。

「とっても濃厚ですね。すごくおいしい」

「な？」

「渡会さん、いつもと話し方が違いません？」

　さっきから気になっていたことを思いきって尋ねる。

　仕事中の彼なら、『な？』じゃなくて『そうでしょ？』というような言い方をするはずだ。

「会社ではおとなしくしてるから。こっちが本当の俺」

「おとなしく？」

「そのほうが仕事が円滑に進むしね」

「はぁ……」

　なんと返したらいいのかわからない。

「高遠にはありのままの俺を知っておいてもらいたいし」

「どうして私？」

「どうしてだろうな」

　彼は食べる手を止めて私に真摯な視線を向けたあと、口角を軽く上げる。

「そんなことはいい。今日はお祝いだから好きなだけ飲め」

「好きなだけって、そんなに酒豪じゃないですよ」

「あはは」

　渡会さんってこんなに表情を崩して笑うんだ。それもまた初めて見たので驚いた。

　だけど、とても楽しかった。

　会社では仕事に関する話しかしたことがなく、ここに来るまでは少し身構えていたけれど、今はリラックスして会話ができる。

　私たちは食事をしながらプライベートな話で盛り上がり始めた。

「――それで、その洋服を買うために頑張ってるんだ」

「はい。『ブランピュール』の洋服は本当にかわいいんです。でも、ちょっと高いし着ていくところもなくて。だけど、一着は欲しいので、いつか満足いく仕事ができたときに買おうと思ってます。しばらくは無理そうですけど」

　それを目標に頑張ってはいたけれど、いろいろ事情があって最近は洋服にかけるお金もない。

　渡会さんが「うんうん」とリズムよく相あい槌づちを打つので、いつの間にか誰にも打ち明けたことがない話までしていた。

「ブランピュールって聞いたことがあるような」

「女の子の間では絶大な人気のあるブランドで、最近はウエディングドレスも始めたんです。うっとりするくらい素敵で」

「高遠はそのドレスを着て式を挙げたいってこと？」

　ツッコまれ、ハッとする。そうかもしれない。でも……。

「いえ。相手もいませんし。ただの憧れです」

　ハイペースで飲みすぎてるかな。こんなことをペラペラと。

「その憧れ、叶えてやろうか？」

　どういう、意味？

　ふと彼を見つめると、熱い視線につかまって逸らせなくなり、しばらく息を吸うのも忘れていた。

「わ、渡会さん、酔いました？」

　顔は赤くもなく、まったく素面しらふに見えるけど。

「酔っていたとしても、こんなことは軽々しくは言わないさ。まあ、そのうち」

　なにが『そのうち』なんだろう。

　そっか。酔ってるのは私のほうで、話を理解できてないのかも。

　不敵な笑みを浮かべた彼が再び料理を食べ始めたので、私も食べ進めた。

　フォアグラが添えられた子羊のローストは、舌がとろけそうなほどおいしくて大満足。デザートのアフォガートまでペロリと完食した。

　それに加えて、彼に勧められて途中で切り替えたコクのある赤ワインが私好みで、飲みすぎたみたい。

「とってもおいしかったです」

「高遠が喜んでくれてよかった」

　本当なら家で適当に食べていたはずなのに、思いがけずこんな豪華な食事をごちそうしてもらい、かなりラッキー。しかも渡会さんと一緒だなんて。

　気持ちを弾ませたままレストランを出ようとすると、足元がふらつく。

「大丈夫か？」

「はい」

「はい、ってお前、まっすぐ歩けてないぞ」

　彼はそう言いながら私の腰をスッと抱く。

「あっ、ホントに大丈――」

「いいからつかまれ」

　私の唇に人差し指を置く渡会さんは、続きを言わせてくれない。彼が触れた唇がじんじんと熱を帯びてきて、鼓動が速まっていく。

　ドキドキしすぎてまともに反論できなくなった私は、素直に体を預け、そのままタクシーに乗り込んだ。

「家はどこ？」

　送ってくれるんだ。

　酔いが回っているせいで、ちょっと舌足らずな言い方で運転手に住所を告げる。

　すると渡会さんが私の顔を覗き込んできた。

「なぁ。俺がいないところで酔うなよ」

「ん？」

『俺がいないところ』って？

　頭の回転が鈍っているのか、やっぱり言葉の意味が理解できない。

　首を傾げると、渡会さんは私の肩を抱いて自分に寄りかからせた。

「ちょっ……」

「いいから」

　距離が近すぎて、恥ずかしさに体がカーッと熱くなる。それでもなんだか心地よくて離れることができない。

　緊張しつつも肩に頭をのせていると、彼は私の髪を優しく撫なで始めた。

「高遠。お前、頑張りすぎ。自分のことで精一杯のくせに、他ひ人との仕事まで引き受けて。雰囲気を悪くしたくないんだろうけど、ちゃんと断らないとダメだ」

　同じ部署にいるとはいえ席も離れているのに、どうして気がついたんだろう。

　雰囲気を悪くしたくないのはもちろんあるけど、自分に自信がなくて直井さんのようにキッパリ意見を主張できない。だけど、直さないと。

「……はい」

「ちゃんと覚えとけよ。この酔っ払い」

　彼はクスッと笑ったあと私に釘をさす。

「ごめんなさい」

　離れようとしたのに許してくれない。

「着いたら起こしてやるから、寝ていいぞ。残業ばかりで疲れてるだろ？」

　たしかにちょっと眠いかも。

　お酒が入ったのもあるけれど、彼の優しい囁ささやきが眠りを誘う。

　睡眠の誘惑に負けた私は、コクンとうなずいてから目を閉じた――。




「高遠、着いたぞ」

「はい。すみません」

　どうやら本気で寝てしまったらしい。

　気づけば自宅マンションの前に到着していたので慌てて降りると、なぜか彼も続く。

「あのっ……」

「足元がふらついてる。部屋まで送る」

「すみません。でもタクシー……」

「大通りに出ればいくらでも走ってるから気にするな」

　男性にこんなに親切にしてもらったのは初めてだ。

　腕につかまるように言われて二階まで階段を上がると……。

「あっ……」

　部屋のドアに封筒が張り付けられている。それも、郵便受けがあるのにわざわざ目立つように。

　それがなんなのかわかった瞬間、一気に酔いがさめた。

　私が封筒をひったくるようにして剥はがすと、渡会さんが怪け訝げんな視線を向けてくる。

「高遠、どうした？　顔が真っ青だ」

「飲みすぎたみたいです。今日はありがとうございました。おやすみなさ――」

「嘘つけ」

　彼はカギを開けようとする私の手を握り、真剣な眼まな差ざしを注ぐ。

「それ見せて」

「いえっ……。あっ」

　反対の手に握りしめていた封筒を、なかば無理やり奪われてしまった。

「これ、督とく促そく状じゃないか。借金があるのか？」

　渡会さんには見られたくなかったのに。

　そう。私には借金がある。正式には亡くなった父の残した借金だけど。

「……はい。でも払えますから心配しないでください」

　滞ることなく返済し続けているものの、利子が高くてそれを払っているような状態で、元本が減っていかない。

「待て。これって闇金じゃないか？」

「本当に大丈夫ですから。おやすみなさい」

　これ以上情けないところを見せるのが嫌でカギを開けて部屋に入ると、彼が体を滑り込ませてくる。

「待てって言ってるだろ」

「お帰りください」

　せっかく会社ではいい女を装っているのに、台無しだ。

「帰らない」

　眉根を寄せてなぜか少し怒った様子の彼は、私の顔を覗き込む。

「で、いくら？」

「勘弁してください」

「ダメだ。ちゃんと話すまで帰らない」

　どうしてこんなことになっているの？

「わかり、ました。コーヒーを淹いれますのでどうぞ」

　もう隠し通せないと悟った私は、仕方なく彼を部屋に上げた。

　我が家は１Ｋで、玄関が狭すぎて立っているだけでやっとなので、上がってもらわざるを得なかったのだ。

「酔ってるんだから気遣いはいい」

「はい」

　八畳の狭い部屋にベッドが置いてあるため、彼には窮屈そうだけど仕方がない。

　小さなテーブルを挟んで座ると、渡会さんは口を開いた。

「それで？」

「一千万ほど借金があります」

「一千万って、なにに使った？　そんなに浪費家に見えないけど……。洋服とか？　うーん、けどいつも上手に着回してる感じで、バンバン新しいものを買ってるってわけじゃなさそうだし」

　たしかに借金が発覚してからはまともに洋服も買えないので、持っているものを着回している。

　でも、そんなところまでチェックをされてるの？　私のことなんて眼中にないと思ってた。

　違うか。できる男は、どんな小さな変化も見逃さないのか。

「実家が……」

「実家？」

　もう本格的に話すしかなさそうだ。

「はい。実は父が昨年病気で他界したんですけど、そのあと、知人の借金の連帯保証人になっていたことが発覚して」

「お父さん、残念だった……」

　父のことなんて知らないはずの渡会さんが、深刻そうな顔をして肩を落としている。

　面識がないとはいえ、父の死を悼いたんでもらえるのはありがたい。

「つらかっただろ」

「そう、ですね。父は本当に優しい人で、大好きでしたから。でも、もう大丈夫です」

　突然の死だったので、受け入れるのに時間がかかった。

　今でも父の笑顔しか思い浮かばない。

「そっか……。で、その知人っていうのは？」

「学生時代から長く付き合っていた親友だったみたいです。私も何度か会ったことがありました。スーパーを営んでいたんですけど、大型ショッピングモールにお客さんを奪われて商売がうまくいかなくなって、最後は夜逃げしたみたいです」

　大切な親友だったから助けたかったんだろう。しかし、結局裏切られた形になった。

「相続放棄とか、借金を免れる手はあっただろ？」

「それも考えました。でも、相続を放棄するとなると、母が住み慣れた家を出なくてはいけなくなるんです。突然父を亡くして抜け殻になっていた母から思い出まで奪えなくて……」

　思えばあの頃、母は食べ物も喉を通らず、父のあとを追うんじゃないかと心配するほどだった。

「それで高遠が払ってるのか」

「はい。貯金を全部はたいて二百万近くは返済したんですけど」

「残りが一千万か。これ、中を見ていい？」

　促されて督促状の封を開けて中身を渡すと、小さくため息をつきながら眺めている。そしてスマホを取り出してどこかに電話をかけ始めた。

　どうしたんだろう。

「おぉ、寝てた？　ちょっと頼みがあるんだけど」

　渡会さんは電話の相手に闇金業者の名前や借金の額などを伝えている。

「悪いな。よろしく」

　しばらくして電話は終わった。

「あの……」

「もう大丈夫。俺がなんとかする。今の電話、友達の弁護士なんだ。やっぱり有名な闇金らしい。借金の返済を免れるのは難しいかもしれないけど、違法な金利だから過払い金は返してもらう。残りは俺が一括で払ってやる」

　その申し出に驚きすぎて、目が飛び出そうになる。

「どうして渡会さんが？」

「どうしてって、高遠が困ってるからだろ」

　困ってるけど、渡会さんが払う理由なんてひとつもないし、一千万だよ？　一括でなんて普通無理でしょ？

「弁護士の九く条じょうってヤツが全部処理してくれる。心配するな」

「ですけど、弁護士さんなんて雇えません」

　すごい費用だと聞いたし。

「だから友達だって言ってるだろ。飯めしでもおごっておくよ」

　ホントにいいのかな。

「そう、ですか。過払い金の件はとっても助かります。でも、残りの借金はコツコツ返していきますから」

「相手はバックにやくざがいる。早く縁を切ったほうがいい。それに、違法金利じゃなくたって利子はつくんだ。ここは甘えておけ」

　そんなこと言ったって、一千万もただの同僚から借りられない。

「できません」

　小さく首を振ると、彼は私の手を不意に握って強い視線を送ってくる。

「高遠にはなにひとつとして落ち度はないじゃないか。ずっと不安だったんだろ？　よくひとりで耐えてきたな」

　どうして、そんな優しいの？

　闇金のバックに怖い人たちがいることも知っていた。だから返済が遅れたらどうしようと、毎月のように怯えて……。

　それでも必死に歯を食いしばって返済してきたのに、心が揺れる。

　渡会さんの言葉をきっかけに、我慢していた感情があふれてきて涙が勝手にこぼれていく。

「ごめんなさい」

「どうして謝る？」

　とびきり柔らかな声でつぶやいた彼は、隣にやってきて私をそっと抱き寄せる。

「ごめんなさい。ごめんなさい……」

「謝るな。つらいときは泣けばいいんだ」

　そのまま広い胸で泣かせてくれた。

　母には『任せておいて』なんて大きなことを言ったのに、本当はちっとも減っていかない借金に頭を抱えていた。このままだと実家がなくなると怖くてたまらなかった。

「鈴乃」

　渡会さんは私を下の名前で呼ぶ。

　驚いたけれど、その声色が優しくて涙が止まらない。

「俺がお前を守ってやる。もう心配いらない。今日はこのまま眠れ」

　トントンと背中を叩く彼の腕の中は温かかった。

　そして泣き疲れた私は、いつの間にかそのまま眠ってしまった。




　カーテンの隙間からチラチラと光が入り込んでいるのに気づいて目を開ける。

「えっ！」

　まだ寝足りないと思っていたのに、一気に目が覚めて飛び起きた。

　だって、狭いシングルベッドの上にもうひとり――なぜか裸の渡会さんが眠っていたからだ。

　なんで？　昨日彼の胸を借りて泣いてから……どうしたんだっけ？　まさか、しちゃってないよね。

　ハッと自分の体を確認したものの、洋服は着たままでひとまず安心した。

「起きた？」

　それから渡会さんもゆっくり目を開け、体を起こす。

「あっ、あのっ……」

「昨日は情熱的な夜を過ごせたな」

「え！」

　それじゃあやっぱり……？

「なんて嘘」

　彼はそう言うと、なぜか私を抱き寄せる。むき出しの広い胸板に頬がくっつき、冷静ではいられない。

「は、離してください」

「どうして？　俺を離さなかったのは、鈴乃のほうだぞ」

　抱きしめられた上にまた『鈴乃』なんて呼ばれたからか、心臓が飛び出しそうなくらいにバクッと跳ねる。

「ああっ、すみません」

　離さなかったって……。とんでもない失態しちゃったんだ。

「情熱的な朝にする？」

「キャッ」

　あっという間にベッドに押し倒されて腕をシーツに縫い止められる。

　彼の少し濡れた艶っぽい唇が視界に入り、耳まで熱い。

「キス、していい？」

「ダ、ダメッ！」

　全力でもがき拒否すると、彼は「あはは、冗談」と笑いながら離れていく。

　はぁ、びっくりした……。

「俺、そこそこモテるんだよね。迫って拒否されるとへこむ」

「ごめんなさい」

「いや、攻略しがいがある。燃えるな」

　燃える？　なに言ってるの？

「わ、渡会さん、いつもと違います」

「だから言っただろ。こっちが本当の俺」

　ニヤリと笑う彼は、なぜか私の額にかかる髪をよけて唇を押しつける。

「ちょっ！」

　たちまち全身が真っ赤に染まる。

　王子さまの目覚めのキスなんて聞いてない。

「あはは。このくらいで照れるなよ。次はもっといいことしような」

「いっ、いいい……」

　いいことって!?

　頭が真っ白になっている間に、彼はベッドから出ていく。

　あぁっ、見ちゃった。王子さまのボクサーブリーフ姿。

　洋服を着ていると細く見えるのに、意外にも腹筋は割れているし、胸筋もしっかり厚い。鍛えているんだろうなと思える体形だった。

　って、観察しすぎだわ、私。

　妙に恥ずかしくなって布団にもぐると、渡会さんはクスクス笑っている。

「ごめんごめん。俺、寝るときは基本裸なんだよ。リラックスしたいときまで締めつけられるのは嫌だろ？」

　それならゆるゆるのパジャマでいいじゃない！

　反論したかったけれど、動揺でなにも言えない。

「鈴乃も着替えろよ。脱がせてやろうかと思ったんだけど、さすがにまずいかなと思ってやめておいたから」

　やめてくれて正解です。

「シャワー借りていい？」

「シャワー？」

「うん。ここだろ」

　いいと言っていないのに、彼はバスルームに入っていった。

「なんなの……？」

　どうやら〝素〟らしい渡会さんは、どこまでもマイペースで私の領域に容赦なく入り込んでくる。

　唖あ然ぜんとしていると、シャワーの音がしだした。

「着替えよ」

　とにかく彼が戻ってくるまでに着替えなくちゃ。１Ｋでは隠れて着替える場所もない。

　急いでクローゼットを開き、シワシワになったブラウスを脱ぐ。そして手にしたのは、ボートネックの淡いブルーのカットソーと紺の膝丈フレアスカート。

　出かけない休日なら間違いなくジーンズをチョイスするんだけど、やめておいた。こうしてちょっとかわいい系の洋服を選んだのは、渡会さんがいるからだ。

　ユニットバスなので洗面所が使えず、仕方なくキッチンで顔を洗う。

　そのあと、つけっぱなしで眠ってしまったコンタクトに気づいて急いで外した。

　メガネをかけたいところだけど、あか抜けないメガネ姿を渡会さんには見せたくない。仕方なく裸眼のまま化粧水をつけていると彼が戻ってきた。

「タオル借りたぞ」

「はい、どうぞ」

　化粧まで間に合わなかった。

　すっぴんをイケメン王子にさらすなんてと背中を向けたまま返事をすると、前に置いた鏡に、ズボンははいているものの、上半身裸のままの彼の姿が映り込む。

「キャッ」

　そして、なぜかうしろからふわっと抱きしめてきたので慌てふためく。

「すっぴんもかわいい。そそられるな」

「そそ……」

　そそるってどういう意味だっけ……。なんてバカなことを考えるほど混乱している。

　その間に、髪から滴したたる水滴が私の腕に落ちてきた。しかも、鏡に映り込む渡会さんの表情がなんとなく色っぽく感じられて、ドキドキが止まらない。

「鈴乃って、本当に男慣れしてないね。かわいいっていうより美人系だし、大人の香りがプンプンするから、誤解されるだろ」

　今、美人って言った？　必死に雑誌でメイクや服装の勉強をした甲斐があった？

「けどよかった。こっちのほうが好み」

　なにをひとりで納得してるの？　好み、って？

「は、離していただけますか」

「あぁ、ごめん。化粧するんだっけ」

　それもあるけど、渡会さんに抱きしめられる理由がないでしょ？

　それでも離れていったので、ホッとした。

　充血しているのでメガネで過ごしたいところだけど、メイクの前にコンタクトを入れなくちゃ。

　新しいコンタクトに手を伸ばすと、シャツを羽織っただけの彼がまた近づいてきて私の手を握って止める。

「ごめんな。コンタクトって知らなくて、外してやらなかった」

「そ、そんなことは気にしないでください」

　それよりその手を離して！

「眼が真っ赤だ。メガネ持ってないの？」

「あります、けど……」

　地味女と言われたときのことを思い出すから、人前でメガネになるのは嫌なのに。

「それじゃ、今日はメガネにしろよ。あぁ、これか」

　彼は目ざとくケースを見つけてメガネを取り出した。そしてライトブラウンのフレームのそれを私にかける。

　あぁ、見られちゃった……。

　すっぴんにメガネって、これできっちりおさげにでもすれば、大学時代の私だ。

　いたたまれなくなってうつむいたのに、顔を覗き込まれて焦る。

「かわいいじゃないか。メガネも似合ってる」

　なんて言ったの？

「恥ずかしがらずにちゃんと見せて。メガネにするとちょっと幼い感じになるね。それも新鮮」

「えっ、変ですよね？」

　驚き思わず顔を上げると、彼は白い歯を見せる。

「全然。こっちも好きだな。それに……」

　渡会さんは突然真顔になり、熱い視線を注ぐ。

「こんな鈴乃を俺しか知らないって、うれしいよ」

　うれしいって、なに言ってるの？

　頭の中が疑問符だらけになりながらも、絡まる視線に鼓動が速まり、息がうまく吸えなくなった。

「あぁ、化粧するんだっけ」

「は、はい」

　やっと話を変えられて、ようやく酸素が肺に入ってくる。

　それでも、背後でシャツのボタンをはめている彼を鏡越しにチラチラ見ながらの化粧は緊張しっぱなし。妙な色気がだだ漏れなんだもの。

　ファンデーションを乗せたところで、着替えが終わったらしく、彼がベッドに座った。

「コーヒーでも淹れましょうか」

　見られていると落ち着かない。

「いいよ、気にしないで化粧して」

　帰らないの？

　昨晩はどうやら私が引きとめたらしいけど、もう帰ってもらっていいのよ。

「今日は土曜ですし、デートの約束でもあるんじゃないですか？」

「あぁ、ごめん。デートのお誘いまでさせて」

「お誘い？　違います！」

　どんな勘違いしてるの？

　思いきり首を横に振る。

「元気出た？」

　でも、次にかけられた言葉にハッとした。

「……はい。昨日はすみませんで――」

　謝ろうとすると、彼は自分の口の前に人差し指を立てる。

「もう謝らないって約束して。それと、借金の件は俺に任せてほしい」

「それはさすがにできません」

　胸を貸してもらえただけで十分だ。

「心配するな。一千万ならすぐに用意できる」

　すぐに用意できるって、そんなに貯金があるの？

　驚きょう愕がくして、何度も瞬きを繰り返す。

「鈴乃だって、自分が借りたわけじゃないだろ」

「そうですけど」

　渡会さんはいっさい関係ないでしょ。でも私は、父の借金なんだから返す義務がある。

「そんなに気になるんなら、結婚するか」

「は？」

　なに言ってるの？

「夫なら妻の借金の肩代わりをしたって変じゃないだろ？」

　私はただただ呆気に取られていた。

　同僚の借金を払うのもおかしいし、だから結婚というのはもっと理解できない。

「決まりでＯＫ？」

　黙っていると勝手に決められそうになり、目が点になる。

「なに言ってるんですか？　結婚って、簡単に決めることじゃないです。それに、私と渡会さんはそんな関係じゃないでしょ？」

「これから〝そんな関係〟になればいい」

　冗談を言って私を困らせているだけだと思ったのに彼の目は真剣で、バクバクと心臓が音を立てる。

「わ、私のこと知らないですよね？」

「知ってるよ。いつも限界まで頑張ってること。それと、他人に優しいことも」

　渡会さんはそう口にしたあと、近づいてくる。そして目の前にしゃがみ、手を伸ばしてきて頬に触れた。

「鈴乃が手に入るならなんだってする」

　言っていることがメチャクチャだ。

　しかし、真顔の彼が冗談を言っているようにはとても見えない。

　瞬きもせず私を見つめ続けた彼は、しばらくしてようやく手を離した。

「俺、親父に早く結婚しろってうるさく言われてて、仕事に集中できないから困ってるんだ。鈴乃はこれで実家を守れる。俺はもう急かされない。ウィンウィンだろ？」

「そんな適当に決めないでください」

　結婚って人生において重要な節目のひとつなんだから、もっとこう……ゆっくり愛を育んでからするものであって、急かされて困ってるから結婚するなんてありえない。

「適当なんかじゃない。それに結婚するからには、必ず幸せにする。それだけは約束する」

　再びまっすぐな視線で見つめられて混乱気味だ。なにがなんだかわからない。

「鈴乃、お母さんを泣かせたくないんだろ？」

「そうですけど、コツコツ返すので大丈夫です」

　母のことを考えるとこの話に乗ってしまいたくなる。とはいえ、結婚なんて腰が引けて当たり前だと思うんだけど。

「元本いくら減った？　一生払い続けても終わらないぞ」

　鋭い指摘に目が泳ぐ。

　貯金をはたいて一括返済してからは、元本はほとんど減っていない。この先、宝くじでも当たらなければ、その通りかもしれない。

　反論できずに口をつぐむと、彼は少し困った様子で話し始めた。

「一生、借金のためだけに生きるつもり？　そんな人生でいいのか？」

　借金の返済のために生きるなんて本当は嫌。

　思わぬ出費がかさんだ月は、食事もまともに取れないこともある。

　こんな生活、あと何年と期限が決まっているなら踏ん張れるが、一生となると頑張れる自信はない。

「嫌、です。でも、仕方ないでしょ？」

　わかっていたけど、つらくて見ないようにしてきた部分をえぐられて、声が大きくなる。

「俺は、鈴乃には幸せになってほしい。いや、俺が幸せにする」

　強い口調で念を押すように宣言されて、胸が熱くなる。

　幸せになれるの？　ホントに？

　そんなふうに一瞬心が揺らいだものの、首を横に振った。

「もし私が幸せになれたとしても、渡会さんが幸せになれません。もっと真剣に自分の人生を考えてください」

　急かされて困っているからという理由で結婚を決めたら、絶対に後悔する。

「自分がピンチなのに俺のことを気遣うとか。やっぱり鈴乃は思った通りの女だ。大丈夫。鈴乃との結婚は、俺にとっても幸せへの第一歩なんだ。信じてついてこないか？」

　渡会さんの心の中が読めない。

　もし私がその意見に同調して承諾したら、きっと困るのは彼なのに。

「でも……」

　戸惑いしかなく、うつむいて首を振る。すると彼は私の手をギュッと握りしめた。

「鈴乃の実家も、お前の笑顔も俺が守る。それだけは嘘じゃない。信じろ」

　あまりに真剣な訴えに、うなずいてしまいそうになる。しかし、やっぱりありえない。

「ま、急に言われてもそういう反応になるよな。少し考えてほしい。だけど、借金は俺が払う。それは決定事項な」

「待ってください。そんなこと――」

　そこまでしか言えなかったのは、彼が私の顎に手をかけて持ち上げたからだ。

「それ以上反論するなら唇ふさぐぞ」

　そしてとんでもなく色っぽい表情で囁かれ、思考が停止した。

「そんなに気が引けるんなら、とりあえず時々飯でも作ってくれればいいや。俺、料理はまったくできないから外食ばかりで、たまには家庭料理ってやつも食べたいんだよね」

　食事を作るくらい、なんてことはない。でも、借金の肩代わりなんて本当にいいの？

「それじゃあ、貸してください。少しずつお返ししますから」

　こんなことを頼むのも情けない。けれども闇金から借りるより助かる。

「真面目だなぁ。魔性の女なら、男を虜とりこにして払わせるくらいのことをしそうなのに。鈴乃ってそういうキャラだよな？」

「キャラって……」

「皆そう思ってるぞ。男を手玉に取る悪ーい女」

　彼は私との距離をさらに縮めてくる。

　な、なに？

　吐息を感じるほど近づかれて、緊張で体がこわばる。

　それから渡会さんは、私の耳元に形のいい唇を寄せて口を開いた。

「本当はそうじゃないのにね。男を虜にするメイク。女っぷりを上げる洋服の着回し。頑張ってるんだ」

「あっ！」

　聞いたことのあるフレーズを並べられ、ハッとする。

　ベッドサイドに置いておいた雑誌の表紙を見たんだ。

「やっぱかわいい。耳真っ赤」

　肩を震わせる彼は、やっと離れていった。

「鈴乃の秘密、握っちゃった」

　嘘。どうしよう……。

「あっ、あのっ……」

「バラさないでおくから、俺の言うこと聞けるよね」

　ちょっと待って。社内一のイケメン王子が脅し？　彼こそキャラが違うじゃない。

「とりあえず朝飯作ってよ。それを食べたらデートに行こう」

「デート？」

　あまりに大きな声が出たからか、渡会さんが目を丸くしている。

　本気なの？

「どうしてびっくりしてるんだ？」

「どうしてって……」

　こっちが聞きたい。どうして渡会さんと私がデートをするの？

「あぁ、化粧の邪魔だよね。続きして。でもいつものナチュラルメイクが好きだから、こんなにしなくていいよ」

　彼が雑誌を手にしてパラパラめくり始めるので、それをひったくった。

「み、見ないでください」

　秘密を暴かれているようでいたたまれない。

　この特集は、アフターファイブにデートや合コンに出かけるときのためのメイク直し方法が書かれていて、男を誘うみずみずしい唇の作り方とか、色っぽい目元にするためのアイシャドウの乗せ方なんかが細かくレクチャーされている。

　だけど、仕事中はちょっと……と思って試したことはない。

「うーん。でも、プルプルの唇はいいな。キスしたくなる」

　じっと唇を見つめられ、雑誌で隠す。

　キスって！

「あれ、もしかしてキスもしたことない？」

　図星をさされて返事ができず固まっていると、「そっか……」と妙に納得した様子。

　どんどん素の自分が暴かれていく。

　どうしてこんなことになってるの？

「もしかして、デートも初めて？」

　あぁっ、もうこうなったら……。

「……はい」

　正直に告白すると、彼はにんまり笑っている。

「それじゃ、俺の色に染め放題ってわけだ。たまんない」

　ドン引きされているのかと思いきや、そうでもない？　でも、〝俺の色〟って、どういうこと？

「これから鈴乃の初めては、全部俺のものだからな」

「え……」

　なんの宣言？

　勝手に進む会話に頭が真っ白になり、呑み込めない。

　呆然としていると、渡会さんは手を伸ばしてきて私の唇に触れる。

「キスも、体も……心も」

　そしてニヤリと笑った。

　ダメだ。完全にキャパオーバーで反応すらできない。

「メイクしてやろうか？　やったことないけど」

「結構です！」

　ハッと我に返ってようやく言い返すと、クスクス笑われて恥ずかしくてたまらない。

　もう渡会さんのことは無視して、テキパキといつものメイクを施した。

　そして、どうしても朝食が食べたいという彼に、冷蔵庫の中のもので簡単に調理する。

「すごいじゃないか。超豪華」

　今日のメニューは、だし巻き卵と豆腐の味噌汁。そして常備してあるしめじのしぐれ煮。あとはキュウリの浅漬け。

　あんな素敵なお店で食事をさせてくれたくせして、なに言ってるんだか。

「豪華じゃないです。ありあわせですみません」

　と言いつつ、最近は借金返済のために食費を削っているので、私にとっては超豪華な朝食なんだけど。普段は具のないおにぎりなんてこともある。

「いや、朝は食べないことも多いから。鈴乃はしっかりとるんだね」

　鈴乃と呼ばれて反応しているが、そもそもそれもおかしい。

　私、ようやく冷静さを取り戻してきたみたい。

「今日は渡会さんがいらっしゃるから……。でも、その〝鈴乃〟という呼び方は――」

「あっ、もしかして食費も削ってる？　俺が払うからこれから毎朝頼むよ」

　私の話を聞いてます？

　会社ではこんな人じゃないのに。

　彼は会議のときもなにか相談するときも、ギリギリまで口を挟まず他の人の話に耳を傾け、相手の意見をきちんと呑み込んでから自分の考えを主張する。

〝聞く〟という姿勢を大切にする彼から学び、得意先の担当者の話を遮らず最後まで聞くようになってから、売り上げを伸ばすことができた。

　それなのに、私の話はスルーなの？

「鈴乃」

　なにも言えないでいると、渡会さんは再び口を開いた。

「ですから、その呼び方は――」

「呼びたいんだ。俺だけ特別って感じだろ？」

　声のトーンを落として囁かれたせいか、鼓動が勢いを増していく。

「でも……」

「鈴乃も〝瑞樹〟って呼んでいいぞ」

「呼べません！」

　ムキになって反論すると、クスッと笑みを漏らす。

「いつもの冷静さはどこにいった？　なーんて、感情むき出しの鈴乃のほうが好きだけど。さて、いただきます」

　渡会さんはマイペースに手を合わせて、味噌汁を口にしている。

「これ、出汁がきいてる。うまいね」

　あんな高級レストランの味を知っている彼に褒められると、動揺していても照れる。

「あ、ありがとうございます」

「このしめじも、しょうがが隠し味になってるよね。朝から幸せだ」

　自分の作った料理をこれほど褒められたのは初めてだった。だからか、かなり気分が上がる。

「鈴乃は、もっと自信を持ったほうがいい。雑誌を読んで流行の最先端なんて研究しなくても、ありのままで十分魅力的なんだし」

　魅力的？　そんなわけない。

　渡会さんは本当の私を知らないから、そんなことが言えるのよ。

　憧れの人に『絶対に無理』とまで言われて、どれだけ悔しかったか。完璧なあなたに、なにがわかるの？

「着飾らなくちゃ、誰も認めてくれないんです！」

　胸にこみ上げてくる感情に任せて大きな声が出てしまい、慌てて口を押さえる。

　すると渡会さんは箸を止め、私をじっと見つめる。

「俺は、ありのままの鈴乃を見てるよ」

　まっすぐに注がれる視線が痛い。

　あのときの同級生と彼は違うのに、失礼なことを言ったかもしれない。

「ごめんなさい」

「ううん。なにか嫌な思いをしたことがあるんだろ？」

　こんなところで洞察力を発揮しないで。昔のことは言いたくない。

「いえ……」

　視線を逸らしてごまかすと、彼は完全に箸を置いて話し始めた。

「あの雑誌ほどメイクを濃くしないのはどうして？」

「それは……仕事中は派手すぎるかと思って」

「あのくらいのメイクをしている人はいくらでもいるぞ」

　それは知っている。得意先ではもっとばっちりメイクをしている人はたくさんいるし、社内でも坂巻さんのようにまつエクをしてチークをくっきりという人も多数いる。

「ギリギリなんじゃない？」

「ギリギリ？」

　意味がわからず聞き返す。

　すると渡会さんは小さくうなずいてから続ける。

「鈴乃が鈴乃であるためのギリギリのライン。もしかしたら流行に合わせて好きじゃない洋服を着ているかもしれない。本当はメイクももっと派手に……と思っているけど、自分がいなくなるみたいで怖い」

　鋭い指摘は、私の胸に突き刺さった。

　そんなふうに考えてメイクを控えめにしていたわけではない。でも、雑誌をまねて家で練習したとき、鏡に映る自分が自分じゃないみたいだと思ったことはある。

「ブランピュールだったっけ。仕事に満足できたら買おうと思っている洋服。それも雑誌の受け売り？」

「いえ。あのブランドは流行に左右されないシンプルなものが多くて、店頭で見かけて純粋に欲しいと思ったんです。借金を返し終えて、なにか大きな仕事を成し遂げたらと思ってました」

　あれが欲しいと思う気持ちは、他の洋服に対するものとは違う。地味女から脱却したいからではなく、自分の好きなものを手に入れたいと思ったのだ。

「自分らしくが正解だと思うな。外見にしか惹かれない男なんて、ろくなヤツはいないぞ」

　まさか〝嫌な思い〟が男性絡みだと見抜かれてる？

「なに、言ってるんですか……」

　だんだん声が小さくなっていく。

「ま、いいや。とにかく食べよう。ご飯のお代わりある？」

「もう少しなら」

　こんなありあわせの食事をこれほど喜んでくれるとは思わなかった。

　全部食べた彼は、シャツの腕をまくって皿洗いまで手伝おうとする。

「いいですから、座っててください」

「俺、飯は作れないからさ。せめてこれくらい」

　強引に好き勝手なことを言っているけど、優しいところは会社での印象通りなんだ。

　どれだけ断っても一緒にキッチンに立つので、私が食器を洗い、彼に拭いてもらった。ふたりでやると早い。

　片付けが終わると「どこに行く？」なんて聞いてくる。

　デートって本気？

「仕事をやらないといけませんし……」

「なんだ。他人の仕事を代わりにやって、自分のは持ち帰ってるのか。手伝うぞ」

「いえっ、大丈夫ですから」

　本当は今日は持ってきていない。デートを断る口実なのに、食い下がられて困る。

「俺をだますのは百年早いよ、鈴乃」

　あれっ、嘘だとバレてる？

「えっと、あのっ……」

「まあ、急ぎすぎて嫌われても困るから、今週は勘弁してあげるよ。でも、月曜からよろしく」

「月曜から？　なにを？」

「家庭料理を食わせてくれるんだろ」

「本気、ですか？」

　どこまでが冗談なのかさっぱりわからない。

「あれ、体のほうがいい？」

「か、体!?」

　イジワルな笑みを浮かべる渡会さんは、私が目を白黒させるのを楽しんでいるに違いない。

「わかり、ました。食事は作ります」

「サンキュ。鈴乃の作った朝飯、本当にうまかったんだ。借金の件はすぐに手を打つ。心配しないで」

　本当に手を貸してもらってもいいのかな。だけど、これで実家が守られるんだから、頼りたい。

「すみません。お金は必ず返します」

「だから、飯でいいのに。それじゃ、名残惜しいけどそろそろ帰るよ」

　ようやく帰る気になってくれたので玄関まで見送りに出ると、靴を履いた渡会さんが振り返り、私の耳元に口を近づけてくる。

「忘れないで。鈴乃の初めては俺が全部もらうから。それじゃ」

　そして劣情を誘うような声で囁き、満足そうに微笑んでから帰っていった。

「な、なんなの？」

　渡会さんとは仕事の話はするし、あのボールペンの件のように先輩として相談に乗ってもらったこともある。だけどプライベートについて話したのは、昨日が初めて。

　それなのに同じベッドで……。

　彼の鍛えられた筋肉質な体を思い出して、顔が火ほ照てる。

　彼氏がいたことがないというのに、いきなり男性とひと晩過ごしてしまった。おまけに、額へのキスまで。

　キスされた場所に触れると、ますます恥ずかしくなり、転がっていたクッションを抱きしめた。

「どうしよう」

　これからどうしたらいい？　結婚なんて考えたこともなかった。

　ブランピュールのドレスに憧れてはいたけれど、もうこのまま彼氏もできずに終わるのかも、と心のどこかで思っていたから、突然すぎる展開に頭がついていかない。

　しかも、その相手は社内一人気がある渡会さんだよ？

　彼が誠実なことは仕事を一緒にしていてわかっているつもり。でも、会社での姿と違う一面にびっくりしている。

『俺が幸せにする』と言い切ったときの表情が頭をよぎる。信じても大丈夫なんじゃないかと思うほど、真剣だった。

　それに、過去に地味だと言われて傷ついた私には、『ありのままの鈴乃を見てるよ』という言葉がどれだけうれしかったか。

　おまけに、絶望していた借金まで肩代わりしてくれるなんて、神さまみたいな人だ。

　実家が残るなら……。

　そう考えると、心が激しく揺れ動く。

　そんなことをぼんやりと考えながら、気がつけばスマホを手にして料理のレシピを検索し始めていた。










結婚は突然に




　そして月曜。

　空は晴れ渡り、ちょっぴり汗ばむ陽気の今日は、フェミニンな洋服をチョイスした。

　シンプルな白いブラウスに、首元にはスカーフ。そして、深緑のレースのタイトスカートを合わせる。

　これも借金発覚前に買ったアイテムばかり。

　当然コンタクトをして、髪はハーフアップにまとめた。だけど……メイクはやはり控えめに。

　渡会さんの言う通り、ギリギリ素の私をここで死守している気もするからだ。

「おはようございます」

「おはよう！　高遠さん、金曜はありがとう。聞いてよ。合コンでいい人を見つけて、彼氏ができそうなの」

　営業部に入った途端、満面の笑みを浮かべて近づいてきたのは坂巻さん。

「そ、そう……」

　仕事を引き受けたことへのお礼というより、彼氏ができそうという報告なんだろうな、これは。

「実は今日、デートに誘われてるんだけど、またお願いしてもいい？　高遠さんできるから、あんなのすぐよね」

　二時間以上かかった作業を〝すぐ〟と片付けられて腹が立つ。しかもまた頼もうとしているなんて。

「えっと……」

　本当なら、はっきりと断るべきだ。だけど、せっかく営業部になじめているのに、雰囲気を悪くするのはためらわれる。

　渡会さんに『できないことはできないと言わないとダメだ』と注意されたのに。

　でも、大学時代の孤立を思うと、どうしても無難に過ごしたいという気持ちが強く出てくる。

「坂巻さん。自分の仕事は自分でやったほうがいいよ」

　そのとき、営業部に入ってきた渡会さんが、ニコッと爽やかな笑顔つきで坂巻さんに注意した。

　すると坂巻さんはギョッとした顔をして、パチパチ瞬きをしている。

「は、はい……」

「事務の人たちにお任せしている仕事は、何時間も残業しなくてもいいようになっているはずだって牧野さんが言ってたけどなぁ」

　彼は白々しくつぶやくけど、その通り。

　坂巻さんは勤務時間中に何度も休憩に行ってしゃべっているからできないんだ。それがたまってきた頃に、私に押しつけてくる。

「それに、どんなに高遠さんが優秀でも、すぐにできる仕事なんてないと思うよ。お互い頑張ろうね」

　渡会さんは会社用の仮面をかぶった顔で微笑み、私に一瞬視線を合わせてから自分のデスクに向かった。

　助けてくれた？

「ごめん、自分でやるわ」

　意気消沈した坂巻さんは、眉根を寄せて離れていく。

　わかってくれたかな。

　それにしても、私の言いたいことを全部口にしつつ、険悪な雰囲気にもしなかった渡会さんのコミュニケーション能力はあっぱれだった。

　席に座った彼をチラッと見つめると、視線が絡まり、首を横に振られる。

『ちゃんと自分で断れ』と叱られているようで、小さく頭を下げておいた。




　その日、十八時前に営業から戻ると、もう坂巻さんの姿はなかった。どうやら仕事も終わっているらしく、やはり本来は業務時間内にできる仕事量だったらしい。

　自分のデスクで伝票整理をしていると、渡会さんも外回りから戻ってきた。

「ただいま戻りました」

　営業部に入るとき、彼は必ず大きな声で挨拶をする。すると私たち後輩だけでなく、先輩たちも挨拶を返す。

「お疲れー」

「お疲れさまでした」

　この瞬間、部署の一体感を感じられるのが好きで、私も見習ってまねをしている。

「渡会、今日はかなりの額が上がってたな」

　部長が渡会さんに声をかけている。

　すごいな……。どれだけ売れたんだろう。

　彼がびっくりするような売り上げを達成するのは、なにも今日に限ったことではないけれど、毎回感心している。

「デジタルのほうがうまくいって。たまたまですよ」

　謙遜しているが、たまたまなんかじゃない。彼は念入りな市場調査を欠かさないので、それが功を奏しているに違いない。

　柔和な笑みを浮かべて会話をしている渡会さんを見ていると、土曜のちょっと俺様な顔を思い出して、不思議な気持ちになる。

　私だってできる女の仮面をかぶっているんだから、他人のことは言えないんだけど。




　それからはひたすら内勤業務。

　今日はあまり伝票が上がらなかった。こういう日ももちろんあるけど、渡会さんが盛大に褒められたあとなので、なんとなくちょっとへこむ。

　そのうち直井さんも戻ってきて渡会さんとなにやら話し始めた。

　びっくりするくらい美男美女の組み合わせ。直井さんはあまり笑わない印象だけど、渡会さんと一緒にいるときは微かに笑みも浮かべている。

　彼女は渡会さんのことが好きなのかも。私たちと接するときとはあきらかに態度が違う。

　ふたりを見ていると、間に私が入る余地なんてないように思える。どう考えても直井さんのほうがお似合いだ。

　結婚話を持ち出したのは渡会さんだけど、大学時代の出来事が私を臆病にする。

　もうあんなにつらい思いはしたくない。

　結婚したいだけなら、直井さんに頼めばいいんじゃない？

　ふとそう考えると、なぜか胸がチクッと痛んだ。

　それからは仕事に没頭した。

　早々に売り上げチェックを済ませて、次はプレゼン資料作りに取りかかった。

　来週の金曜にある会議で、渡会さんが言っていた〝ちょっと特殊な文具〟の企画書を出そうと思っている。思っているんだけど……デジタル文具をどんどん押したい部長の方針を前に、勇気のいる提案だ。

　三十分ほどその作業をして、煮詰まったところでコーヒーを淹れようと給湯室に向かった。

　すると、廊下の向かいから歩いてくる第一営業部の寺てら田ださんの姿に、顔が引きつる。

　三十八歳になる彼は、第一営業部で課長をしている。背が高くてスタイルもよく、顔もなかなか。ダンディな男性で、話もうまい。モテそうな人だ。ただ、彼は既婚者で四歳になる男の子もいるという。

「高遠じゃないか。久しぶり」

「お久しぶりです」

　と話を合わせつつ、先週も会った気がするんだけど……と心の中で思う。

「相変わらずいい女だねぇ」

「ありがとうございます」

　にっこり笑って小さく会釈。そして「失礼します」とすれ違おうとした瞬間、腕をつかんで止められた。

「つれないなぁ。ね、考えてくれた？」

「なにを、でしょう」

　実は二カ月ほど前からしつこく食事に誘われている。その返事をしろと言っているんだろうけど、下心が見え見えで困っているので濁した。

「なにを、って……。ディナーの話だよ。よければ今晩でもどう？」

「仕事が残っていまして」

「それじゃあ明日」

　行きたくないって気づいてよ。いや、気づいていても引かないのかも。

　彼は手が早いことで有名で、警戒している女子社員もいる。部署が違うので今まではさほど気にしていなかったけれど、ターゲットになってしまったようだ。

「企画書を書かないといけなくて」

「そんなの、俺が指導するよ？」

　寺田さんは私の腰をさりげなく抱き、顔を覗き込んでくる。

　どうしてあなたが？　離れてよ！

「お父さんの帰りをお子さんが待ってらっしゃるのでは？」

『奥さんいますよね』という意味を込めて言うと、彼はクスッと笑っている。

「こんなときに家庭の話を持ち出すなんてナンセンスだよ。高遠とならそういう関係になっても後悔はないな」

　なにを勝手な。私は絶対に嫌。

「高遠さん、コーヒーまだ？」

　するとそのとき渡会さんの声がして、寺田さんはようやく腰に回していた手を離した。

　コーヒーを頼まれたっけ？と思ってハッとする。多分困っていることに気づいたんだ。

　彼には助けられてばかり。

「今すぐ」

「寺田さん、お久しぶりです」

「あっ、あぁ」

　口説いているところを見られたからか、寺田さんに落ち着きがない。

「お子さん、もう四歳でしたっけ」

「う、うん」

「かわいい盛りですね」

　渡会さんは一瞬鋭い目で寺田さんを突き刺したが、そのあとはいつもの優しいスマイル。

「そう、だね。急ぎの仕事を思い出したから失礼するよ」

　寺田さんはチラッと私を見てから足早に去っていった。

「お前さぁ。ちょっとこっち」

　大きなため息をつく渡会さんは、残された私の腕を引いて、人ひと気けのない階段に向かう。

「キャッ……」

　踊り場に着くと、彼は私を壁際に立たせて、片手をドンとついて見下ろしてくる。

　これ、壁ドンってやつ？

「あんなヤツに触られやがって。なにもされてないだろうな」

　素の渡会さんが降臨してる……。

「は、はい……」

　腰は抱かれたけど、それ以上はない。

「鈴乃の初めては全部俺のものだって言っただろ」

　は？

　唖然として顔を見上げると、顎に手を添えられた。

「奪われる前に奪っておこうか？」

　そして、ニヤリと笑い顔を傾けて近づいてくるので、たちまち鼓動が加速して動けなくなる。

　キス、される……？

　吐息がかかるほどの距離に近づいたとき、我に返った。

「ちょっ……」

　顔をそむけて彼の胸を押すと「はぁー」と大きなため息が聞こえてくる。

「いい女になるには、もうひとつ必要なものがあるんだぞ」

「必要なもの？」

　不機嫌な表情で私をにらんで渡会さんは続ける。

「ゲス男を追い払うスキル。これはセットで必須だ。もっと強く拒め。階段から突き落としてやるくらいの勢いで」

　そんなことはできない。でも、わざと迫って撃退法を教えようとしてる？

　それにゲス男って、寺田さんのこと？

　妻子持ちのくせに手当たり次第女子社員に手を出すなんて、その通りだけど。

「そんな……」

「それができないなら、俺から離れるな。目の届くところにいれば助けてやる」

　そんなことをしてもらう義理はないんだけど。

　でも、〝男を追い払うスキル〟はたしかにないかも。ゲスであろうがなかろうが。

　そもそも交際の経験すらないんだから、男性と話すのは得意じゃない。余裕の顔をして会話を交わしてはいるがそれは見せかけであって、いつも冷や汗たらたらなのだ。

　それなのに追い払うなんて難しすぎる。

「わかった？」

「……はい」

　私は素直にうなずいた。

「それと、約束があるんだから、残業ははっきり断らないとダメだろ」

「約束？」

　出勤早々、坂巻さんに残業を押しつけられそうになったことを言っているんだ。でも、約束なんてしたっけ。

「飯を作るって言ったよな」

「あ……」

　声を漏らすとギロッとにらまれる。

　爽やか好青年の面影はどこにいったの？　にらんだ顔もイケメンだけど。

「約束、忘れたのか？」

「やっぱり、本気ですか？」

　レシピを検索したくせして、あれも冗談だったんじゃないかと思ってた。

「当たり前だ」

　呆れ声で叱られてうつむくと、もう片方の手も壁についた渡会さんに挟まれる。

　近いよ……。

　息遣いを感じられるような距離に、ドギマギする。

「俺は楽しみにしてたんだけど」

「えっ？　私の料理を？」

　あんな高級レストランの味を知っているくせして、楽しみにしてたなんてびっくりだ。

「そう。デートも断られたし……こんなに拒否されるとは」

「拒否したわけじゃ……」

　拒否したことには違いないんだけど、怒っているみたいなので一応そういうことにしよう。

「仕事、あとどれくらいかかりそう？」

「企画書を書いていて……」

「またそうやって逃げる。今日は許さない」

　彼は小さく首を振る。

　たしかに企画書は明日でもいい。

「わかり、ました。約束ですから料理は作ります。今日の業務は終わっていますので、もう帰れます」

　正直に告げると、彼はようやく壁から腕を下ろして離れた。

　はあ。やっとまともに息が吸える。

「それじゃ、十五分後に駅で。俺はもう出られるから」

　会社で見慣れた優しい笑みを浮かべた彼は、いそいそと営業部に戻っていった。

「十五分って……」

　会社から駅まで十分弱なんだから、すぐに出ないと間に合わない。

　私も慌てて戻り、バッグに荷物を詰め込んでいると、渡会さんが残っている人たちに笑顔を振りまきながら出ていくのが見える。

　ちょっと待って！

　営業という職業柄、約束の時間に遅れるのはプライドが許さない。

　私も慌てて営業部を飛び出した。

　パンプスってなんて走りにくいんだろう。もう少しで駅というところで脱げてストッキングが破れた。このパンプスはセールで買った安物だからか、いまいち足に合っていないらしく小指に血がにじんでいる。

　今日は結構歩いたからな……。

　数歩戻ってパンプスを拾い上げていると「鈴乃」という渡会さんの声と、タタタッと駆け寄ってくる革靴の音がした。

「どうした？　大丈夫？」

「大丈夫です。この靴、ちょっと足に合ってないみたいで脱げてしまって」

「血が出てるじゃないか」

　心配かけまいとすぐに履き直したのに、彼は目ざとく血の跡を見つける。

「靴ずれしただけです。いつものことですから」

　慌ててそう付け足したが、彼は険しい表情を崩さない。

「少し待ってて」

　そしていったん離れていき、タクシーをつかまえている。

「あっ……。電車で大丈夫ですから」

　これくらいでタクシーを使うなんて贅沢はできない。

　大きな声で断ったのに、戻ってきた彼に「つかまって」と強引に手を引かれてタクシーに乗せられた。

　それから彼は、聞いたことがない住所に向かうように運転手に伝えている。

「どこに行くんですか？」

「俺ん家ち」

「どうして？」

「飯、作ってくれるんだろ？」

　まさか、渡会さんの家で？

　てっきり土曜のように私の部屋かと思っていたのに。

「でも……」

「俺、料理はしないけど、調理道具一式はそろってるから。前はお手伝いさんに頼んでたんだ」

「お、お手伝いさん？」

　お手伝いさんを雇っている人に出会ったのは初めてかも。

「うん。掃除も大変だから、週に二度くらいは来てもらってたんだけど、どんなにいい人でも他た人にんだからね。重要な書類を置いておけなくて断ったんだよ」

　たしかに、完全に信頼するというのは難しいかもしれない。

「お手伝いさんって発想がすごいですね。お金もかかりそうなのに」

　借金で苦しんでいる私には、お金を出して家事をしてもらうなんてありえない話。

　ひとり暮らしの男性だとそういう発想に行きつくのかな？と思い、いったんは納得したけれど、タクシーが車寄せに滑り込んだマンションに、目が点になった。

「ここに寄るんですか？」

　何階建てなのかもはやわからない立派なタワーマンションに、なんの用があるの？

「寄るって、俺ん家ここだから」

「は？」

「降りて」

　思考が固まったままの私は、強引に促されてタクシーを降りた。

　足を踏み入れたエントランスは数階分吹き抜けになっていて、広い空間にグランドピアノや革張りのソファが置かれている。

　他には、高そうな絵画に、立派な花が飾られた大きな花瓶。これまた絶対に高級品だ。高級ホテルさながらの雰囲気に目を瞠みはる。

　ひたすらキョロキョロしていると、突然腰を抱かれてエスコートされてしまった。

「こっち」

　彼に促されて乗り込んだエレベーターが、耳が痛くなるほどの勢いで上がりだす。

　そして止まったのは四十六階。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　ドアを押さえて私を先に降ろす渡会さんは、戸惑う私に優しい笑みを向ける。

　それからとあるドアの前まで行くと、彼はカギを取り出した。

　本当にここに住んでるんだ。

　いまだ夢を見ているかのようで、呆然としてしまう。

「入って」

「は、はい」

　ドアを開けると広すぎる玄関が目に飛び込んできた。

　なんなの、ここ。本当に渡会さんの家？

「どうした？　あぁ、足が痛いのか」

「えっ、ちょっ……歩けます！」

　呆然と立ち尽くしていると、彼は私を抱き上げる。

「魔性の女は、男に体を預けて運んでもらうものだぞ」

　クスクス笑う渡会さんは、私の素の姿を知っていてそう茶化す。

　広い廊下の左右にはドアが五つ、そして正面にひとつ。その正面のドアを開けると、リビングだった。

　広すぎて声も出ない。この部屋だけで、私の住んでいる１Ｋの居住空間が三つくらいは入りそうなんだもの。いや、それ以上かも。

　スタスタと進む彼は四人は軽く座れる大きなソファに私を下ろして、足を覗き込む。

「うーん。血が出てるな。消毒液も絆ばん創そう膏こうもないんだよ」

「こんなのはいつものことですから。それより、ここが渡会さんの家なんですか？」

「そうだって言ってるだろ？」

　でも！

　普通の会社員に住めるマンションじゃない。実家がお金持ちのお坊ちゃん？

「ストッキングも破れてる。脱いで」

「はいっ？」

「なんだ、脱がせてほしい？」

　ニヤリとイジワルな笑みを浮かべる彼に、思いきり首を振る。

　会社の誰ひとりとして、あなたがこんなことを言う人だなんて知らないわよ？

「とりあえずシャワーで洗い流そう。近所にスーパーも薬局もあるから絆創膏を買ってくる。ついでに必要な食材も買ってくるから、ここになにがいるかメモして」

　彼はパソコンの置いてあるデスクからメモ用紙を取ってきて私に差し出す。

「買い物なら私が行きます」

「足が痛むんだからおとなしく待ってろ」

　やっぱり優しいところはイメージ通りだ。

「ありがとうございます。なにが食べたいですか？」

「カレー」

　あれ、即答。しかもカレーって。

「お好きなんですか？」

「悪いか」

　心なしか頬が赤い気がするんだけど、照れてる？

　こんな立派なマンションに住んでいて、大人の色気をプンプン漂わせる渡会さんが、迷うことなくカレーって、なんだか意外。

　まあカレーは国民食みたいなものだし、好きな人は多いだろうけど。

「いえ。お嫌いなもの、あります？」

「骨の多い魚は食えない」

「ふふ」

　骨の多い魚って。骨を取るのが面倒ってことかしら。それとも、喉に刺さった経験があって、もう嫌だとか？

　子供みたいだと思い笑みを漏らすと、ギロッとにらまれる。

「あっ、今すぐ書きます」

　笑っちゃ悪かったかなと焦り、ペンを走らせ始めた。

「これだけお願いします」

「わかった。鈴乃はこっち」

「えっ……」

　彼は再び私を抱き上げ、リビングを出ていく。

「なぁ、首に手を回してつかまれ。重い」

「す、すみません。下ろしてくだされば」

「ダメだ」

　彼は足を止め、私をじっと見つめた。

『早くしろ』という無言の圧力に気け圧おされて、恐る恐る首に手を回す。

「顔真っ赤」

「だって！」

　恥ずかしくてたまらない。

　視線を合わせていられず肩に顔をうずめると、首元からフワンと香水の香りがして、余計にドキドキが止まらなくなった。

　向かったのはバスルーム。血がついた足を洗えってことね。

「タオルはこれ使って。着替えもいるか……」

「大丈夫です。足を洗わせていただければそれで十分です」

「鈴乃ってヤる前にシャワー浴びないタイプ？」

「は……？」

　とんでもない発言に目を白黒させる。

「プッ。冗談だって。おもしろいな、お前。大人の女ならさらっとかわすもんだぞ」

　どうやってかわすの？　全然わからない。

「けど、またシャワーも面倒だろ？　浴びてもいいぞ」

「いえっ、結構です」

　冗談なんて言っていたけど、本当に襲われそうで思いきり拒否した。

　だって先週も裸で私のベッドにもぐり込んでいたんだし、さっき会社で強く拒絶しろと言われたばかりだし。

　すると彼は苦笑しながら「行ってくる。飲み物欲しかったら、冷蔵庫から勝手に出して」と言い残して出ていった。

　ストッキングを脱いでバスルームに入ると、その広さに唖然とするばかり。

「ジャグジーついてる！」

　私の部屋のユニットバスとは比べ物にならないほど広いバスタブには、ジャグジーの装置まで見える。本当に高級ホテルみたい。

　シャワーをひねると水圧もちゃんとあって、うらやましい限りだ。

　私は手短に足の血を洗い流して、バスルームを出た。

　それにしても、渡会さんって何者？

　こんなすごいマンションに住み、お手伝いさんを雇う余裕があるなんて。あっ、だから私の借金も肩代わりすると即決できたんだ。

　キッチンに行ってみると、食洗器もあれば、大きなオーブンも備えつけられていて、料理をしないという彼にはもったいないくらい。

　少し喉の渇きを覚えた私は、両開きの大きな冷蔵庫も開けてみた。するとミネラルウォーターとビールくらいしか入っていなくて、唖然とする。

「男の人のひとり暮らしってこんなものかな」

　私の小さい冷蔵庫は、冷凍庫が常に満タン。それというのも、スーパーの特売日に食材を買って、おかずを作り置きして冷凍しておくからだ。

　男性だからそこまではしなくても、もう少しなにか入ってると思ってた。

　ミネラルウォーターをありがたく頂戴したあとはなにもすることがなくなり、さっきの黒い革張りのソファに座り込む。

　もう足の血は止まったし、そんなに過保護にしてもらわなくてもいいんだけどな。

　でも、重要な書類を置いておけなくてお手伝いさんを断ったくらいなのに、私がここにいても平気？　同じ会社だからいいのかな。

　そんなことを考えながら、ずっとソワソワしていた。

　こんな広い部屋にいた経験がなくて落ち着かない。

　それから三十分。持ち帰った企画書のコピーを読み返していると、渡会さんが帰ってきた。

「おかえりなさい。あっ……」

　立ち上がって迎えたものの、自分の家のような言い方だったかもと思い、口をつぐむ。すると彼はふっと口元を緩めて「ただいま」と答える。

「いいな、こういうの。新婚みたい」

「し、新婚？」

　渡会さんはいちいち固まる私を見て、肩を震わせている。

「会社で極上の女の仮面をかぶってるくせに、男慣れしてないのがなんとも……」

「すみません」

　もう知ってるんだからイジメないでよ。

　口をとがらせて謝ると、買い物袋から絆創膏を取り出して、「座って」と私を促す。

「ありがとうございました。自分で……」

「いいから。それほどひどくはないみたいだな」

　なんと足の指に絆創膏を巻いてくれるらしい。

「本当にいいですって、汚れてますから！」

　歩きすぎでマメもできているし、あまり間近で見られたくない。

「洗ったんだろ？　それに働き者の足だ。きれいだよ」

　働き者の足なんて、なんだか泣きそう。『頑張ってるな』と励まされたような気持ちになった。

「あっ……」

　だけど、くすぐったくてつい声が出てしまい、慌てて口を押さえる。

　すると渡会さんは私を見上げて妙に色気漂う視線を送ってくる。

「そういう声、出すんだ」

「えっ、なんですか？」

「もっと啼なかせたいな。ベッドで」

　ダメだ。息の吸い方がわからない。

　でも、クククと笑いだした彼を見て、またからかわれたんだと気づいた。

　あぁっ、男性に免疫がないと、こんなとき困ってしまう。

「さて。メモのもの買ってきたぞ」

「は、はい。すぐに作ります。キッチンの道具、勝手に使ってもいいですか？」

「うん。着替えてくるから頼んだ」

　買い物袋を差し出した彼は、別の部屋に行ってしまった。

　もう早く作って帰ろう。ドキドキして心臓が止まりそう。

　それから広い調理台に材料を並べて、調理開始。最初に炊飯器をセットしてから、カレーを作り始める。

　今日はなすと鶏肉のカレーにした。まずは鶏肉を柔らかくするために、ヨーグルトに漬け込む。

　トマトも入れるので湯ゆ煎せんして皮を剥むいたところで、渡会さんが戻ってきた。

　彼はシンプルな黒いＴシャツとジーンズ姿。スーツ姿はもちろんばっちり決まっているけれど、初めて目の当たりにした私服姿はそれ以上に爽やかさが全開で、坂巻さんあたりが見たら目がハートになりそうだ。

「あれっ、ヨーグルトはデザートじゃないんだ……」

　鶏肉に目をやった彼がこぼす。

「こうやって漬け込むとお肉が柔らかくなるんですよ。でも残ってますから、デザートにもどうぞ」

「へー、鈴乃ってすごいんだな」

　こんなことで感心されると、照れくさい。

「トマトもサラダかと思った」

「もうひとつはサラダに使います。でもこれは一緒に煮込むんです」

　調理を続けていると、彼はぴったり私の横に立ち、じっと手元を覗き込んでくる。

「お腹空いてますか？」

「いや。手際いいなと思って」

「このくらい普通ですよ。座っててください」

　渡会さんが離れていったので、いっそう料理に没頭した。

　料理が仕上がるまでのこの時間は嫌いじゃない。次第に漂ってくるおいしそうな香りを楽しみながら、出来上がりの味を想像するとワクワクする。

　しかも、今日みたいに食べてくれる人がいればなおさらだ。

「いい感じ」

　最後に味見をすると、トマトのおかげでコクも出ているし、なかなか上出来。

　お皿にたっぷりカレーをよそい、サラダも盛り付けて、六人掛けの大きなテーブルに運んだ。

「渡会さん、できました」

　ソファに座って書類を手にしている彼に声をかけると、こちらに視線を向けてにっこり微笑む。会社で見せるおなじみの笑顔より幾分か柔らかく見える。

　すぐに近づいてきた渡会さんは、さらに顔をほころばせた。

「うまそうだ。いただきます」

　席に着いた彼の向かいの席に座り、じっとスプーンの行方を見つめる。

「すごいな。店に食いに行ったみたいだ。チキンは柔らかいし、辛いのにまろやかさも残ってて……。こんなうまいカレーは初めてかも」

　絶賛している様子を見てホッと胸を撫で下ろしたのと同時に、照れくさくもなった。

「お口に合ってよかったです」

「鈴乃は、いい奥さんになるな」

「お、奥さん？」

「あ、もちろん俺の」

　その余裕の笑みは『逃がさないぞ』と言っているかのよう。

　でもやっぱり結婚というのは、急かされるのが嫌だからとか、借金を代わりに返してもらえるから、なんて理由でするものじゃない。愛がなくちゃ。

「あのっ。そういうことは本当に大切な女性にだけ囁いてください」

　緊張したけど思いきって伝えると、彼はスプーンを置いて私を凝視する。

「そんなのわかってる」

　そしていつもよりトーン低めに囁くので、心臓がドクッと音を立てる。

　どういうこと？

　呆気に取られていると、彼は苦笑しながら続けた。

「鈴乃がその大切な女性なんだけど、わからない？」

　なん、で？

　仕事中だって、そんなに接点があったわけじゃない。プライベートの話をしたのも先週が初めて。しかも、情けない姿を見せたというのに。

　お父さまに結婚を急かされるから、私に求婚したんでしょ？　それなのに『大切な女性』って……。

　混乱して、言葉が出てこない。

　すると困っていることに気づいたのか、彼は小さく笑みを漏らしてから話を変えた。

「そういえば、九条から電話が入って」

「はい」

　お友達の弁護士さんのことだ。

「アイツ、前にもあの闇金にかかわったことがあったみたいで、『いい加減にしないと潰すぞ』のひと言で解決だとさ。過払い金は戻ってくる。それと、借りていた分は来週中に返済する」

「もう？」

　ずっと苦しんできたのに、たった数日ですべてが片付くなんて夢のよう。

「あぁ。迅速に動けないヤツはチャンスを逃す。この俺がチャンスを逃すとでも？」

　自信に満ちあふれた表情でキッパリと言い切る渡会さんがうらやましい。

　どれだけ着飾っても、彼のように自信を持てないからだ。

「はい。本当にありがとうございました。渡会さんにお借りした分は必ず返済します」

「本当に意地っ張りだな。返さなくていいって言ってるだろ。けど、そういう律儀で真面目なところも魅力のひとつか」

　借金の話をしているのに、向けられる視線が艶っぽくて鼓動が勢いを増していく。

「それに、結婚すればすべて解決だ」

「そんな……」

　やっぱりメチャクチャすぎる。

「言っただろ。俺はチャンスを逃さないんだ」

「なんのチャンスですか？」

「決まってるだろ。鈴乃を落とすチャンス」

　落とすって……。

　呆然とする私とは対照的に、ほんのり口角を上げる渡会さんは余裕の顔。

「どうして私なんですか？　他にきれいな人、たくさんいますよね。渡会さんなら借金の肩代わりを条件に私と結婚しなくたって、いくらでもお相手が見つかるでしょう？」

「容姿がきれいなだけで一生寄り添えるとでも思ってるの？　大事なのは、ここ」

　彼は自分の胸をトンと叩き、熱く語る。

「もちろん、鈴乃は十分きれいだけどね。俺にはパーフェクトな女」

　地味女と罵ののしられた私が、部署一、いや会社一の美男子に、なんで口説かれてるの？

「渡会さん、まだ啓陽堂に戻ってこられたばかりじゃないですか。私の性格なんてよく知らないでしょ？」

　それが本音。心が大切と言っているけど、結婚なんて言い出すほど会話を交わした記憶もない。

「そっか、そうだよな。けど俺、鈴乃が思いやりがあってとびきり優しいことを知ってるんだよね。あっ、ついでに魔性の女じゃないことも」

「もう、その話はやめてください」

　恥ずかしさのあまり強めに反論すれば、「ごめんごめん」と再びカレーを食べ始めた。

　だけど、どうして私の性格を知っているの？　しかも、思いやりがあって優しいなんて言われたことないのに。

　もっと深く聞きたかったけれど、「うまいな」と幸せそうにカレーを頬張る渡会さんを前に、なにも言えなくなった。

　お代わりまでしてモリモリ食べた彼は、私の隣でまた皿を拭くのを手伝ってくれた。あんなに仕事ができるのに、すごく危なっかしい手つきで。

「なぁ、一緒に暮らさない？」

　――ガタン。

　とんでもない発言に驚いて、洗っていた皿をシンクに落としたのは私のほう。

　なんとか割れなくてセーフ。

「焦るな」

「そんなこと言ったって、渡会さんがわけのわからないことを言うからです！」

「どうして？　結婚するんだから当然だろ」

　だからそれがおかしいの！

　混乱してうまく言い返せない私は、それからは黙ってひたすら皿洗いに徹した。

　私の動揺がわかっているのか、渡会さんもなにも言わない。

　ちゃんと聞きたいことと言いたいことをまとめてから話し合おう。とにかく今はひとりになって頭の中の整理をしたい。

「お邪魔しました。帰ります」

　皿洗いが済むと、頭を下げてソファの横に置いてあったバッグを取りに行く。

　すると、ローテーブルに置かれていた企画書が目に入った。

　片付け忘れてたんだ。

「あれっ？」

　その企画書に、赤ペンでなにやら書き込まれている。

「それではアピールが弱い。部長もデジタル押しだし、時代の流れもそう。見向きもされないぞ」

　もしかして、さっき渡会さんが手にしていたのは、私の企画書？　添削してくれたの？

「鈴乃が一番作りたい商品はなに？　文具を扱いにくい人たち向けの商品というぼんやりとした感じじゃなくて、これっていうものを提案したほうがいい。まずはひとつ成功させて、そこから広げていけばいいんだから」

　そっか。私はボールペンもハサミも定規も……と欲張っていたかも。

「あの、すごく個人的な理由なんですけど……」

「あぁ。なんでも言ってごらん」

　会社にいるときの物腰柔らかな渡会さんが戻ってきた。

「小さい頃、すごく絵が上手なお友達がいたんです。でも、交通事故で脊せき髄ずいを痛めて車いすになって、握力も弱くなって……。長い入院からようやく退院できたのに、鉛筆を持つのが大変で、絵を描くことをやめてしまったんです」

　歩けなくなった上、大好きな絵も描けなくなった彼女からは、笑顔が消えてしまった。

「その子は色鉛筆で風景画を描くのがとっても上手だったんです。だから使いやすい色鉛筆を作ってあげたいとずっと思っていて……」

　デジタル文具が発達しているこのご時世に、新たな色鉛筆なんて言い出しにくい。

「ほら、やっぱり鈴乃は優しい」

「えっ……」

「それじゃあ、まずそれを作ろう」

　彼はなぜかうれしそうに微笑み、うなずく。

「でも、需要も少ないし、デジタルに比べたら利益も――」

「だからこそ、啓陽堂がやるべきなんだよ。大手が業界を引っ張らなくてどうする。それに、もうからないのなら小さい会社には手が出せない。そうすると、その友達はずっと絵を描けないじゃないか」

　そんな愛のある言葉に、胸がいっぱいになる。

　そっか。私がここで挫折したら、まどかちゃんのように悲しい思いをする人がこれからも出てくるかもしれない。

　私は今は東とう京きょうでひとり暮らしをしているが、実家のある千ち葉ばで仲がよかったまどかちゃんは、小二のときに事故に遭って一年間入院。その後も長くリハビリ生活が続いた。

　私はしょっちゅう病院や家を訪ね、彼女の話し相手をしていた。

　というか、私がまどかちゃんとおしゃべりするのが楽しくて通っていたんだけど。

　でも、彼女はしばらくして施設が充実している東京の私立小学校に転校したので、それからは一度も会っていない。だけど今でも絵を描き続けていたらいいなと期待を抱いているし、また会えたら描きやすい色鉛筆をプレゼントしたい。

　今思えば手紙のやり取りでも続けていれば……と後悔ばかりだが、線を引くことすら大変だった彼女に、手紙を書いてとはとても言い出せなかった。

「はい。頑張ります」

　彼のおかげで勇気が湧いてきた。

「それじゃあ、そろそろ送るよ」

「電車で帰りますよ？」

「は？　こんなに遅くひとりで帰すわけないだろ」

　不機嫌顔の渡会さんは呆れ気味に言う。

「あぁ、泊まってく？」

「泊まって!?　大丈夫です。間に合ってます」

　混乱のあまり変な言い方をすると、彼は「あはは」と噴き出している。

「なにが間に合ってるって？」

「えっと……」

「男は俺だけな。わかった？」

　熱い眼差しを注ぎながら念を押す彼が、妙に色っぽくてドキドキする。

「……は、はい」

「いい子だ」

　はいと言わないと帰してもらえない雰囲気でそう返事をしただけなのに、彼は満足そうに微笑んだあと私の手を取り、指先に唇を押しつける。

「なっ、なにして……」

　慌てて手を引くとクスクス笑われた。

　なんなの、もう。顔が真っ赤になっている自信がある。

「それじゃ、行くぞ」

　それからすぐに車のカギを持ってスタスタ玄関に向かう渡会さんについていき、家まで送ってもらった。

　しかも、その車がかなり大きな濃紺のＢＭＷだったので、ため息が出そうだった。

　なにもかも一流品だ。

「鈴乃。おやすみ」

　私のマンションの前で車を停めた彼は、わざわざ降りてきて挨拶をする。

「借金の件、本当にすみませ――」

　それ以上言えなかったのは、彼が私の唇を指で押さえたから。

「謝らなくていい。鈴乃が自分で作った借金じゃないんだ。もう肩の荷を下ろせ」

「渡会さん……。はい。おやすみなさい」

「うん。また明日」

　彼は優しく微笑み、私がエントランスに入るまで見送っていた。

　部屋に帰り、足に貼られた絆創膏を見つめる。

「優しい人だな……」

　プライベートの彼は、ちょっと、いや、かなり強引なところはあるし、からかわれて困ることもあるけど、私のことを心配しているんだと端々から伝わってくる。

　それに……私をよく知っているような口ぶりだったけど、以前、どこかで会った？

　どれだけ思い出そうとしても浮かばない。

　代わりに、私を見つめる彼の強い視線が頭をよぎり、ベッドの布団に顔をうずめて頬を赤らめた。




　翌日は、白のシフォンブラウスに黒の七分袖ジャケットを羽織り、グレーのクロップドパンツを合わせた。パンツは腰ばきで、赤の細いベルトがアクセント。

　これも全部雑誌の受け売りなんだけど……。

「よし」

　私は玄関にある大きな鏡で全身をチェックしてから会社に向かった。

　営業部のある八階のフロアに着いて廊下を歩いていると、「高遠さん」と呼び止められて振り向く。

　すると寺田さんがいたので眉間にシワが寄りそうになり、慌てて笑顔を作った。

「おはようございます」

「おはよ。今日もきれいだね」

「あはは。ありがとうございます」

　頭から足先まで舐めるようにじっと見られてたじろぐ。

　パンツにしてよかった。

「今日も会っちゃうなんて、運命を感じない？」

「そうですか？」

　全然感じないけど、曖昧に濁した。

「ね、食事――」

「そうだ！　朝一でクライアントに電話を入れないといけないんでした。すみません、失礼します」

　寺田さんの誘いを白々しくかわした私は、小走りで第二営業部に飛び込む。

　危なかった。そろそろあきらめてくれないかな……。

「高遠さん、おはよ。息上がってない？」

　そのとき、目の前を渡会さんが通りかかり尋ねてくる。

「そんなことないですよ？」

「そう……」

　疑いの眼差しで見つめる彼が「ほこりついてる」と私の髪に手を伸ばしてきて触れるので、ビクッと震える。

　昨日の指先にされたキスを思い出したからだ。

「あ、ありがとうございます」

「どういたしまして。さて、今日も頑張ろう」

「はい」

　物腰柔らかな姿は会社用だと知っているのに、優しい言葉をかけられるとドキッとする。

「牧野さん、すみませんが――」

　それから彼は牧野さんに書類の作成を頼んでいた。

　私は早速営業に出る準備を始めた。

「今日は……」

　アポイントはふたつ。そのうちのひとつは『東とう郷ごう百ひゃっ貨か店てん』。文具売り場の片隅に啓陽堂コーナーを作ってもらい、販売している。

　百貨店ということもあって、ちょっぴり高めの商品構成。大切な人へのプレゼントを選びたいというお客さまも多く、ネームを入れたボールペンや万年筆がよく売れる。

　実はこの百貨店に憧れのブランピュールが入店していて、営業帰りにちょっと覗くのが楽しみでもある。

　仕事中だから、マネキンを眺めて『いいなぁ』とため息をつくくらいだけど。

「行ってきます」

　大きな声で挨拶をすると、「行ってらっしゃい」と何人もから声がかかって気持ちいい。渡会さんが始めた挨拶は、気持ちを鼓こ舞ぶするのに最適だった。

　東郷百貨店には十一時頃に向かう予定。その前に、いくつか文具店を回るつもりだ。

　背筋を伸ばし、意気揚々とビルの玄関を出る。

　今日は電車を使っての営業で、混み合う車内にうんざりしながら移動した。

　昨日とは違う低いヒールのパンプスを履いてきたおかげか、はたまた小指に巻いている絆創膏のおかげか足も痛くない。

　いくつかの小売店で商品の売り上げ状況を確認しながら、ライバル会社の新商品のリサーチも欠かさない。

　最近は、啓陽堂と同じくらいの規模を誇る『中ちゅう央おう文ぶん具ぐ』というメーカーが、欠品を多発して信用を落としつつあるところを、取りこぼすことがないようにフォローに回っている。シェア拡大のチャンスだからだ。

　十一時少し前に東郷百貨店に到着して、四十代前半の女性担当者の三み好よしさんに挨拶。そして、あのおばあさんに買ってもらったボールペンの見本をバッグから取り出した。

「こちら海外の製品なんですが、握力が弱くなってきたご高齢のお客さまから好評でして、こうした商品を増やしていければと思っているのですが、どう思われますか？」

　文具売り場一筋十五年の彼女は、興味津々といった様子で早速手に取る。

「これ、すごく握りやすいのね。いいかもしれないわよ。ここはご高齢のお客さまも多いし、他のメーカーにはないから売れるかも」

「本当ですか？」

　好感触で気分が上がる。

「海外のってことは、輸入するの？」

「今はほんの少しだけ輸入しています。でも、啓陽堂も独自に、文具を使うことに苦労されていらっしゃる方へのラインナップを提案していきたいなと思っていまして、百戦錬磨の三好さんにご意見をお聞きしたかったんです」

　そう伝えると、彼女は何度もうなずいている。

「なるほどね。ねぇ、試しにこのボールペン、うちで仕掛けてみる？」

「いいんですか？」

　まさか、こんなに大きな百貨店に置かせてもらえるとは。

「高遠さんにはよくしてもらってるからね。これほど丁寧にフォローしてくれるのは啓陽堂さんくらいよ。ほら、中央さんの欠品で大変だったときも、夜遅くまで商品の手配をしてくれて本当に助かったの」

　コツコツやってきたことが認めてもらえてるんだ。

「いえ。弊社としてもお手伝いできてうれしい限りです。もし試験的に置かせていただけるなら、上司と掛け合います」

「うん。まずは私が上司に相談してみるね。といっても、ほぼ決まりだろうけど」

　三好さんはこの売り場を知り尽くしていて、ころころ替わる上司より詳しい。なので、彼女が仕入れたいと言えば、ほぼ認められる。

「はい。ありがとうございます！」

　私は高揚した気持ちで文具売り場を離れた。そして、そのままブランピュールへ足を向ける。

「ディスプレイが変わってる……」

　なんと片隅に今まではなかったウエディングドレスが飾ってある。ワンショルダーのそれは、上半身はシンプルだけど、スカート部分は幾重にもランダムに布が重なっているプリンセスライン。まるで花びらを纏っているかのよう。

『その憧れ、叶えてやろうか？』

　ふと、ブランピュールのウエディングドレスに言及したとき、渡会さんにそう言われたことを思い出した。

「いつか……」

　いつかこんなドレスを纏って花嫁になれるのかな。地味女の私でも。

　もしその相手が渡会さんだったら……。

　仕事はできるし、強引なところもあるけれど基本は優しい。からかうようなことは言っても、彼は私の素を拒否しなかった。

　彼みたいな人の花嫁になれたら、幸せ、かも。

「あっ」

　私ったら、なにを考えているんだろう。『大切な女性』なんて囁かれて舞い上がっているのかもしれない。

　それにしても、渡会さんへの返事はどうしたらいい？

　借金返済の見返りに結婚すると言っているくせして、その一方で真剣さを感じる。

　こんなチャンス、逃してもいいの？

　彼ほどの人に結婚を申し込まれるなんてこの先ないよ？

　そう自分に問いかけてみたものの、もっともっと素の部分を知られたら、呆れられるんじゃないかと怖くなる。

　だけど、渡会さんが『幸せにする』と言っているんだから……信じればいい？

　私の気持ちは激しく揺れ動いていた。




　それから東郷百貨店を出て、少し早めのランチを取ることにした。

　ずっと節約のためにお昼を抜くこともしばしばだったけれど、たまにはいいかな。

　私は近くにあるお気に入りの『リアン』という小さなレストランに入った。

　ここのシーフードドリアは絶品で、たとえ汗だくになったとしてもハフハフして食べたい一品だ。

　窓際のふたり掛けの席に座ってドリアを注文したあと、企画書を取り出した。

「色鉛筆……」

　仲のよかったまどかちゃんの顔を思い浮かべる。

　今、なにをしてるんだろう。元気でいてくれるといいな。

　そして、絵を描き続けていると、もっとうれしい。

　彼女が描く風景画はそれはそれは美しく、とても小学生とは思えない作品ばかりで、よく展覧会で入賞していた。

「お待たせしました。熱いのでお気をつけくださいね」

　しばらく企画書とにらめっこしていると、ドリアが運ばれてきた。ひとりで店を切り盛りしているマスターは、ちょっと目尻が下がったとても優しそうな人だ。

「ありがとうございます」

　私は早速フォークを手にした。

「そっか、フォーク」

　文具ではないけれど、色鉛筆から始めて日用雑貨まで広げられるかも。啓陽堂にとって新しい分野の展開のきっかけになる？

　渡会さんに励まされたおかげで、アイデアが湧いてくる。

「あつっ」

　考え事をしながらドリアを口に運んだので、火傷やけどしそうになって慌てて水を口にした。

　それでも、入社して以来のワクワク感に包まれている今は、すごく幸せ。

　私は横に置いた企画書をチラッと視界に入れて、フーフーと息を吹きかけながらドリアを食べ進めた。




　会社に戻り、部長にあのボールペンの販売を掛け合うと、「リサーチのためにやってみろ」とすぐに許可が下りて、心の中でガッツポーズをする。

　今日は充実した一日だった。

　デスクに向かうとまた坂巻さんが近寄ってくるのが見えて、嫌な予感がした。けれども渡会さんが帰ってきたのに気づいた彼女は、Ｕターンして自分の席へ戻っていく。

　その間に直井さんが渡会さんに近づいていき、なにやら談笑し始める。

　直井さんは渡会さんと話をするときは、毒が抜けたかのように優しい表情をしている。そして彼もまた、会社用の爽やかスマイル全開だ。

　ふたりの様子を気にしていると、牧野さんがやってきた。

「さっき『サカエ文ぶん具ぐ』さんから電話が入って、折り返すって伝えてあるわよ」

「ありがとうございます」

　お礼を口にすると、彼女も渡会さんと直井さんを見ている。

「あのふたり、お似合いよね。直井さん、ちょっときついけど、できる者同士息もぴったり」

「そう、ですね」

　それを聞いて胸が痛いのはどうしてだろう。

「まあ、高遠さんは外資系の彼がいるんだし、関係ないだろうけど」

「ですから、いませんよ」

　信じてもらえないけれど、一応反論しておいた。

　それからしばらく実績集計などの内勤業務をしていると、あっという間に十九時近くになっていて、人がどんどん退社していく。

　一日中歩き回ったせいか疲れを感じていた私も帰ることにした。

「お先に失礼します」

　挨拶をしたあと営業部を出て、エレベーターに乗り込む。

　そういえば、渡会さんの食事作りはどうしたらいいんだろう。借金返済の見返りというなら、作らなくちゃ。でも、自分から積極的に部屋に押しかけるのも、なんとも……。

　そんなことをあれこれ考えていると、玄関を出て百メートルほど歩いたところでバッグの中のスマホが震えていることに気がついて、それを取り出そうとした。

「高遠さん」

「えっ？　あっ」

　しかし電話に出るより早く声をかけられて辺りを見渡すと、もう暗いというのにサングラスをかけたスキンヘッドの〝いかにも〟という風貌の男が立っていた。闇金の人だ。

　渡会さんが返済してくれるはずなのにどうして？

「どうも。ちょっと」

　近づいてきた男は、ニヤリと薄気味悪い笑みを浮かべる。

「な、なんでしょう……」

「いい男をつかまえたみたいだな。弁護士を使って我々を脅すなんて」

　まさか、違法金利を暴かれて怒ってる？

「脅してなんて……」

　どうしよう。走って逃げる？　でも会社に乗り込んでこられたら困る。

　脳をフル回転させてもいい方法が見つからない。

　するとそのとき。

「なにしてる」

　うしろからスキンヘッドをけん制するような凛りんとした声がして驚いた。

「渡会さん……」

「なんなんだ、お前。関係ないヤツは引っ込んでろ！」

　男は、駆け寄ってきた渡会さんにまでにらみを利かせる。

「鈴乃、結婚を承諾して。そうしたら助けられる」

　彼に耳元で小声でつぶやかれ、目が大きくなる。

「あぁ、そうか。あんた、入れ知恵をした男か？」

　男が低い声を吐き出すと、渡会さんがさらに口を開く。

「俺、鈴乃を他の男に渡すつもりはないんだ」

　そんなこと言ったって……。どうしたらいいの？

　混乱している間にスキンヘッドがさらに距離を縮めてくるので、体がカチカチにこわばる。

「必ずお前を幸せにする。俺を信じろ」

　その強い言葉に、心が大きく動いた。

「わかり、ました」

「了解」

　私に視線を合わせて一瞬微笑んだ渡会さんは、私をスッと背中のうしろに隠して盾たてになった。そして顔をグイッと上げる。

「彼女と婚約したんですよ。妻の借金は私の借金です。弁護士を通して返済することになっているはずですが、まさか違法金利を巻き上げようとはしてないですよね？」

　強面の男を前にしてもよどむことなく言葉を紡ぐ彼は、臆する素振りもない。

　男はなにも言い返してこない。きっとその通りだからだろう。

「弁護士を呼びましょうか？　ご存じだと思いますけどフットワークの軽い男ですから、すぐに来てくれますよ。そうですね、罪状は恐喝、あたりでしょうか」

「チッ」

　渡会さんが圧力をかけると、スキンヘッドは舌打ちをして帰っていった。

　ホッとして気が抜けた私は、その場にへなへなと座り込む。

「鈴乃、平気か？　なにもされてない？」

　すぐに私を抱きかかえるようにして立たせた渡会さんは、珍しく焦った様子をみせる。

「はい。ありがとうございました」

　ひとりじゃどうすることもできなかった。彼が通りかかってくれて本当に助かった。

「はぁ、よかった……。ちょっとこっち」

　安堵したような声で囁く彼は、周りの人たちに注目されていることに気がついて、私を物陰に連れていく。そして不意に腕の中へ誘い、強く抱きしめた。

「鈴乃が電話に出ないから心配になって慌てて追いかけたら、あんな現場に遭遇して」

　彼は腕の力を緩めて、私の顔を覗き込む。

　あの電話は渡会さんだったんだ。

「ごめんなさい、出ようとしたらあの人が……」

「怖かっただろ。もう大丈夫だ」

「……はい」

　うっすらと涙がにじんでくる。督促状が届くだけでビクビクしていたのに、あんなふうに凄まれて怖くないわけがない。

　小さくうなずくと、彼は頬にこぼれた私の涙を拭う。

「もう、家に帰るな。俺の部屋で暮らせばいい」

「そんな」

　たしかに家に帰るのは怖い。ひとりのときにまた押しかけてこられたら……と不安でいっぱいだ。

「婚約したしな」

「あっ、あれは……」

　やっぱり本気、だよね。でも、ちょっと急展開すぎない？

「今さら撤回させないぞ。お前は危なっかしくて放っておけない。それに、約束は必ず守る。幸せにする」

　あまりに真摯な眼差しに、胸がざわざわと音を立てる。

　強引すぎる承諾のさせ方だと思ったものの、私が結婚を受け入れたのは、借金を肩代わりしてもらえるからだけだろうか。

　直井さんと彼が仲よく話しているのを見て、正直心が焦げた。『彼は私に求婚してるの！』と叫びたかった。

　それは……着飾らないありのままの私を、戸惑う素振りも見せずあっさりと受け入れ、借金の件も『自分で作った借金じゃないんだ。もう肩の荷を下ろせ』とまで言ってくれた彼に、すごい勢いで心が傾いているからだ。

　本当はもう、疲れていた。誰の前でも仮面をかぶってにこやかに微笑み、自信がないがゆえに言いたいことは呑み込んで従う。そんな自分が好きになれないでいた。

　かといって、〝地味女〟にも戻りたくない。

　だから、素の私を知っていてそれでもいいよと言う彼の腕の中は、ホッと安心できる場所だったのかもしれない。

　素直に胸に飛び込んでもいいのかな？

　ただの同僚の私のためにポンと一千万も差し出し、こうして厄介事も解決してくれる。彼が悪い人だとは思えない。『必ずお前を幸せにする。俺を信じろ』と口にしたときの真剣な表情がそれを物語っている。

　まさかこんなふうに結婚を選択するとは思ってもいなかった。だけど、これから彼と愛を育めばいいのかな。

　私は考えに考え、小さくうなずいた。

「はぁー」

　なぜか深いため息をつく彼をふと見上げると、心なしか耳が赤いような。

　もしかして照れてるの？

　想像とはまったく違う婚約の仕方だったけれど、渡会さんのこの顔を見たら正しい選択だったのかな？なんて思える。本気で喜んでいるように見えるから。

「これで鈴乃の幸せも、俺の幸せも決まった」

「渡会さんも？」

　私にとって彼は救世主だけど、逆も成り立つの？

　お父さまから結婚を迫られなくなるかもしれないけれど、それだけで幸せなの？

　自分のことばかり考えていた私はハッとした。

「もちろん。さて帰るか」

　おそらく作り物ではないほうの笑みを浮かべる彼に背中を押されて、やっぱりこれでよかったのかもしれないと思い、一歩を踏み出した。




　いったん渡会さんのマンションに行き、すぐに彼の車で私の家に向かう。当面生活できるように荷物を運ぶためだ。

　結婚を承諾したものの、どこか他人事。本当に彼と一緒に暮らすなんて信じられない。

　かといって、あんなことがあったあとなので、自分の家にひとりでいる度胸はなかった。

　それにしても……。

「渡会さんって、お金持ちなんですね」

　今さらだけど口をついて出る。

　結婚するんだから、もっと彼のことを知っておきたい。

　あのタワーマンションと、この高級車。おまけに他人の一千万の借金を一括で返済できるなんてただ者じゃない。

「そうでもないぞ」

　ハンドルを操る彼はとぼけた声。

　言いたくないんだろうか。気になるんだけど。

「まあ、親父が会社やってるんだ。ただそれだけ」

　私がチラチラ視線を送っているのに気づいたらしく教えてくれたものの、それだけって。お父さまはどこかの会社の社長ってことか。やっぱりお坊ちゃまなんだ。

　そんな人の結婚相手が私でいいの？

「もう撤回させないからな」

「えっ？」

　心の中を読まれたかのような発言にびっくりしたが、私の不安は解消された。

　渡会さんがいいと言っているんだから、信じよう。

「そんなことより、今日の晩飯はなに作ってくれる？」

「なにがいいですか？」

「ハンバーグ」

　また即答だった。

　カレーにハンバーグって……。フレンチのコースでも望まれたらどうしようと身構えていたけれど、ごく普通の食べ物で助かった。

　しかし、仕事中のスマートな大人の立ち居振る舞いとのギャップがありすぎて意外だ。

「それじゃあ、煮込みハンバーグにしましょう」

「いいね」

　彼は満面の笑みを浮かべ、さらにアクセルを踏み込んだ。




　しばらく生活できるだけの荷物を持ち、スーパーに寄ってから彼のマンションに戻った。

　早速キッチンで玉ねぎをみじん切りしていると、紺のＴシャツとチノパンに着替えた渡会さんがやってくる。

「うわ、目が痛い」

「座っててください」

「いや、鈴乃から離れたくない」

　離れたくないって……好きな人に囁くような言葉を向けないで。ドキドキして息が吸えなくなるでしょ？

　一瞬包丁を持つ手が止まると、彼は私を見つめる。

「鈴乃は、本当にいい奥さんになりそうだね」

「えっ……あの――」

『ちょっと気持ちがついていかなくて』と告白しようと思ったのに、彼の目がウルウルなのに気づいて慌てる。

「本当に、あっちに行っててください」

　そんなに我慢してそばにいなくても。

「鈴乃は平気？」

「はい。コンタクトをしているからかもしれません」

　そう返すと、彼が至近距離で瞳を覗き込んでくるので、鼓動が勢いを増していく。

「コンタクトって目が疲れるんだろ？　家に帰ってきたらメガネにすればいいのに」

　ドライアイ気味なのでたしかに外したい。でも、メガネ姿はできれば見られたくないし。

「大丈夫です」

「これからずっと一緒にいるんだぞ。我慢してたら続かない。それに、メガネの鈴乃もかわいいけどね」

　ずっと一緒って……。

　結婚ってそういうことだけど、実感がまるでない。

　しかし『かわいい』なんて囁かれると、言われ慣れていないせいか、いちいち感情が上がる。

「ごめん。やっぱ目が痛くて耐えられない。任せていい？」

「はい」

　結婚についてもっとよく話したい気もするけれど、彼の目が真っ赤に染まっているのでとりあえずうなずいた。

　デミグラスソースで煮込んだハンバーグは大絶賛だった。

「鈴乃はすごいな。毎回レストランの味だ」

「ハードル上げないでください。それより、ニンジン残しちゃダメですよ」

　付け合わせのニンジンを横によけたのに気づいた私は釘をさす。

　これじゃあお母さんみたいだけど。

「あはは。バレたか」

　彼は仕方なさそうにソースを絡めてニンジンをパクリ。

「あれ、これ甘くない。うまいな」

「あえて甘さ控えめにしたんです。グラッセの甘さが苦手という方も多いので」

　渡会さんは会社でコーヒーを飲むときはいつもブラックだから、ひょっとして甘いものが苦手なのかもしれないと思い、そうしてみたんだけど正解だったかな。

「俺のこと、よくわかってるんだな」

「そ、そういうわけじゃ……」

　咀そ嚼しゃくし終えた彼が不敵な笑みを見せるので、目を逸らす。

　ダメだ。男の人とひとつ屋根の下で暮らすなんて、緊張しすぎて味がよくわからない。

「鈴乃、緊張してる？」

「い、いえ……」

「表情が硬いぞ。家でまで頑張らなくてもいいから、リラックスして」

　そんなことを言われても簡単じゃない。

　なにも言えずに目を伏せると、彼は再び口を開く。

「心配するな。もう全部知ってるんだから。それに、結婚って互いにすべてをさらけ出さないと続かないぞ」

　そしてニッと余裕の笑み。

「どうしてそんなに私との結婚にこだわるんですか？」

「そのうちわかるさ。でも、俺と結婚したことを絶対に後悔させない。早く俺を好きになれよ」

　意味深なことを口にして微笑む渡会さんは、再びハンバーグを口に運んだ。




　それから四十分後。私は混乱したままジャグジーバスに浸かっていた。

　渡会さんと一緒に食事に行ってから、とんでもない勢いで人生の風向きが変化している。しかも、よいほうへ。

「こんなことってあるのかな……」

　苦しんできた借金を返済してもらい、雲の上の人だと思っていた渡会さんと婚約。

　地味女と蔑さげすまれて必死にそれを隠そうとしてきた人生だったけど、よもやこんな出来事が待っているなんて思いもよらなかった。

　いい香りのする入浴剤のおかげか肌がつるつる。自分の腕を触りながら、ふとあることに気がついた。

「まさか……」

　結婚ということは、エッチもするってこと？

　いろいろありすぎて、そこまで考えが及んでいなかった。

「どうしよう」

　温かい湯のおかげでリラックスしてきていたけれど、一気に緊張が走った。




　風呂から上がったはいいが、廊下に立ち尽くしたまま広いリビングルームに行けないでいる。

　このまま逃げ帰りたい。結婚を承諾したものの、渡会さんと体を重ねる覚悟が決まらない。

　私の荷物は、リビングに向かって左手にある二十畳近くはあろうかという、これまた広い洋室に置いてある。

　着替えて帰っちゃう？　でも、もしあのスキンヘッドが家にいたら？

　そんな葛藤をしている間にリビングのドアが開いて、渡会さんが顔を覗かせた。

「のぼせてるのかと思った。どうした？」

「なんでもありません」

　返事をしたものの足が動かない。

「まさか、すっぴんを見られるのが恥ずかしい？　もう見たじゃないか」

　呆れ気味につぶやきながら、彼がこっちに歩いてくる。

　どうしよう。すっぴんも嫌だけど、それより……。

「まだコンタクト？　メガネにしないの？」

「コンタクトは寝るときに外します」

　そう答えると、彼は腰を折って私と視線を合わせる。

「なるほどね。ヤるときはちゃんと俺の顔を見ていたいってことか」

「はっ!?」

　びっくりするような発言のせいで大きな声が漏れた。

　すると渡会さんはニヤリとイジワルな笑みを浮かべている。

「言っただろ。鈴乃の初めては全部俺のものだって」

「キャッ」

　いきなり抱き上げられて息が止まる。

「まったく」

　なぜか不機嫌な彼は、カチカチに固まり動けなくなった私をそのまま洗面所に運んだ。

「コンタクト、使い捨てだったよね」

「はい」

「それじゃ、外して」

　命令口調で指示を出されて、まるで上司に叱られているかのよう。

　断りきれずに外している間に、彼は私のメガネを持ってきた。さっき荷物から着替えを出すときに、一番上に置いておいたからわかったんだろう。

「心配するな。見えなくて困るときは、見えるところまで近づいてやる」

　そんなことを言いながら顔を近づけてきて、額と額を合わせるので息もできない。

「み、見えますから！」

「俺の前では余計な仮面は必要ない。ありのままの鈴乃でいいって言ってるだろ。わからないなら……」

　彼はそこで口をつぐんで少し離れると、私の顎に手を当てて持ち上げる。そして、燃えそうに熱い視線で私をがんじがらめにする。

「たっぷり甘やかしてわからせてやる」

　顔を傾けて近づいてきたかと思うと、唇が重なった。

　キス、してるの？　あの渡会さんと？

　頭が真っ白になって動くことすらできない。

　しばらくして離れた彼は、ククッと笑みを漏らして口を開く。

「鈴乃って、キスのとき目を閉じないタイプ？」

「えっ……。そ、そんな」

　タイプもなにもキスすら初めてだし。びっくりして閉じ忘れただけ。

「それもいいけど」

　彼が今度は私のまぶたに唇を押しつけるから、もう心臓が飛び出てきそうだ。

「でも、この目に映るのは俺だけだ。俺だけ見てろ」

　威圧的な言い方なのに、その表情はすこぶる柔らかい。

　私は緊張で浅くなった呼吸を繰り返しながら、恥ずかしさのあまり目を伏せた。

　それから彼は私にメガネをかけて、リビングに向かった。

　ソファに座った渡会さんが隣をポンポンと叩いている。座れということだろう。

　恐る恐る近づいていくと、しびれを切らした彼に腕を引かれて、ぴったりと横にくっついて座る羽目になった。

「やっぱコンタクトのほうがいいかも」

　そう指摘されてなんだか複雑。

　さっきありのままでいいと言われたのがうれしかったんだ、私。

「キスのとき、邪魔だな」

　えぇっ、そういう理由？

「ま、外せばいいか」

　ひとりで納得している渡会さんは、私の腰をごく自然に抱く。

　しかし私は無意識に体をのけぞらせた。

「警戒してるんだ」

「そういうわけじゃ……」

「夫婦になるのに、それは寂しいな」

　残念そうな表情の彼に、今度は肩に手を回して思いきり引き寄せられてしまった。

「セックスは愛し合う者同士なら、すごく気持ちいいものなんだぞ」

「はっ？」

　なにを言い出すの？

「って友達がのろけてた。だから、鈴乃の心が整うまでは待ってやる。気持ちいいセックスがしたいだろ？」

　そんなことを尋ねられても、なんと答えたらいいのよ！

　動揺を隠しきれない私は、目をキョロキョロさせることしかできない。

　だけど、待ってくれるんだ。

「その代わり……」

「えっ、あっ……」

　彼は私のパジャマの襟元をグイッと開いて、首筋に唇を押しつけたあと強く吸い上げる。

「浮気するなよ」

　もしかして、キスマークをつけられた？

「し、しません」

「それって、俺のことを好きだと思っていい？」

「えっ、違っ……」

　反射的にそう答えると、彼はあきらめにも似た切なげな笑みを浮かべる。

「だよな」

　どうしたの？　私が好きじゃないと言ったからへこんでる？

　まさか。結婚しろと急かされるから、私との結婚を選択しただけでしょ？

「さて、寝るか」

「はい。お布団、お借りできますか？」

　まだバクバクと音を立てている胸に手を置きながら、気持ちを切り替える。

「あぁ、もちろん。こっち」

　私はリビングを出て左手にあるドアを開けて入っていく彼に続いた。

　すると、これまた二十畳以上あると思われる広い洋室の真ん中に、大きなベッドがひとつ置かれている。

「ここ」

「は？」

　クローゼットに布団があるのかな？と思っていたのに、ベッドをポンと叩く彼を見て固まる。

　もしかして、一緒に寝ろと？

「夫婦になるんだから、当然だ」

「えっ……ちょっと待っ――」

　手を引かれて強引にベッドに押し倒された私は、焦りに焦って必死に首を振る。

　さっき『心が整うまでは待ってやる』って言ってたじゃない。

「そんなに真っ赤な顔して、もしかして期待してる？」

「してません！」

　ムキになって告げると、彼は手を伸ばしてきて私のメガネを奪う。

「メガネを外すのは、キスのサイン」

　そしてそうつぶやいたあと、チュッと軽いキスを落とした。

「あはは。ゆでだこ。百戦錬磨で男を手玉に取る女の設定はどこにいったんだよ」

「なっ……」

　そんな設定は決してしてない。

「俺はこっちのほうが好きだけどね。ウブで素直な鈴乃のほうが」

　渡会さんはそんな言葉を囁いたあと、着ていたＴシャツを脱ぎだすので慌てふためく。

　逃げなくちゃ。

　ベッドから飛び下りようとしたのに、腕をつかまれてできない。男の人の力がこんなに強いとは。

「なに勘違いしてるんだ。寝るときは裸だって言わなかったか？」

「あ……」

「ホントはパンツも嫌なんだけど」

「脱がないで！」

　大きな声で懇願すると「わかったよ」と折れた。

「今日は襲わないから早く寝ろ」

　今日は、と強調された気がしなくもないけれど、私は渋々ここで眠ることにした。

　借金から助けてくれた彼と結婚すると決めたのは自分でしょ。なんでもかんでも全部拒否するわけにもいかないのよ。渡会さんと恋をしようって決めたじゃない。

　そう必死に言い聞かせ、そろりと布団の端にもぐり込む。

　すると彼は私の隣に寝そべった。そしてスッと首の下に腕を入れ、肩を抱きしめてくる。

「リラックスして。こんなに力が入ってると、疲れが取れないぞ」

「む、無理です。慣れてらっしゃる渡会さんは平気かもしれないですけど」

　視線を逸らしたままつぶやくと、肩の手に力がこもり、グイッと引かれて向き合わされた。

　怒ってる？　顔が険しいんだけど……。

「誰が慣れてるって？」

　そう吐き捨てた彼は、私の手を握って自分の胸へと誘導する。

　素肌に直に触れてしまい、全身がカーッと熱くなる。

「こんなにドキドキしてるのに」

「えっ……」

　渡会さんが？

「鈴乃だから結婚するんだぞ。ちゃんとわかれ」

「渡会さん……」

　なんだか胸にジーンときた。

　私のこと、好きでいてくれるの？　結婚を急かされるのが面倒だからじゃなくて？

「それと、鈴乃も〝渡会さん〟になるんだ。瑞樹でいい」

　これはまたハードルの高いことを言い出した。

　まともに反応できずに何度も瞬きを繰り返していると、彼は肩を震わせている。

「ま、今日はいいや。明日からよろしく。あと二十分だけど」

「嘘……」

「ホント」

　屈託のない笑みを浮かべる彼は「寝るぞ」と、私を抱き寄せたまま目を閉じた。




　緊張で眠れないと思っていたのに、彼の腕の中は思いのほか心地よくていつの間にか眠りに落ちていた。

　ふと目覚めると、時計は朝の六時十五分を示している。

　枕元に置いてあったメガネをかけて、まだ隣で寝息を立てている渡会さんをこっそり観察する。

　男の人なのに肌がすべすべ。まつげは長く鼻筋は通っている。それに、ちょっといい匂い。

　でも、厚い胸板が視界に入り、たちまち耳まで熱くなる。

　この無駄のない引き締まった体は、相当鍛えているんだろうな……なんて考えていると、渡会さんの目がパチッと開いた。

「見すぎだ、鈴乃」

「えっ」

　起きてたの？

「いつキスしてくれるかって待ってたんだけど」

「し、しませんよ！」

「ほら、合図」

　ニッと口角を上げて私のメガネを奪った彼は、ムクッと起き上がり、あっという間に唇を重ねる。

　昨晩と同じようにすぐに離れてくれたものの、触れた場所が熱を帯びてきて熱くてたまらない。

「物欲しげな顔をして、足りない？」

「はっ……」

「もっと濃厚なキス、試す？」

　恥ずかしさのあまり目を逸らすと、顎を持ち上げられて向き合う羽目になった。たちまち速まる鼓動が、全身を真っ赤に染める。

「ダメだ。歯止めが利かなくなる」

　しかし、瞬きすることなくしばらく私を見つめ続けた彼は、切なげな声を吐き出して離れていく。

　火照った体だけが残された。

　こんな感覚、知らない。

　でも……私が戸惑っているのを知っているから、止めてくれたんだ。

「鈴乃。朝飯頼んでいい？　俺、朝もシャワー浴びるから」

「はい」

　彼はそう言い残して、ボクサーブリーフひとつで部屋を出ていった。

　私を見つめる真摯な表情が頭から離れず、しばらく呆然としたまま動けない。

　しかし我に返り、着替えてお化粧しなくちゃ！と焦り始めた。

　だけど、すぐに『ありのままの鈴乃でいい』と言われたことを思い出して、すっぴんにパジャマのままでキッチンに立つことにした。いつも朝食が済んでからメイクや着替えをするからだ。それも洋服を汚さないためなんだけど。

　昨日買ってきた材料で、朝食を作り始める。

　彼は子供が喜びそうなメニューが好みのようなので、ピザトーストにサラダとコーンスープを添えることにした。

　早速ピザトーストを焼き始めると、頭からタオルをかぶった渡会さんがやってきた。

　Ｔシャツを着てジャージのズボンをはいているので、ひとまずは安心だ。

「お、うまそう」

　隣に並んだ彼からボディソープの香りが漂ってきて、妙に照れくさい。

「鈴乃って、パジャマのまま朝食食べる人？」

「あっ、ごめんなさい。すぐに着替えます」

　やっぱりだらしなかったかもしれないと反省して着替えに行こうとすると、腕を握って止められた。

「ダメっていう意味じゃない。鈴乃の特別なひとりになれた気がしてうれしかっただけ。誰にもこういう姿を見せたことないんだろ？」

「……はい」

　正直にうなずくと、彼は頬を緩める。

「旦那の特権。それに俺も出かける直前まではこんな恰好してる。あっ、パンツだけのときもあるけどそうする？」

「も、もう！　瑞樹さんは座っててください」

　からかわれてばかりでは調理が進まない。思いきってそう伝えると、彼の動きが止まった。

「鈴乃、今なんて言った？」

「座っててくださいって」

「違う、その前」

「……約束、ですから」

　さっきから心臓がバクバク言ってるんだから、さらっと流してほしかったのに。

「な、もう一回」

「嫌ですよ」

「頼むよ」

　完璧王子がちょっぴり情けない声で懇願しているのが、びっくりだった。

　そこまで言うなら……。

「み、瑞樹、さん」

　だけど、こんなの拷問だ。

　恥ずかしさに耐えきれなくなって彼に背中を向けると、うしろからふわっと抱き寄せられる。

「ヤバい。メチャクチャうれしい」

　こんなことで？

「ト、トーストできましたから」

　どうにも離してくれそうにないので苦し紛れにそう言うと、瑞樹さんはようやく手の力を緩めた。

　ダメだ。ドキドキしすぎて胸が苦しい。

　それからテーブルに運ぶのを手伝ってくれる間も、彼はすこぶる上機嫌だった。

「このピザトースト、本当にうまいよ。こんなの家でも作れるんだな」

「簡単ですよ。先日の朝食、あまりお好きじゃなかったですよね」

　私の家で初めて振る舞った朝食は、どう考えても瑞樹さんが好きそうなメニューじゃなかった。

「いや、うまかったよ。カレーとかハンバーグは、七つ歳の離れた妹が好きだったんだよね。つらい経験をしてあんまり笑わなくなったんだけど、そういうメニューのときは笑ってくれたから俺も好きになった」

　妹がいるんだ。しかも、妹の笑顔が見られるから好きになったなんて、好感が持てる。

「いいお兄さんなんですね。でもつらいことって……？」

「そのうち妹にも会わせるから、そのときに。あっ、妹のふたつ上に弟もいる」

「にぎやかですね。憧れます」

　私はひとりっ子なので、兄弟げんかをしてみたかった。

「鈴乃はいい家族になれるよ」

「家族？」

「俺の家族全員、鈴乃のことを歓迎するはずだ」

「はい」

　そっか、結婚って瑞樹さんの奥さんになるだけじゃなくて、家族が増えることなんだ。突然の結婚という事態に今でもついていけてはいないが、それってちょっとうれしいかも。

　結婚から始まる恋って変かもしれないけど、瑞樹さんとならうまくやっていける気がした。




　食事が終わりスーツに着替えた彼は、すっかりいつもの凛り々りしい顔つきになっていた。

　私もコンタクトを装着して、今日は七分袖のクレリックシャツと黒のタイトスカートを身につける。

　このスカートは左側だけちょっとスリットが入っていて、レースの生地がちらちら見えるようになっている。もちろん、裏地はついているので足は見えないんだけど。

「おっ、魔性の女の出来上がりだ」

　彼は私の姿を見てそんなふうにからかう。

「瑞樹さんだって違うでしょ？」

「まあな。それじゃ、行くか」

　スッと腰を押してエスコートする彼は、やっぱりスマートだった。




　会社に着いてからの瑞樹さんはいつも通りで一安心。

　出社して三十分。

「そのスカート素敵ね」

　経費精算の用紙を持ってきた牧野さんに褒められたが、実は三年前に購入したスカートで、使い回しているだけだ。

「ありがとうございます」

「ね、外資系の彼とは結婚しないの？」

　まだそんなことを言ってる。

　その噂はいつになったら消えるんだろう。次の彼氏の噂が出るまでは無理か……。

「そんな彼氏いませんって」

「牧野さん、打ち込みお願いできますか？」

　そのとき、タイミングよく瑞樹さんが口を挟む。しかも、かなり柔らかい口調で。

「はい。わかりました」

　瑞樹さんから書類を受け取った牧野さんは離れていった。

「結婚相手はここにいるのにな」

　耳元でボソッとつぶやかれ、目が点になる。会社で妙な色気を発揮するのはやめてほしい。

　それでも平然とした顔で「行ってきます」と出ていく瑞樹さんを、「行ってらっしゃい」と引きつった笑顔で送り出した。

　さて、私も行きますか。




　その日の営業はなかなかうまくいき、新しいデジタル文具の採用を検討すると約束してくれた文具店もあった。

　十七時過ぎに会社に戻ると、坂巻さんがソワソワしながら私のデスクにやってくる。

「高遠さん！　ね、お願いがあるの」

　こういう猫なで声のときは仕事を押しつける気満々だ。

「なんでしょう」

「見て。ネイルが剥がれちゃって。ネイルサロンに行かないとデートのときに困るでしょ？　店に電話してみたら、今日の十八時しか空いてないって言うの」

　それで私に仕事を代われと？

「そう」

　素っ気ない返事をしてパソコンを立ち上げる。

　しかし、坂巻さんは食い下がってくる。

「定時で出ないと間に合わなくて。打ち込みが終わってないの。手伝ってもらえないかな」

　ハートマークつきのかわいらしい声を出したって、私の心は動かないんだから。

「仕事がたまっていて、ちょっと……」

「優秀な高遠さんならすぐにできるって。ね、お願い」

　今までなら『はい』と引き受けていた局面だけど、勇気を振り絞ることにした。

「ネイル見せて」

「ん？　はい」

「ホント、一本剥がれてる。東郷百貨店に入っている『ドゥシャイン』っていう化粧品メーカーのネイル、すごく優秀よ。自分で塗っても筋にならないし発色も持ちも最高なの」

　私は今、これまた借金発覚前にドゥシャインで購入したベージュピンクのネイルを塗っている。もちろんサロンでやってもらったのではなく、セルフだ。

「え、セルフでやれって？」

「時間がないときはいいと思うなぁ。あっ、企画書やらないと」

　余裕の顔を作ってはいるが、心臓はバクバク。こんなふうに断ったのは初めてだったからだ。

　すると、小さなため息を落とした坂巻さんは、他の誰に頼むわけでもなく自分のデスクに戻っていく。

　都合のいい人になってたんだわ、私。

　彼女の背中を見ながら、なんでも『はい』と言ってきたのが悪かったんだと、反省した。




　それから企画書作りはかなり進んだ。

　いつの間にか残業をしていた坂巻さんも帰宅している。

　あっ、食事を作らなくちゃいけないんだった！

　企画書に没頭しすぎて忘れていた。チラッと瑞樹さんのデスクを見ると、彼もまだ仕事をしている。

　先に帰って支度をしたほうがいいよね……。

　マンションのカギは今朝預かっているので問題ない。

　私はプリントした企画書をバッグに突っ込んで席を立ち、オフィスをあとにした。

　会社のビルを出て最寄りの駅に差しかかると、「高遠さん」と追いかけてきた人がいる。寺田さんだ。

　スキンヘッドやら寺田さんやら、帰りに会いたくない人にばかり会ってしまうのはどうしてだろう。

「お疲れさまでした」

「お疲れ。ね、食事どう？」

「すみません、用があって」

　立ち止まることなく足を進めるのについてくる。

「つれないなぁ。フレンチなんてどう？」

　フレンチでもイタリアンでも和食でも行きません！

「奥さま、お食事を作って待っていらっしゃるのでは？」

「平気だよ。電話入れておくから」

　冷や汗をかきながらツッコんだのに、まったく動じない。

「すみませんが――」

「鈴乃、どうした？」

　もう一度断ろうとしたとき、うしろから声がして、瑞樹さんが私の横に並んだ。

　でも今、〝鈴乃〟って……。

「寺田さんでしたか。鈴乃がなにか？」

　挑発的な物言いに、怒りが見え隠れしているような。

「鈴乃って……？」

「俺の女になんの用です？」

　あぁっ、言っちゃった。

　でも『俺の女』なんて言われると胸の奥がキュンとする。

「は？　高遠さんのことは俺が以前から……」

「不倫しましょうって誘ってたんですか？」

　歯に衣を着せぬ言い方で寺田さんを追い詰める瑞樹さんは、心なしか眉がつり上がっている。

「失礼じゃないか。俺は高遠さんと食事をしたかっただけだ」

「それじゃあ、奥さんはご存じなんですね。第一営業部のヤツが、寺田さんと一緒に飯に行ったことにされてるなんてぶつくさ言っているのを小耳に挟みましたが」

　そうだったんだ。他の部員をアリバイに使うなんて最低だ。

　瑞樹さんの指摘に寺田さんは黙り込んだ。図星なんだろう。

「鈴乃だけじゃない。うちの大切な社員に手を出したら許さない」

　瑞樹さんが豹変した。

　車の前に飛び出した子を叱る親のように切羽詰まった緊迫感とともに吐き出されたその声は、ズシンとお腹に響く。

　どちらかというと素のほうだけど、そうだとしても聞いたことがないような低い声は迫力がありすぎて、思わず息を呑む。

「『うちの大切な社員』って、何様のつもりだお前」

　寺田さんの随分小さくなった声は、腰が引けている証拠だ。

「さあ。左遷でもクビでも手を回しますが、なにがご希望で？」

「なんなんだ。失礼だ」

　寺田さんは逆ギレしてそそくさと立ち去った。

「これでもう大丈夫だろ」

　瑞樹さんは平然としているが、私は呆気に取られてとっさに言葉が出てこない。

「鈴乃、どうした？」

「瑞樹さんがあんなふうに怒るなんて……」

「当然だ。大切な女にちょっかい出されてるんだからな」

　大切な女、なんて明言されてうれしくないわけがない。しかも、社内一の人気者の彼が、地味女と言われ続けてきた私に囁く言葉だとはとても信じられない。

　しかし、本気で怒りをあらわにして私を守ろうとした彼に、すさまじい勢いで心が奪われていく。

　やっぱり、この人との結婚を選択してよかったのかも。

「それにあの人のせいで今まで何人も女子社員が辞めてるんだ。第一営業部の女子社員の退職率が突出して高い」

「そんな……」

　それは知らなかった。

「そろそろ潮時かな」

「潮時？」

「なんでもない」

　瑞樹さんは返事を濁したあと、私の背中を押して歩き始める。

「そういえば、今日は坂巻相手に頑張ってたじゃないか」

「見てたんですか？」

「うん。あれでいい。坂巻だってちゃんと給料もらってるんだし。なぁ、今日の晩飯はなに？」

　ちょっと甘えた声の彼って新鮮だ。

「たまにはお魚どうです？」

　妹さんの影響でカレーやハンバーグが好きなことはわかったけれど、魚も食べてほしい。

「嫌いなわけじゃないんだよ。骨が喉に刺さってトラウマになって、それからはどうも手が伸びない」

　やっぱりそうか。

「骨をとっておきますから」

「まあ、それなら」

　渋々だけど了承した彼を見て、私はメニューを考え始めた。










衝撃の真実




　それから一週間と少し。瑞樹さんとの同棲生活はうまくいっている。

　ことあるごとに私に触れたがり、時々甘いキスを落とす彼に顔が真っ赤に染まるけど、戸惑いばかりでなくちょっとうれしくなっている自分もいる。

　初恋が散々だった私でも、こんな素敵な恋ができるのかとびっくりすることばかり。

　夜は……どうしても裸で眠りたいと言う瑞樹さんを説得できず、抱き寄せられるたびに素肌に触れて心臓が破裂しそうになるものの、彼の腕の中で眠った夜は睡眠の質がいいのか目覚めがいい。

　苦手だと言っていた魚料理も工夫したらパクパク食べてくれて、『鈴乃のおかげで好きになった』なんて笑顔まで見せる。

　会社での姿しか知らなかった彼がどんどん身近な存在になっていく。

「今日は企画会議だな」

　ネクタイを締める瑞樹さんは、出勤の準備が整った私を見つめてつぶやく。今日の会議で、例の〝ちょっと特殊な文具〟の企画を発表することになっているからだ。

　東郷百貨店に置いてもらったボールペンは、まだ売りだされたばかりなので存在自体が浸透しておらず、企画書に手ごたえが盛り込めなかったのが少々残念ではあるけれど、私なりに現場の意見を集約して仕上げたつもり。

「はい、頑張ります」

「応援してる」

　肩にかかった髪をさらっと払い額にキスをする彼は、私がフリーズするのなんてお構いなしだ。

「は、はい」

「行くか」

　私は気持ちを仕事モードに切り替えて会社に向かった。




　午前中の会議は、第二営業部の営業二十六名と部長、そして開発部から五名が出席して会議室で行われた。

　こうして現場を知る営業部員の意見を拾い上げて商品化を実現するのは、啓陽堂の成長の一因になっていると思う。

　私があの企画をプレゼンすると、案の定、部長が顔をしかめた。

「その企画はちょっとなぁ。需要が少なすぎて利益につながらない」

「おっしゃる通りです。ですが、どこかのメーカーが手を挙げなければ、いろんなことをあきらめなければならない人がいるんです。啓陽堂が先陣を切るべきです」

　必死に訴えても簡単にはうなずいてもらえない。開発部の人たちも然り。また営業がわけのわからない提案を始めたとでも言いたげに呆れている。

「まあ、もうちょっと練って。それじゃあ次――」

　部長は〝練って〟なんて言っているけど、それは〝却下〟と同じ意味だ。本気で取り上げようとする企画はもっと丁寧に話し合う。

「待ってください。高遠さんの企画の件で私からも補足が」

　肩を落としていると、瑞樹さんが口を挟むので目が大きくなる。

「渡会、なんだ？」

「この企画、たしかに需要は少ないですがほぼ一社独占ですよ。いい目のつけどころかと思いますが」

　助け舟を出してくれるんだ。

「でもなぁ」

「とある有名な画家の話ですが……」

　瑞樹さんは前置きをしてから私をチラッと視界に入れ、続ける。

「彼女は事故で手がうまく動かせなくなりましたが、それでも数々の素晴らしい作品を世に出し続け、今では個展をすれば満員御礼。色鉛筆を主に使う画家なのですが、現在売られている商品は使いにくくて、一枚仕上げるのに一年かかるなんてこともあるそうです」

　瑞樹さんはそう言いながら印刷された一枚の絵を取り出し掲げる。

「あれっ、見たことがある」

　するとあちこちから声があがる。

　私はその絵を見た記憶はないけれど、どこか懐かしい気がした。

「これはその画家の画集の表紙絵です。彼女とコンタクトを取ることができます。よい商品に仕上げれば広めてくれるのではないかと。それと、高遠さんが提案する芯の発色や柔らかさ、そして消しやすさは一般にも需要があると思います」

　まさか知り合いに画家がいるなんて。そんなことはひと言も言ってなかったのに。

「それに、こうした分野に熱心に取り組む姿勢は、啓陽堂の企業イメージとしてもプラスだと思いますよ」

　プレゼンはこうやってするんだというお手本のようだった。

　私はただ自分の企画を叫んだだけ。なんの説得力もなかった。

「その画家に、もし商品化するなら協力してもらえるか聞けるか？」

　部長がそう言ったとき、商品化の可能性がつながったと気分が高揚する。

「わかりました。どんなものが欲しいのかも聞き出してきます」

「頼んだ。それじゃあ次」

　それから会議は一時間ほどで終わり、商品化の候補に挙がったのは私の企画ともうひとつだけ。これも全部瑞樹さんのおかげだ。

「渡会さん、ありがとうございました」

　会議室から営業部に戻る廊下で瑞樹さんに頭を下げると、「うん」といつものスマイル。

「俺は高遠さんの企画に共感してるんだよ。成功させような」

　会社用の声色でそう言った彼は、私の肩をポンと叩いて戻っていく。

『まどかちゃん、絶対に作るからね』

　私は心の中でつぶやき、いっそう気持ちを引き締めた。




　翌日の土曜は曇り。しかし町には若葉が芽吹き始め、心地よい風が吹いている。

　今日は家でゆっくりすると思っていたら、瑞樹さんが朝食のあと突然実家に行くと言い出した。

「わかりました。行ってらっしゃい」

「なに言ってんだ。鈴乃も行くに決まってるだろ」

「私も!?」

　驚きすぎて目が飛び出そうになる。

「結婚するんだから親に会わせないと。近いうちに鈴乃の家にも行くぞ。で、早く婚姻届を出そう」

　これは現実なんだ。

　彼となら一緒にやっていけるかもしれないとは感じている。でも、届を出したら簡単にはダメでしたなんて言えない。

「そんな急に……。なに着ていけばいいんですか？」

「そのままでいいけど、嫌なら会社の高遠さんでいいだろ。……あっ、やっぱり洋服買いに行こう」

　すぐさま発言を訂正する彼は、なにやらひらめいたという顔をしている。

　なんだか嫌な予感がするんだけど。

「じゃ、とりあえずそのままでいいや」

「えっ、嫌ですよ！」

　軽くお化粧もしてコンタクトも入れている。でも、シャツにジーンズというラフすぎる服装なのに。

「いいって。俺が魔法をかけてやる」

　額に額を合わせて艶っぽく囁く彼を前に、うなずくことしかできなくなる。

「よし、行くか」

　彼は私の腰を抱き、エスコートしてくれた。

　そして車で向かった先が東郷百貨店だったので絶望的な気分になる。

「待ってください。ここ、私の得意先なんですよ」

「知ってますよ、高遠さん」

　駐車場に車を停めて突然会社用の顔を作った瑞樹さんが、クスッと笑っている。

「こんな姿見られたら……」

　デパートに来る服装じゃないでしょ。

　へこんでいると、彼は髪をひとつに束ねていたバナナクリップを勝手に取ってしまう。

「ちょっ……」

「鈴乃の髪は本当に美しい。それに、この顔も」

　私の顎に手をかけて自分のほうに向けさせたあと、口角を上げる。

「化粧なんてしなくても十分魅力的だ。自信を持て」

　まさかすっぴんのことを言ってるの？　今はかろうじて薄化粧はしているけれど。

「からかわないでください」

「俺は嘘は言わない。ほら、行くぞ」

　さっと車を降り、助手席に回ってきてドアまで開けてくれる彼は、ナイトのようだ。

　こんな扱いをされたことがないので、どうしていいかわからない。

　戸惑っていると、車を降りてすぐに有無を言わせず手を握られ、しかも指を絡めた握り方だったので頬が赤らむ。

　そして迷うことなく足を進めたのは、あのブランピュールだった。

「ここで買って着替えていこう」

「でも……」

「昨日、九条から電話が入って、あの件は滞りなく処理したって。これからは自分のためにお金を投資すればいい」

　借金の処理が終わったんだ。そして借金のせいで洋服を買いたくても買えない状態だったと気づいていたんだ。

「ありがとうございます」

「まあ今日は俺が甘やかすけどね。そうだなぁ。これなんかいい。着てみて」

　甘やかすって買ってくれるということ？

　借金を返済してもらえただけでもう十分と思ったものの、「ほら」とちょっと強引に促されて試着室に入った。

　左の襟元に大きなボウタイがついたくすんだピンクのシャツと、張りのある生地で作られたふんわり広がる紺のタックスカート。

　あまり着ないかわいらしいデザインにためらいを覚えたものの、それに着替える。

「あの……」

　そして試着室のカーテンを開けると、店員さんとなにやら話し込んでいた瑞樹さんは、目を細めた。

「似合ってる。俺の見立て通り」

　そうつぶやいた彼が手にしていたのは……。

「瑞樹さん、それ……」

「あぁ、ブライダルショップは別にあるんだそうだ。とりあえずドレスのカタログだけいただいたよ」

　ふわふわのウエディングドレスを纏ったモデルが幸せそうに微笑んでいる写真が表紙になっている、ドレス専用のカタログだった。

「俺が夢を叶えるって言っただろ？」

　あんなに些細な会話を覚えていたんだ。それで今日、この店に来たに違いない。

「……はい」

「今度、ブライダルショップにも行こう」

　こんなに優しくされたことがないので、感激で視界がにじんでくる。

　私は声を出すことができずうなずいた。

　瑞樹さんは私が試着している間に、他にも何点か洋服を選んだらしく店員が抱えている。

「これ、全部お願いします」

「瑞樹さん、ちょっと待って……」

　いくらすると思っているの？

　財布を取り出した彼の腕を引いて止めたのに、涼しい顔をしている。

「甘やかすって言っただろ？　たまには俺にもかっこつけさせてくれよ」

「でも……」

　そんなことをしなくても十分かっこいいわよ。なんて照れくさすぎて言えないが、そう叫びたい気分だった。

　抵抗虚しく、あっという間にカードで支払いを済ませた彼は、なぜか私より満足げ。私は二十万近い支払いに目を白黒させていた。

「本当にありがとうございました。でも、買いすぎですよ。こんなにどうしよう……」

　経験したことがない贅沢な買い物に、落ち着きをなくす。

「あはは。気にするな。鈴乃が喜ぶと俺もうれしいんだ。受け取って」

「はい。ありがとうございます」

「何回お礼を言うんだよ。もういいって」

　彼はクスクス笑っている。

「次はウエディングドレスだな」

「……ドレス」

　突然結婚ということになったけど、私の夢を叶えようとしている彼に大切にされていると感じる。すごく幸せかも。

　今は戸惑いよりも、優しい彼とこの先一緒にいられることに感謝したいくらいだった。




　それから他にも靴ずれがひどかったからと新しい靴や、以前は気に入ってよく使っていたがお金がなくて買えなかったドゥシャインの化粧品などをたっぷり買ってもらった。

　こんなに一気買いするのは生まれて初めてで、「いりません」を連発していたけれど、「いいから」と押し切られて両手に持ちきれないほどの買い物をした。

　しかも、瑞樹さんがほとんど持ってくれるというエスコートつきで、お嬢さまにでもなった気分。

　荷物をいったん車に運んだあとは、東郷百貨店の向かいに君臨する有名人御用達の高級ジュエリーショップに引っ張られた。

「瑞樹さん、ここに入るんですか？」

　入口にはマッチョで強面なふたりの警備員が立っている。頑丈そうなガラス製のドアの向こうには、黒いスーツに白い手袋をした店員が背筋を伸ばして微笑んでいるのが見える。

「うん、ここじゃ嫌？」

「なにがですか？」

「鈴乃って時々天然だよな。婚約指輪に決まってるだろ」

　婚約指輪？

　そんなことは考えてもいなかったので、驚きとともに喜びで満たされる。

　だけど……。

　彼は当然というような顔をしているけど、このジュエリーショップ、びっくりするくらいのお値段がするよ？

「婚約指輪はすごくうれしいです。ですけど借金を返していただいた身ですし、別になくても」

「俺が贈りたいんだけど、ダメ？」

　プライベートでは完全に主導権を握り、時々イジワルなからかいで私をアタフタさせるくせして、『ダメ？』なんて甘えた声はずるい。気が抜けちゃうでしょ？

「ダメなわけがありません。でも他にもジュエリーショップはあります――」

「ならいいな」

　人の話は最後まで聞いて。

　いや、聞いてるのか。聞いてるけど却下なのか。

　瑞樹さん、ここがすごくお高いこと知ってるんだろうか……。知ってるんだろうな、きっと。

　どうやらお父さまが会社を経営しているらしいし、御用達だったりして。

　緊張しながら店内に足を踏み入れると、ボルドーのふかふかの絨じゅう毯たんが心地いい。とても広い空間のあちらこちらには、まばゆいまでに輝くジュエリーの数々が展示されている。

　こんなに店内は広いのに、客はそれほど多くない。簡単に足を踏み入れていいショップじゃないからかもしれない。

　しかも数組いる客のほとんどが皆、高級バッグを持ったマダムと旦那さまらしき組み合わせだったり、身につけているものすべてが一流のブランド品だろう親子だったり、お金持ちの匂いがプンプンする。

　私は場違いなところに来たと冷や汗をかいているのに、瑞樹さんは動じる様子もない。

「いらっしゃいませ。本日はなにをお探しですか？」

「婚約指輪を」

「それは、おめでとうございます」

　髪を夜会巻きに整えた三十代半ばくらいの女性店員に、ちょっと作りすぎじゃない？と思うような笑顔つきの祝福の言葉をもらい、小さく頭を下げる。

「もうデザイン等お決まりですか？」

「いえ。彼女の気に入ったものをと」

「それではこちらにどうぞ」

　私たちは案内されて一番奥のブースに移った。

　ショーケースには想像をはるかに超えるお値段の指輪が並んでいる。一番リーズナブルなリングでも三百万はくだらない。それどころか三千万なんていう商品まで見つけてしまった。

「鈴乃、どんなのがいい？　気に入ったものを言ってごらん」

　ねぇ、値段見えてる？

　瑞樹さんに目で『いりません』と訴えても気づいてもらえない。

「このハート形のなんてかわいいね」

　それは九百五十万のプレートがついてるよ？

「気に入られたデザインがありましたら、お時間をいただければダイヤのグレードアップも承ります。と申しましても、ここにあるのは最高級レベルのものばかりですが」

　ダメだ。めまいがする。グレードアップなんてとんでもない。

「いくつか試しても？」

「もちろんでございます。お持ちしますので、こちらへどうぞ」

　それからふかふかの白い革張りソファのある接客ブースに案内され、帰りづらくなってきたことに焦る。

「瑞樹さん、いくらなんでも高すぎます」

　店員が離れた隙にこっそり伝えたのに、「そう？」なんてあっけらかんとしている。

「これは俺の気持ちなんだ。受け取れないとは言わないよな」

　そんな言い方をされたら断れない。

　でも、本当に大丈夫なの？　つい先日、私の借金を払ったばかりでしょ？

　だけど実家が裕福だということは、安物では恥をかくのかしら？　その実家にこれから行くんだと思うと、あまりに生活環境が違いすぎてちょっぴり不安だ。

　そんなことを考えているうちに店員が戻ってきて、触れるのも躊ちゅう躇ちょするほど光り輝く大きなダイヤのリングをいくつもつけさせてもらった。

　しかも、私が値段を気にしていることに勘づいた瑞樹さんが、価格のプレートをすべて外すように店員に指示したので、今、指に収まっている指輪がいくらするのかまるでわからなくて、正直腰が引けている。

「どれも似合うけど……。鈴乃はどれが好き？」

　緊張で手が震えているくらいなんだから、簡単には選べない。

　私はひたすら首を傾げ、悩んでいた。

「うーん、これがいいかな」

　すると、瑞樹さんが手にしたのは、真ん中のダイヤがひときわ大きく、どう考えてもこの中で一番高そうな指輪だった。

「こんなに大きなものは、怖くてつけられません。あっ……」

　店員さんの前なのに本音が出てしまい、慌てて口を押さえる。

「しょうがないなぁ。それじゃあ、これだな。これ、好みだろ？」

　彼が私の指につけ直したのは、中央のダイヤの横にメレダイヤがパヴェセッティングされているリングだった。メインのダイヤは先ほどのものよりはひと回り小ぶりとはいえ、十分すぎるほどの存在感がある。

　彼の指摘通りこれが一番気に入っていたんだけど、どうしてわかったんだろう。

「でも……」

「鈴乃がそんなに優柔不断とは知らなかったなぁ。これ、嫌い？」

　優柔不断じゃないの。戸惑ってるの。あと二桁くらい安ければ素直に甘えるのに。

「いえ、とっても素敵です」

「それじゃあ。これで」

　彼は結局そのリングを買うことに決め、カードで一括払いという夢でも見ているかのような時間のあと、そのままリングをはめて店をあとにした。

　結局いくらしたのか教えてもらえず気になるが、聞くのも怖い。

「瑞樹さん、ありがとうございます。でも私……分不相応だと思うんですけど」

「鈴乃はそのリングに見合う女だぞ。堂々としてろ」

「見合う？」

　まさか。

「あぁ。鈴乃は自分を過小評価しすぎだ。いい女でいようと努力することは悪くないし、見せかけだけじゃなく仕事も頑張ってる。それに他人の痛みのわかる優しい女だ」

「そんな」

　彼は私に視線を絡ませて緩やかに微笑む。

　こんなに褒めてくれるのは瑞樹さんくらいだ。

「だからこの指輪は、鈴乃の指でいっそう輝くんだよ」

　そんなふうに言われるとくすぐったいけれど、うれしいひと言だった。

「だけど、これが気に入ったとどうしてわかったんですか？」

「バカだな。愛の力に決まってるだろ」

　予想もしなかった返答に、どう反応していいかわからない。

「あはは。なんてな。鈴乃はわかりやすい。好きなものに心奪われているときは目の輝きが違う」

「嘘……」

　そんな自覚はまったくない。

「ホント。早く俺のこともそういう目で見ろよ」

　瑞樹さんは足を止めてドキッとする言葉をつぶやいたあと、私の左手を持ち上げてエンゲージリングの収まった薬指にキスをする。

　もうとっくに見てるのに。いつの間にか瑞樹さんのことで頭がいっぱいになっているのに。

　でも、そんな恥ずかしいことはどうしても言えなかった。

　頬を赤らめ目を伏せると、彼は私の左手を握って再び足を進める。

「もう逃げられないぞ」

「逃げたりしません」

　こんなに大切にされて、離れられるわけがない。

　ずっとこの手を握っていたい。




　繁華街から車で二十分。閑静な住宅街に入っていくと、突然目の前に豪邸が現れた。

　純和風のその家は高級老舗旅館だと言われても違和感がない。

　芸能人でも住んでるのかな。いや、政治家かな。

　そんなことを呆然と考えていると、その家の前で車が止まった。

「ここ」

「はっ？」

　そんなさらっと言われても困る。

　お父さまが会社を経営していると聞いたし、こんなに高い指輪もポンと買えるくらいだから、相当裕福な家庭だろうとは思っていたけど、想像を軽く超えてきた。

「瑞樹さん、お帰りなさいませ。お車をお預かりします」

「うん、よろしく」

　私たちを待ち構えていたかのように背の高い男性が出てきて、車を降りた瑞樹さんはカギを預けている。

「彼には警備を担当してもらっているんだ。玄関までちょっとあるけど歩こうか」

　手を差し出されたものの呆然として声も出ない。そもそも個人の家に警備員がいるのも、〝玄関までちょっとある〟のも理解できない。

「瑞樹さんって、こんなに大きなお宅に住んでいらっしゃったんですか？」

「まあ、家は無駄に大きいよね。バリアフリーになってるから平屋なんだ」

　バリアフリー？

　突然そんなキーワードが飛び出しても首を傾げるばかり。

　けれどもその理由がすぐにわかった。

　手入れの行き届いた庭園に感嘆のため息を漏らしながら玄関に向かうと、向こうから車いすの女性が出てきたのだ。

　しかも、彼女の顔を見た瞬間、胸がざわざわしだして、思わず瑞樹さんの手を強く握った。

「まどか、ちゃん……？」

「鈴乃ちゃん！」

「まどかちゃんなのね？」

　私は無意識に駆け寄っていた。そして彼女の前でしゃがみ、しっかりと顔を見つめる。

　髪は長くなり、頬もほっそりしているけれど、ちょっと垂れ気味の優しい目はあの頃とちっとも変わらない。

「鈴乃ちゃん、会いたかった……」

　彼女は笑みを浮かべながらポロポロ涙をこぼし始める。

　すると追いついた瑞樹さんが、「まったく、すぐ泣く」とハンカチを差し出している。

「うるさいなぁ。感激の再会なんだから、お兄ちゃんは黙っててよ」

「お兄ちゃん？」

　怪訝な声をあげると、瑞樹さんはふっと笑みをこぼした。

「そう。まどかの兄です。どうも」

「えっ！　あ……」

　まさか、あのお兄さん？　そういえば涼しい目元はあの頃の面影がある。でも、こんなに立派に成長したらわからないよ。

「あれ、鈴乃ちゃん知らなかったの？」

「あぁ。全然気づいてなかったよ。まどか、今日は結婚の報告に来た。それとお前に頼みがある」

　目の前で交わされる兄妹きょうだいの会話にも、あんぐりと口を開けるばかり。

「結婚！　ようやくだね、お兄ちゃん」

「そうだな」

　ようやくって？

「お父さん喜ぶよ。約束だったもんね」

「ちょっと待って。約束って？」

「覚えてない？」

　瑞樹さんに尋ねられたけど、まったく思い出せない。

「……ごめんなさい」

「昔、結婚の約束をしたんだぞ」

「まさか」

　結婚の約束なんて断じてしてない。誰とも絶対に。

　そもそも、社会人デビューするまで〝地味女〟と陰口を叩かれていた私に、求婚どころか交際を申し込む人なんていなかったもの。

「それは、人違いです。私はそんな……」

「間違えるわけないだろ。鈴乃はあの頃からかわいかった。でも、メガネをかけるようになってたとは知らなかったなぁ。視力、いつから落ちだしたの？」

「高校二年の頃から……。でもごめんなさい。結婚の約束なんてした覚えがありません」

「それは残念だな。俺は楽しみにしてたのに」

　あからさまに肩を落とす瑞樹さんを前に、逃げ帰りたいような気分になる。

　皆の憧れの王子さまとの結婚の約束を忘れるなんて、ある？

　混乱する私は、頭の中の整理ができない。

「あれっ、まどかちゃんって、〝成田〟じゃなかったっけ」

「そうだよ」

　彼女は笑顔で答えるけれど、兄妹で苗字が違うっておかしくない？

「千葉にいた頃は、親父とお袋は離婚してたんだ。だからお袋の旧姓の成田を名乗ってた。けど、まどかが事故に遭って……それから協力し合うようになって復縁したんだよ。だからまどかも今は渡会なんだ」

　その話を聞いていると、千葉の頃の記憶が少しずつよみがえってくる。

　まどかちゃんとは、彼女が年中で幼稚園に転園してきた頃から仲がよくて、互いの家を行き来してよく遊んでいた。帰りが遅くなると、徒歩で十分ほどの距離をお兄さんが必ず家まで送ってくれたので、安心して遊びに没頭できたことを覚えている。

　彼女が事故で入院したときも、病室に行くとよくお兄さんがいた。

　退院後も転校するまでは、まどかちゃんの家にせっせと通い、学校のことを伝えたり、一緒に勉強したりもした。そのとき、勉強が遅れていたまどかちゃんにお兄さんが優しく教え、私も一緒になって解説を聞いていた。

　いつも優しくて、本当に素敵なお兄さんだった。ひとりっ子だった私は、お兄さんが欲しくてたまらず、ある日帰り道でそう漏らしたら……。

『お兄さんにはなれないなぁ』と言われてがっかりして、『それじゃあ、お嫁さんにして』と大胆なお願いをしたような。

　すると彼は、クスッと笑いながら『いいよ』と言ってくれて……。

　まさか、それが約束？

「鈴乃、どうかした？」

「あっ、えっと……」

　超高速で脳をフル回転させて状況を呑み込もうとしているけれど、あまりにびっくりすることばかりでうまく処理できない。

「鈴乃ちゃん、いらっしゃい！」

　そのとき、大きすぎる玄関からまどかちゃんのお母さまが出てきた。あの頃よりは少しシワが増えたけれど相変わらず上品だ。

　そしてそのうしろから見たことのある男性が顔を出したので、完全に思考がストップした。

「なにをしている。入っていただきなさい」

　あれっ、私、この人知ってる。

　ピンときたのに、誰なのかすぐに思い出せない。

「……あっ、嘘っ」

　だけど頭の中に啓陽堂の会社案内のパンフレットがぼんやりと思い浮かび、口をあんぐり開ける。

「会長!?」

　啓陽堂は七年ほど前に社長が交代して、前社長は会長に就任している。しかし、実質的には現社長が会社を取り仕切っているので、私は会長にお目にかかったことはない。入社前に会社概要を知るためにパンフレットで見ただけだ。

　瑞樹さんのお父さまが会社のトップだとは承知していたけれど、まさかうちの会社？　瑞樹さんは啓陽堂の後継ぎってこと？

「そう。まどかのこともあって早めに社長を退いて、今は交通遺児に関する仕事を主にしている。会社のことは現社長に一任して身を引くつもりだったらしいけど、引きとめられて会長に就任したんだ」

　あぁ、完全に灯台下暗しってやつだ。

「でも、現社長は親父の右腕だった人でね。全面的に信頼しているからと表には出てこない。ただ、今でも月に一、二日は出勤して相談役のようなことはしてるんだ」

　全然知らなかった。社内で社長の話題は出ても、会長のことにまでは及ばない。ましてや表舞台に上がらないんだから、知る機会もない。

「行こうか」

　瑞樹さんはごく自然にまどかちゃんの車いすを押しながら、驚きで立ち尽くす私も促す。

　ふたりの様子を見ながら、あのときのお兄さんはたしかに瑞樹さんだったと確信した。

　彼は昔からすこぶる気がつく人で、まどかちゃんがなにも言わなくても足りない部分を埋めていた。私はお兄さんを見て、まどかちゃんのサポートの方法を覚えた。

　玄関に足を踏み入れると、お母さまがスリッパを出して迎えてくれる。

「鈴乃ちゃん、お久しぶりね。元気そうで」

「はい、お久しぶりです」

　お母さまの高くて澄んだ声を聞くと、あの頃の記憶がすさまじい勢いでよみがえる。

　まどかちゃんが事故に遭ってつらかったはずなのに、お母さまは毎日『いらっしゃい』と笑顔で私を出迎えてくれた。瑞樹さんと同じようにとても優しい人だ。

　この空間だけで生活できそうなほど広い玄関には室内用の車いすが置かれている。まどかちゃんはそれに器用に乗り換えた。

「鈴乃、こっちだよ」

「はい」

　瑞樹さんは今度は私をエスコートして、玄関を上がって左手の広すぎる部屋に案内した。

　ちょっとしたパーティでもできそうなその洋室の一部には畳も敷かれていて、お茶室のようになっている。和洋折衷といった感じですごくおしゃれ。

　アンティーク調の大きなソファに促されて座ると、向かいにご両親が座った。

　まどかちゃんはどこかに行ってしまって姿が見えない。

　すぐにお手伝いさんがコーヒーと私たちがお土産に買ってきたケーキを並べる。

　そのテーブルは一般的なものより高さがあり、きっと車いすの高さに合わせてあるんだと感じた。

「彼女と結婚します」

　唐突にそう伝えた瑞樹さんに、ご両親が大きくうなずいている。

「本当にこんな日が来るなんて、うれしいわ」

　お母さまがうっすらと目に涙を浮かべているのが感激だった。

「早く鈴乃さんと結婚しろと口を酸っぱくして言ってたのに、なかなか連れてこないからひやひやしたぞ」

　続いたお父さまの発言に目が大きくなる。

　あれ？　まさか、瑞樹さんが結婚を急かされていたのって、私とってこと？

「いいじゃないですか。こうして連れてきたんだし」

「そうだな。これでやっと高遠さんとの約束を果たせた。見たかっただろうな、鈴乃さんの花嫁姿」

　次にお父さまがそうつぶやいたとき、お父さまも父のことを知っているんだとわかった。

　でも、亡くなった父と、私と瑞樹さんの結婚を約束していたってこと？

　わからないことだらけだが、この場でキョトンとしているのは私だけのようなので口をつぐんでおいた。あとで瑞樹さんに聞こう。

「鈴乃ちゃん」

　それからすぐに、まどかちゃんがなにやら大きな本を持って現れた。

「これ、ずっと手渡ししたくて、鈴乃ちゃんが来るのを待ってたの」

「あっ……」

　それは、瑞樹さんが会議のときに見せたあの絵が表紙の画集だ。

　ということは……。

「まどかちゃんが描いたの？」

「うん。事故に遭ってから絵も描けなくなって落ち込んでいたのに、鈴乃ちゃんが『まどかちゃんは上手なんだから描かなくちゃダメだよ』って励まし続けてくれたから今があるの。本当にありがとう」

　そっか。この絵に懐かしさを覚えたのは、まどかちゃんの絵だったからなんだ。

　そして、瑞樹さんが会議で言っていた画家はまどかちゃんのことか。ということは個展を開くほど有名になったのね。

　彼女の成功が自分のことのようにうれしい。

　あの頃、落ち込んでいることが多かった彼女が、こんなに素晴らしい絵を……。

　どれだけ努力を重ねたんだろうと考えると涙がにじんでくる。

「ううん、私はなにも。まどかちゃんの絵が好きだっただけ」

「もらってくれる？」

「もちろん。大切にする」

　私は画集を受け取り、まどかちゃんの手を握った。

「まどか。あとで協力してくれ。鈴乃が色鉛筆を開発中なんだ」

「色鉛筆？」

　お父さまが驚いた様子で口を挟む。

「はい。まどかのようにサポートが必要な人たちに向けた文具を作るのが鈴乃の夢なんです。そのひとつ目が描きやすい色鉛筆。まどかの意見も欲しいと思って」

　瑞樹さんが伝えると、お父さまの顔がほころぶ。

「なるほど。しかし反対意見も出ただろ？」

「はい。でもこれは業界をけん引する啓陽堂の仕事です。やらせてください」

　凛々しい表情で頭を下げる瑞樹さんは、先日の会議のときのような鋭い目をしている。営業部ではふんわり優しいキャラだけど、本当の彼はきっとこっちだ。

「そうだな。いずれはお前が会社を引っ張るんだし、瑞樹の勘はいつも正しい。それに、まどかの父としてもうれしい」

　瑞樹さんはやはり会社を継ぐ予定なんだ。

　だけど、まさか会長のお墨付きをもらえるとは思ってもいなかった。

「必ず成功させます」

「うん。鈴乃さん、瑞樹をどうかよろしくお願いします」

「い、いえっ。こちらこそ」

　それから昼食を用意してあるというので、準備が整うまで瑞樹さんの部屋で待つことになった。

　私の１Ｋの部屋よりずっと広いのがまたびっくりで、大きな窓の下には勉強机と本棚が置かれている。その本棚には洋書まで並んでいた。そしてベッドとローテーブルに、ふたり掛け用のソファ。どれもシンプルなデザインのものだ。

　ここを使っていたのは大学卒業までらしいけど、広い部屋にはほこりひとつない。お手伝いさんが掃除をしているんだろう。

「驚いた？」

「はい。なにがなんだか」

「うん、そういう顔してた」

　クスクス笑う彼に「もう」とふてくされてみせる。

「まさか、まどかちゃんに会えるなんて……」

「まどかは鈴乃に感謝しきりなんだ。もちろん俺も。あの頃、自由に動けなくなったまどかから離れていかなかったのは鈴乃だけなんだよ」

　たしかに、まどかちゃんが学校に来なくなって、他の友達とは疎遠になってしまった。だから交友関係が続いたのは私だけ。

「しかも、車いすになってもまったく変わらない態度で接してくれて、まどかはどれだけ救われたか。鈴乃みたいな優しい子と結婚できたらいいなぁってずっと思ってた。プロポーズもされたし」

「それは……」

　肩を震わせて笑っている彼を前に、頬が赤く染まるのを感じる。

　自信をなくした今は、なかなか思っていることを口にできない。でもあの頃は、そんな大胆なことをサラリと言えていたんだと考えると、よかったような、よくないような。

「再会して、ちっとも変わってないことがわかって、やっぱり俺には鈴乃しかいないと思ったんだ」

　瑞樹さんは私に熱い眼差しを注ぎ、手を伸ばしてきて頬に触れる。

　その触れ方が優しくて、胸が高鳴る。

「おまけにすごくきれいに育ってるし。早く射止めないと、と焦った」

　モテ男にそんなふうに思われるとは。

　照れくささのあまり、うつむき加減になる。

「お父さまもうちの父のことをご存じで？」

「もちろん。千葉時代、まどかにかかりっきりの鈴乃を見て、母が鈴乃の大切な時間を奪っているんじゃないかって、謝罪に行ったんだ。迷惑をかけるのは忍びないから、鈴乃はもう自由にしてほしいって」

　そんなこと初めて聞いた。

「だけど、ご両親に、『鈴乃は親友に会いに行っているだけですよ』って言われて、母は泣いてた」

　そっか。父も母もそうやって見守ってくれていたんだ。

「精神的にいっぱいいっぱいだった母を支えるために、親父もよく千葉に来るようになってね。それでその話を知って、鈴乃のお父さんと飲み友達になったんだよ」

　たしかに父はよく誰かと飲みに行っていたような。ただ、その相手までは知らなかった。

「親父も鈴乃のことをすごく気に入って、いつか俺か弟の嫁に欲しいと言ってたんだ。俺もなついてくれた鈴乃がかわいかったし、『お嫁さんにして』なんてプロポーズされたからには、なんて思ってた」

　心なしか瑞樹さんの頬が赤い。

　いつも平然としているのに、こんなことで照れるんだ。

「だから、鈴乃への気持ちは昨日今日の軽いものとはわけが違うんだぞ」

　結婚なんて突然だと思っていたけど、そうじゃなかったんだ。

　彼の気持ちを知り、心がじわりと温まる。

　最初は戸惑いしかなかったけれど、この道を選択してよかった。

「瑞樹さん、ありがとうございます」

「お礼を言うのは俺のほうだ。鈴乃、必ず幸せにする。お前は一生俺だけのものだ」

　まっすぐな視線にからめとられて体が火照る。

「はい」

　返事をすると優しいキスが降ってきた。




　それから、これまた広いリビングにお邪魔して、豪華な和食に舌した鼓つづみを打つ。

　どうやら私たちのために一流の料理人を呼んだらしく、高級料亭の食事を家で味わうことになった。

「車いすだと断られる店も多くて」

　わざわざ料理人を呼ぶなんて、と思いはしたけど、お父さまの発言に納得した。

　まどかちゃんが気を使わず食事をするには、こういう方法が一番いいのだろう。

　といっても経済的に余裕があるからできるんだけど。

「まどかはハンバーグがよかった？　鈴乃の料理、すごくうまいぞ」

　こんな豪華な食事を前にして私の料理のことなんて言い出さないで！

「そうなの？　今度食べたいなぁ」

「普通のハンバーグだから。瑞樹さん、とんでもないこと言わないでください！」

　慌ててそう口走ると笑いが起こる。

「仲良しだね」

　ニッと笑みを浮かべるまどかちゃんが、私たちを茶化す。

「もちろん。昔からそうだろ」

「たしかに」

　まどかちゃんが納得しているのが恥ずかしすぎる。

「それにしても、鈴乃さんが啓陽堂に来てくれてよかった。他のメーカー全滅で助かったよ」

　次にお父さまが笑顔でそう口にするので首を傾げる。

　全滅って就職活動のこと？　そんなことまで知ってるの？

　そういえば……。

　父に散々啓陽堂を受けろと言われたものの、あんな大手受かるわけがないと思っていた。それでもあんまり食い下がるから履歴書を出したら、とんとん拍子で内定をもらったけれど、私が入社試験を受けるのを待ち構えていたってこと？

「全滅もなかなか」

「瑞樹さん！」

　本当のことだけど、黒歴史をいじらないでよ。

「鈴乃ちゃん、お兄ちゃん普段は爽やかキャラだけど、結構イジワルだから気をつけて」

　まどかちゃんが口を挟むと「黙ってろ」と瑞樹さんがけん制する。

　でも、もう知ってるかも。

　楽しそうに笑みをこぼすまどかちゃんは、ケーキのときもそうだったが、フォークを上手に操っている。だけど箸は難しいに違いない。

　でも事故に遭ったばかりの頃はフォークを握ることすら難しかったのだから、かなりリハビリを積んだんだとわかる。

　しかも、あの頃よりずっと笑顔が弾けていて、幸せな気分になった。




　豪華な食事のあとは、まどかちゃんとたっぷりおしゃべりを楽しんだ。久しぶりに会ったにもかかわらずあの頃のように話が弾み、たくさんの絵も見せてもらった。

　私が色鉛筆の企画について話すと、彼女は体を前のめりにして車いすから転げ落ちそうになり、瑞樹さんに笑われていた。それだけ喜んでくれているという証だ。

　私はそれがうれしくて、この企画を出して本当によかったと感じた。

　それから色鉛筆の工夫についてもヒントをもらい、商品ができたら最初に届ける約束もした。

　渡会家にお邪魔してからいつの間にか四時間も経過していた。それくらい私には楽しいひとときだった。

　帰りがけに私の手を引くまどかちゃんに首を傾げて、目線が合うように腰を折る。

「お兄ちゃん、本当に鈴乃ちゃんが大好きなんだよ。お兄ちゃんなら絶対に鈴乃ちゃんを幸せにするから、どうかよろしくお願いします」

「まどかちゃん……。うん、幸せになる」

　きっと彼女は、自分を支え続けてくれた瑞樹さんにも感謝しているんだろう。

　そんな優しい彼となら、絶対に幸せになれる。

　私は彼女の手を握り、これからの幸福を約束した。




　緊張しながら訪れた渡会家だったけれど、サプライズや感動だらけで、帰りの車の中ではなにを言ったらいいのかわからないような状態になり、口数が少なくなる。

「疲れた？」

「いえ。すごく楽しかったんです。あの頃のことも父のこともたくさん思い出して、なんていうか胸がいっぱいで」

　胸を押さえながら伝えると、瑞樹さんは穏やかな表情を見せる。

　彼にとっても楽しいひとときだったんだと感じた。

「でも、どうして今まで黙ってたんですか？」

　早く言ってくれればよかったのに。

「それは、今の俺を好きにさせたかったからだ。そうでなきゃ意味がない」

　ということは、瑞樹さんの思惑通りになったのか。たとえ、まどかちゃんのお兄さんじゃなかったとしても、彼に惹かれていることを否定できない。

「だけど、とんでもなくきれいに成長してた鈴乃を前にして、一刻も早く手に入れないと、と焦りまくった。彼氏の噂が嘘だと皆が気づく前にね」

　彼は苦笑しながら続ける。

「だから、あんなふうに婚約を迫って、とりあえずそばに置こうとした。今思えば、強引すぎたな。情けないけどまったく余裕がなくて、卑怯な手を使ってしまった。ごめん」

　謝られて慌てる。

　たしかに強引だったけど、借金の取り立ての恐怖から救ってくれたのは紛れもなく瑞樹さんだし、私も彼に惹かれていたから婚約を受け入れた。無理やりだったわけじゃない。

「謝らないでください」

　私が首を振ると、彼は再び口を開く。

「でも、鈴乃への気持ちは誰にも負けないつもりだ」

「ありがとうございます。うれしい……」

　うれしいという意思表示だけでもこれほど照れくさいのに、瑞樹さんは私にためらうことなく熱い想いをぶつけてくれる。本当に幸せだ。

「それにしても、昔のことを思い出す素振りが少しもなかったのにはびっくりだったけど」

「思い出すのは難しいですって。まさかあのときのお兄さんが、こんなにかっこよくなってるなんて思わないでしょ？」

　あの頃も十分かっこよかったけど、大人の色気を纏った彼は、予想を上回るイケメンぶりだ。

「へぇ。俺のことそんなふうに思ってたんだ」

「あ……」

　乗せられて本音を口走った。

　でも、瑞樹さんは女子社員の憧れだって知ってるでしょ？

「うれしいな。好きな女にかっこいいとか褒められるの」

　ハンドルを握る瑞樹さんは、口角をちょっと上げる。

　なにかひらめいたときのいたずらっ子のような顔だ。

「えっと、それは……」

「そんなに照れるなよ。今晩はたっぷり愛してやるから」

「ん？」

　今、なんて言ったの？

　驚きで息が止まりそうになったけれど、彼は意味深に微笑むだけ。〝冗談〟とか、〝からかうとおもしろい〟という言葉を待っているのに、なにも言わない。

　まさか、本気？

　だけど、まどかちゃんのお兄さんだったと知り、彼への気持ちがますます大きくなっているのは間違いない。

　それに、瑞樹さんが簡単に結婚という言葉を出したわけじゃないとわかったし。

「鈴乃」

　彼は前を見据えたまま、とろけるように優しい声色で私の名を口にする。

「はい」

「鈴乃が俺やまどかにくれた温かい気持ちは生涯忘れない。俺はそのお返しがしたい。必ずお前を幸せにする」

　私はまどかちゃんのことが好きで通っていただけなのに。あの頃の行動がこんな幸福につながるとは思ってもいなかった。

「よろしく、お願いします」

　胸にこみ上げてくるものがあって、声がかすれる。

　すると彼は左手を伸ばしてきて、私の頭を撫でた。




　そしてその夜。

　お風呂に入ったあとリビングに行くと、瑞樹さんはソファで私の企画書を手にしていた。

　手招きされて隣に座ると、彼は口を開く。

「まどか、すごいはしゃぎっぷりだったな」

「はい。喜んでくれてうれしかったです」

「鈴乃も知っていると思うけど、まどかが絵を続けるのは簡単じゃなかったんだ。思うように描けなくて、スケッチブックを投げ捨てたこともある。でも、鈴乃がまどかの絵は皆を幸せにするんだよって話してくれたから、今があるんだ」

　そんなこと言ったかな。しかし、その言葉に偽りはない。まどかちゃんの絵は優しさが満ちあふれているかのようで、見ている者の気持ちが穏やかになる。

「そうなんですね。でもこの画集を見てびっくりしました。あの頃も素敵だったけど、すごく繊細なタッチで細かなところまで魂が宿っているっていうか、心を持っていかれるっていうか……」

　彼女が描くのは主に風景画。花びらや木の葉一枚に至るまでまったく手抜きなく描かれていて、とても手が不自由だとは思えない。しかも、その絵には風の音まで聞こえてきそうな臨場感があり、見ているだけで絵の中に立っているかのような錯覚を感じる。

「まどかは、一枚一枚本当に時間をかけて描くんだ。自分のようにつらい経験をした人を癒したいって」

「まどかちゃんは強いな。私にはまねできません」

「いや。まどかが生きているのは、鈴乃のおかげだ。アイツは絵を失ったら、今頃生きてなかったかもしれない」

　それを聞き、顔がゆがむ。

　突然歩けなくなって、思ったように絵も描けず……どれだけ絶望の中にいたんだろう。そんな彼女を、瑞樹さんやご家族が必死に支えたんだ。

「なぁ、鈴乃。俺も幸せにして」

「キャッ」

　ソファに押し倒され、目を白黒させる。

　すると彼は視線を絡ませて真剣な表情で私の頬に優しく触れる。

「お前のことは、俺が幸せにする。だから、俺をお前が」

「瑞樹さん……。はい」

　返事をするとメガネを奪われ、熱い唇が重なった。

　同棲を始めてから何度もキスはされたけど、それは軽く触れるものだった。

　でも……。

「鈴乃、舌出して」

「ん……」

　ちょっぴり強引に唇を割って入ってきた舌が口内で暴れ回る。驚いて舌を引くと、それを追いかけてきた彼の舌につかまり、甘いため息が漏れてしまう。

「はっ」

　やっと離れたので短く息を吸うと、情欲を纏った視線で犯されて胸の高鳴りを抑えきれない。

「鼻で息をして。まだ味わい足りない」

　そしてもう一度唇がふさがれた。

「鈴乃」

　それから首筋をツーッと舌が下りていく。パジャマの裾から手を入れられて、勝手に体がビクッと震える。

「お前が欲しい」

「お願いです。電気、消して……」

　瑞樹さんは私の気持ちが整うまで待ってくれた。私も彼についていくとはっきり心に決めた今、拒む理由なんてない。

　そう伝えると、彼は不意に私を抱き上げ、ベッドルームに向かう。

　その間、破れそうなほどに心臓が暴走していたけれど、彼の首に手を回してギュッとつかまっていた。

　離れたくない。ずっと一緒にいたい。

　ベッドに私を下ろした瑞樹さんは、すぐに覆いかぶさってきて焦るように唇を重ねる。そしてパジャマのボタンをあっという間に外し、あらわになった胸の谷間に舌を這はわせた。

「あっ……」

　ブラをずらされ胸の膨らみに触れられると勝手に声が漏れてきて、慌てて手で口を押さえる。

「声、聞かせて。鈴乃の甘い声を聞きたい」

「む、無理です……」

　拒否したのに手を拘束されて、シーツに縫い止められた。

「心配するな。こんなお前は俺しか知らない。もっと乱れて」

　たしかに素の自分を見せても、瑞樹さんはまったく動じない。

　取り繕った高遠鈴乃は、彼の前では必要ない。

　そう思ったら緊張が一気に緩んだ。

「あ……んんんっ。……あっ、いやっ」

「それでいい。全部、俺にさらけ出して」

　暗闇に慣れてきた目が、色気のあふれる彼の顔を捉える。

「瑞樹さん……。あっ……」

「好きだよ、鈴乃」

　それから何度も深いキスをしながら、彼はゆっくり私の体を開いていった。

　そして……。

「あぁっ……」

　彼が入ってこようとすると、痛くて体が拒否する。

「鈴乃、力を抜いて」

「はぁっ……はっ」

　何度も浅い呼吸を繰り返し、彼の腕を強くつかむ。

「ごめん。やめてやりたいけどやめられない。お前が欲しくてたまらない」

　瑞樹さんは切なげな表情でそう囁いたあと、もう一度唇を重ねる。

「瑞樹さん、好き。あんっ……」

『私もあなたが欲しい』とはとても恥ずかしくて言えず、その代わりに自分から舌を絡めると、彼は一気に入ってきた。

「あぁ……っ」

「はぁっ、きつい。鈴乃、平気か？」

「……はい」

　本当は痛くてたまらない。でも瑞樹さんを受け入れたいという気持ちのほうが強くて、そう返した。

「嘘つきめ。泣きそうな顔してる」

「これは……うれしくて」

「まったく。あんまり煽あおると知らないぞ」

　イジワルな笑みを浮かべる彼だけど、そのまま動こうとしない。私の肌に唇を這わせて気持ちよくなるようにしてくれる。

「俺もうれしいよ。鈴乃を抱けるなんて」

　そう囁かれたとき、彼の愛をより強く感じて背中に回した手に力を込めた。

　それからは彼にしがみつき、髪を振り乱して悶もだえていた。

　感じるままに声をあげ、ときには爪を立てたが、咎とがめられることはない。

『セックスは愛し合う者同士なら、すごく気持ちいいもの』なんて言われて頬を赤らめたこともあったけどその通りだった。

　しばらくして瑞樹さんが苦しげに顔をゆがめて果てたとき、なぜか胸がいっぱいになり、彼の肩に顔をうずめる。

「鈴乃、ごめんな。大丈夫か？」

「はい」

　最初は痛くて歯を食いしばっていたものの、緊張が緩んだあとは力が抜けて気持ちよくなった。……なんてとても言えないんだけど。

　激しい呼吸を隠すことなく私を抱き寄せる瑞樹さんは、私の髪を撫でながら口を開く。

「鈴乃があの頃の優しい気持ちを持ったまま成長しててうれしかった。あのボールペンの輸入について相談されたとき、やっぱり俺には鈴乃しかいないって心が決まったんだ」

「そうだったんですか？」

「あぁ。千葉にいた頃、結婚するなら鈴乃みたいな人が理想だと思っていたのは本当だ。親父と鈴乃のお父さんが盛り上がって、俺たちを結婚させようと話していたのも。だけど、初恋が叶うなんて思ってなかったし、お互いが変わっていたらそんな気にはならなかったと思う」

　たしかに、父親同士がどれだけ盛り上がっても、肝心の私たちの気持ちが別のほうを向いていたら無理だった。

　借金の肩代わりの条件になんて強引な婚約だったけど、ありのままの私を受け入れてくれる彼に心が動いていたことには違いない。

「あの頃の純粋な気持ちを持ったままこんなにきれいになっていた鈴乃に、もう一度恋をしたんだ」

　彼は腕の力を緩めて、私の顔を覗き込む。

　二度も恋してもらえるって、なんて贅沢なんだろう。

「お前を手に入れたいという思いが爆発して、無茶したな。だけどこれが俺の気持ち。わかったか？」

　ちょっと偉そうな口ぶりで、でもどこか照れくさそうで。

　こんな表情、会社では見たことがない。私にしか見せない特別の顔だ。

　瑞樹さんは軽くキスをしたあと、なにかを思い出したように口元を緩めている。

「鈴乃がメチャクチャ背伸びしてるのを知って、ホントにかわいいなって」

「それは言わないでください」

　すごく恥ずかしいんだから。

「あはは。気にするな。俺だって会社では違う顔してるし」

　たしかに。イジワルな表情を見せるのは、プライベートだけ。

「だけど、どうしてそんなに必死に大人の顔を作ってるんだ？　鈴乃はそのままでも十分魅力的なのに」

　そう聞かれて、『あんな地味女、絶対に無理』と言われたときのことがよみがえり、顔が険しくなる。

「どうした？　誰かになにか言われたの？」

　核心をつく質問に目を大きくすると「そっか」とつぶやいている。

「わ、私……社会人になるまでは髪形も服装もダサくて……。その頃、いいなって思ってた人に、地味女って言われたんです。だからそんな自分から卒業したくて」

　そこまで口にすると、再び腕の中に閉じ込められていた。

「そうだったのか。そいつは惜しいことをしたな。鈴乃の優しさに気づかずに外面だけで判断して。しかも、本当はこんなにきれいなのに」

　驚くような発言に目を瞠る。

「だけど、そんな男につかまらないでくれてよかった。お前は俺だけの女なんだから」

　自信たっぷりに吐き出す彼は、手の力を緩めて私の額に唇を押しつける。

「そんなヤツは忘れて、俺だけ見てろよ。俺だけ信じればいい」

「瑞樹さん……」

　甘い囁きに心臓がドクンと跳ね、胸の奥に彼の熱い想いがなだれ込んでくる。

〝地味女〟というたったひと言にとてつもないショックを受けて、自分を全否定した状態からすくい上げてくれる発言に胸が熱くなった。

「わかった？」

　念を押されてコクンとうなずく。

　自分がこんな評価をされているのが信じられないけれど、少し自信が湧いてきた。




　翌週の日曜は、急遽車で千葉まで足を延ばし、瑞樹さんは母に会ってくれた。

「瑞樹くん、お久しぶりね。主人の葬儀のとき以来かしら」

　あれっ、お父さんの葬儀にも参列していたの？

「そうですね。千葉にいた頃は私にも本当の父のように接してくださったので、残念でなりません」

「ありがとう。瑞樹くんが鈴乃を家まで送ってくれるたびに、主人が『いい子だなぁ。鈴乃の婿にしたいなぁ』なんて冗談ばかり言ってたわね」

　ふたりの会話を聞いていて、欠けていた記憶がまたよみがえってきた。

　父が瑞樹さんのことをいたく気に入って、引きとめて話し込んでいるのを母によく叱られていたような。

「そうでした。それで今日は、鈴乃さんとの結婚を許していただきたくて参りました。お父さんがお元気なうちにご報告できればよかったのですが、すみません」

　丁寧に頭を下げる瑞樹さんを前に、母は笑顔で首を振る。

「本当に鈴乃でいいんですか？　主人が勝手に盛り上がっていただけじゃ……」

「もちろんです。会社で再会して、生涯の伴侶は彼女しかいないと改めて感じました。お許しいただけるなら、私の命に代えてでもお守りします」

『命に代えてでも』なんて大げさだけど、真剣な表情の彼は本気でそう思っているような気がする。

「許すもなにも、大歓迎です。こちらこそ、娘をよろしくお願いします」

　母が深く頭を下げたとき、ここに父がいたらと考えて目の奥が熱くなった。

「これでひと安心ね。鈴乃、私はアパートにでも引っ越してこの家は売りに出すわ」

「えっ、どうして？」

　唐突な申し出に戸惑いを隠せない。

「あなたに背負わせた借金、それでなんとかなるでしょう？　お父さん、保証人になったお友達がいなくなったと知ったとき、一度はこの家を売ろうと考えたみたいなの。でも、あなたをこの家から嫁に出したいと思いとどまって、必死に返す決意をしたって」

「お父さんがそう言ったの？」

「ううん。生前に書いていた日記が見つかったのよ。ちょっと待ってね」

　いったん部屋を出ていった母はすぐに戻ってきて、私の前にごくありきたりのノートを差し出した。

「お父さん、突然逝いってしまって、家を売らなかったことを後悔してるんじゃないかしら。結局鈴乃が苦しんだんだもの。鈴乃、ごめんね。お母さん、お父さんの最後の願いを叶えてあげたくて、かえって鈴乃に苦労させちゃったね」

　母もパートに出て借金の返済に充てていた。利子にもならなかったけれど、母もできる限りのことをしていた。

　しかも『苦労させちゃった』なんて言うけれど、母は何度も私にこの家を売ると言ってきた。それに反対したのは私だ。

「ううん。私はこの家が大切で……。それに借金の件は瑞樹さんが解決してくれたの」

「えっ？」

　母が唖然として瑞樹さんを見つめる。

「僭せん越えつですが、私もこの家を守りたくて。幼い頃、ここでよくお父さんとお話ししたのを忘れられないんです。当時はまどかがいたので私がわがままを言うわけにはいかず、正直我慢していることもありました。でも、お父さんはそんな私を、『よく頑張ってるな』といつも褒めてくださいました」

　そんな話をしていたんだ。

「鈴乃さんは私がここまで送ってくるたびに、『まどかちゃんに食べさせてあげてたから食べてないよね』と、自分のお菓子を分けてくれましたし。母はまどかにかかりっきりでしたので、そうやっていたわってもらえるのがうれしかった。この家は私にとっても大切な思い出が詰まっているんです」

　そういえばそんなこともあったな。

　瑞樹さんはまどかちゃんの世話を完璧にこなす素晴らしいお兄さんだったけど、きっとたくさん我慢してきたこともあるんだろう。

「私にとって第二の実家のような場所なんです。だからずっとここにいてください」

「瑞樹くん……。なんと言ったらいいのか。鈴乃はただお友達の家に通っていただけなのに。本当にありがとう」

　母の目から涙が流れだしたのを見て、私まで感極まってしまった。




　それから父の墓参りをして結婚の報告をしたあと、預かった日記帳を胸に抱き、東京に帰ることにした。

　車中で日記帳を広げるとすぐに夢中になる。

「あはは。お父さん、瑞樹さんのことばっかり」

「ん？　なにが書いてあるんだ？」

　運転している彼は読めないので、うずうずしているようだ。

「瑞樹くんはいい男になっているはずだ。早く鈴乃を嫁にくださいって言いに来ないだろうか。だって」

「間に合わなかったな。ごめんな、鈴乃」

　瑞樹さんが謝る必要なんてないのに。

「お父さん、今頃天国で豪快に笑ってると思います。俺の言った通りになったとか、どや顔して」

「そうだといいな。でも、三谷商事に行ってる場合じゃなかった。先に鈴乃をつかまえればよかった」

　たしかにそうかもしれないけれど、父は突然死だったし、誰にも予測できなかった。

「そういえば、どうして出向先は三谷商事だったんですか？」

「実は三谷商事の御曹司とは学生時代から仲がいいんだ。で、視野を広げたいなんて話したら、うちの会社に来るか？って誘われて。そいつはちょっと前に結婚してアメリカに行ったんだけど」

　お友達にもそんなにすごい人がいるんだ。

「三谷商事の仕事は本当に勉強になった。海外の動向も知れたしね。鈴乃が作りたいと思っている分野の商品は、日本では開発が遅れている。まだまだこれからなんだよ」

　彼は、あの色鉛筆の企画をまどかちゃんの兄としてやみくもに推しているわけじゃないんだ。海外を広く見て、啓陽堂のこれからに必要だと考えているに違いない。

　いつか会社を継ぐだろう瑞樹さんの役に立てるように頑張ろう。

「まどかちゃんの笑顔も見たいし、もっと頑張らなくちゃ」

「鈴乃は十分頑張ってるよ」

　彼は前を見たまま小さく笑った。

『お父さん、幸せになるから心配しないで』

　私は窓から晴れた空を見上げて心の中でつぶやいた。










溺甘の新婚生活




　それから約半月後の、勿忘草わすれなぐさ色の空に筋状の雲が浮かぶ清すが々すがしい日。

　私たちは婚姻届を提出して、正式に夫婦となった。

　あんな強引に婚約なんてしたくせして、きちんと双方の親に筋を通すという瑞樹さんの男気がかっこいい。

　まあ、どちらも歓迎ムードだったんだけど。

　こうして私たちの夫婦生活が始まった。




「鈴乃」

　夕飯の準備をしていると、瑞樹さんが甘えた声で呼んでいる。

「なんですか？」

「呼んでみただけ」

　そう言いながらうしろから優しく抱きしめてくる。

　会社ではテキパキ仕事をこなす彼が、こんな子供じみたまねをするなんて信じられない。でも、この姿を私しか知らないと思うと、ちょっとニタつく。

「調理できないですから」

「その前に鈴乃を食べたい」

「えっ、待っ――」

　あっという間に唇を重ねられて発言も許してもらえない。

「鈴乃、耳真っ赤だけど？」

「そんなことないです！」

　と言いつつ両耳を手で押さえたので、「自覚してるんだ」と盛大に笑われた。

　彼がリクエストしたミートソースパスタは、多分まどかちゃんの好物なんだと思う。

　工夫して牛ホホ肉を煮込んで作ったら、結構うまくできた。

　パスタと一緒にチーズやサラダ、そしてオニオンスープなどを並べると、彼は満面の笑みで完食した。

　そして、やっぱり危なっかしい手つきで後片付けを手伝った瑞樹さんは、私を妙にじっと見つめてくる。

「今日もうまかった。一緒に風呂入る？」

「は？」

　唐突な提案に、あんぐり口を開けて固まる。

「もう夫婦なんだから照れなくても」

「なに言ってるんですか！」

　やっと体を交えたところなのに、いきなり一緒に入浴ってハードルが高すぎる。

「嫌なの？」

「はいっ」

　大きな声で返事をしたからか、噴き出している。

「まさか、妻にこんなに拒否されるとは。ま、あとでベッドでゆっくりな」

　耳元で艶っぽく囁いた彼は意味深な笑みを残してバスルームへ向かった。

　なんなの、これ。瑞樹さんは時々とんでもなく色気を漂わせるから、体が火照ってどうしていいかわからなくなる。

　そのあと交代でお風呂に入り、すっぴんにメガネ姿で洗面所を出た。

　一緒に暮らし始めたらもっと不自由なことが増えるんじゃないかと身構えていたけれど、なにひとつとしてダメだとは言わない彼のおかげで、ひとりのときと変わらなく過ごせている。

　でも、本当にこれでいいのかな。

　瑞樹さんはイジワルだし、時々甘えてもくるけれど、やっぱり王子さまのまま。

　それなのに私は……なにも頑張ってない。

　ちょっとした罪悪感を抱きつつリビングに戻ると、私を待ち構えていた様子の瑞樹さんは、あっという間にメガネを取り去り、キスをする。しかもいきなり舌を絡めての上級者のキスを。

「ん……ふっ」

「いい声出すようになったな。お預け食らったからもう待てない」

　それから彼はソファでそのまま私を翻ほん弄ろうした。

　私が痛がっていないか気にはしてくれたものの、まるで野獣だ。

　激しすぎる行為に音ねを上げても許してもらえず、ベッドルームに移ってからも全身が真っ赤に染まるまで何度も激しく攻められた。

「鈴乃、もう一回しようか」

「も、無理……」

　明日会社に行けない。

「しょうがないな。もっと体力つけろよ。それじゃ今日は、このままで眠ろうな。素肌が触れていると安心する」

　えっ、裸で寝ろと？

　たしかにくたくたでそのまま眠ってしまうこともあるが、朝起きたときの恥ずかしさといったら。

「パジャマ取ってください」

「取りたいなら自分で取れば。俺の上をまたいでいけばいいだろ。途中でつかまえたらごめんな」

　彼はいたずらを思いついた子供みたいな顔をしてニヤリと笑っている。

『ごめんな』ってつかまえる気満々でしょ？

「いいです、このままで」

　観念してそう言うと、ギューッと抱きしめられた。

「はぁ、温かい。鈴乃が本当に俺のものになったんだって、もっとわからせろよ」

　もしかして不安なの？

　どちらかというと私のほうが不安なのに。こんな完璧な人の妻が私でいいのかと。

「えっ？　私は瑞樹さんの奥さんにしてもらったんですよ」

「バカだな。鈴乃を狙ってるヤツなんてごまんといるんだ。彼氏がいるという噂に助けられてるだけだって言っただろ。だから、寺田みたいなヤツ以外は寄ってこない。高嶺の花すぎるんだぞ」

　高嶺の花だなんて考えたこともない。だってコンプレックスだらけなんだもの。

　それに手が届かないと思われているのは瑞樹さんのほうだ。憧れの王子さまだけど、皆けん制し合ってなかなか近づこうとしない。あの積極的な坂巻さんですら『渡会さんは絶対に無理』と外に目を向けているんだし。

　あっ、でも直井さんは……。

　ことあるごとに瑞樹さんに話しかけて笑顔を振りまいている彼女のことがふと頭をよぎったけれど、彼はこうして私の旦那さまになったんだから気にしなくてもいいか。

「そんなことないです」

「お前は最高の女だ。もっと自覚しろ。けど、もう俺のものだからな」

　まぶたに唇を押しつけ、甘く囁く。

「……はい。瑞樹さんのものです」

　こんなに愛されたら、離れられるわけがない。

　そう伝えると、彼の呼吸が一瞬止まった気がした。

「無意識に煽りやがって」

「煽る？」

「そ、また反応しちまっただろ。責任とれよ」

「嘘……」

「はぁーっ」という熱いため息とともに私の唇を奪った彼は、再び私の肌に手を滑らせ始めた。




　そんな彼も、会社に行くといつも通り。

　私たちの結婚はまだ社内では発表しないことにした。

　一緒に仕事を手がけていることを茶化されるのは本望ではない。色鉛筆の企画に関しては、特に同じ想いがあり真剣だからだ。

「牧野さん、この資料ありがとうございました。さすが仕事が早いなぁ」

　物腰柔らかで、なんとなく草食系の香りさえ漂う瑞樹さんだけど、実は夜はあんなに激しい。あのあとの一回は、本当にもう……気絶するかと思った。

　そんなことをふと考えて、キーボードを打つ手が止まる。

「高遠さん、どうかした？　ああ、エクセルね……」

　私のデスクのうしろを通りかかった彼は立ち止まり、パソコンの画面を覗き込んでくる。

「は、はい。東郷百貨店の商品別の売り上げ推移をグラフにしようかと」

　これをもとに次の戦略を練りたい。

「計算機はしまう」

　私にだけ聞こえる声で囁く彼は、小さく肩を震わせている。

「ＳＵＭ関数はマスターしたね。それじゃあここをクリックして――」

　それから丁寧にグラフの描き方を教えてくれた。

　私だってやったことはある。でも、普段は事務の人たちにお願いする作業なので、すっかりやり方を忘れていた。今日は事務の人たちが忙しそうだったので自分でトライしたんだけど、途中でわからなくなり何度もやり直していたので助かった。

「ありがとうございます。やっと理解できました」

「いえ。高遠さんってなんでもそつなくこなす印象なのに、おもしろいところでつまずくよね。もしかして、イメージ作ってる？」

　なに言ってるの？　知ってるでしょ？

　爽やかさ全開のスマイルで聞いてくるけれど、私を困らせて楽しんでる？

　まどかちゃんが『普段は爽やかキャラだけど、結構イジワルだから』なんて言ってたけど、まさにそれを肌で感じる。

　言い返せないでいると、彼は続けた。

「まあ誰だってなんでも簡単にできるわけがないよね。苦手なのに努力してるのがすごいね。俺も見習わないと」

　私たちの会話を少し離れた席の坂巻さんが聞いている。

　もしかして、私がエクセルが得意じゃないのに仕事を引き受けていたと、代わりに主張しているの？　それにしたって、『イメージ作ってる？』は必要なかったと思うんだけど。

　瑞樹さんは私の肩を軽くポンと叩いて自分のデスクに戻っていく。

　それから教えてもらった通り別のグラフも作成してから営業に出ることにした。




　東郷百貨店に置かせてもらったあのボールペンは、あっという間に二十本売れた。

　他の商品と比べると少し高めの値段設定にもかかわらず、手にした人がほとんど購入を決めるという、三好さんもびっくりの展開だったそうだ。

「需要があるんですね」

「そうね。私も長いこと文具売り場にいるけど、こんな売れ方をしたのは初めてかも。少しくらい高くても欲しい人は欲しいのよ」

　あの色鉛筆もそういう位置づけになって広まる可能性があると確信を得る出来事だった。

　新たに注文を受けて電話で部長に報告を入れると、『うちも似た商品を製作してみる価値はあるな』なんて乗り気だ。当面は第四営業部を通して追加輸入を検討するんだとか。

　自分が率先して動いた仕事でこんなに感触がよかったのは初めてだ。

　私はすぐに瑞樹さんにもメッセージを入れた。

【あのボールペン、売り上げ好調で追加で輸入が決まりそうです。ありがとうございました】

　どこか得意先にいるかもしれないと思ったのに、すぐに返信が来た。

【それはうれしい。鈴乃が頑張った成果だな】

　あのとき、あきらめずに輸入の道を探ってよかった。

　瑞樹さんが助けてくれたおかげだ。




　その後の営業もはかどり、浮き立ったまま営業部に戻ると、入口に見知らぬ男の人が立っていた。

　お客さんかな？と思ったけれど、応接室に案内せずに牧野さんが対応しているので、なにかの業者かも。

　なんて漠然と考えながら、「ただいま戻りました」といつものように大きな声で挨拶をする。すると「お疲れ」という声が返ってきて気持ちいい。

　瑞樹さんはまだ戻ってないみたい。つい彼のデスクをチェックする癖がついてしまった。

「あっ、高遠さん」

「はい。なにか？」

　接客中だった牧野さんに呼び止められて振り向くと、さっきの男性と視線が絡まり、その瞬間、鼓動が激しくなる。

「保険のセールスにいらしたの。高遠さんって保険入ってる？」

　牧野さんに聞かれているのに返事ができない。

　だって、そこにいたのは大学生のときに憧れていた――私のことを〝地味女〟と吐き捨てた佐さ久く間まくんだったから。

　もう二度と会うこともないと思っていたのに、まさかこんな形で再会するなんて。彼が保険会社に就職したことすら知らなかったというのに。

「高遠さん、どうかした？」

「あっ、私は保険は……」

　気づかれてる？　できればこれ以上近づきたくない。

　その場で立ち止まって返事をしたあと、すぐに背を向けた。

「現在加入されている保険の見直しなんかもお手伝いしますよ。最近は結構いい商品が出回っていまして、何年も前に入られたままでしたら見直しをされるといいかと。もちろん、弊社の商品が劣る場合は無理に変えてほしいなんて言いません」

　彼の声はこんなに高かっただろうか。

　あっ、そっか。営業用の声か。

『絶対に無理』と言い捨てられたときの低い声が耳にこびりついていて、ずっと苦しんできたのに。

　借金を背負っていたのだから保険なんて入ってない。だから見直しと言われても困るし、新しい保険に入る予定もない。少なくとも佐久間くんからは絶対に。

「ごめんなさい」

　ほんの少しだけ顔をうしろに向けて会釈したあと、自分のデスクを通り越して営業部の奥にあるサンプル置き場に向かった。

「どうして……」

　やっと瑞樹さんと新しい一歩を踏み出したのに。もう昔のことなんて思い出したくないのに。

　気づかれてなければいいんだけど。

　それからしばらくして戻ると、佐久間くんはもう帰ったあとだった。

　しかし、私のデスクの上には保険に関するパンフレットが何枚か置かれている。

　もしかして、また来る？

　私が保険のセールスなら、一度であきらめたりしない。今日は様子見で、何度か足を運ぶに違いない。

「はー」

　電源の入っていないパソコンの前に座り、ため息をつく。

　ダメだ。仕事仕事。

　私にはあの企画を成功させるという夢があるんだから。

　気持ちを切り替え、パソコンの電源スイッチに手を伸ばした。




「今日、保険のセールスが来たみたいだな」

　帰宅して瑞樹さんと向かい合って夕食を食べていると、彼がそう言い出したのでドキッとする。でも平静を装った。

「そうみたいですね」

「俺、入ってるんだけど、死亡時の受取人を鈴乃に変更しないと」

「えっ、そんな……嫌です」

　瑞樹さんが『死亡時』なんて口にするので、とっさにそう返した。

「嫌って……。普通、奥さんが受け取るもんだろ」

「瑞樹さんがいなくなるなんて嫌なんです」

　お金なんていらない。瑞樹さんにずっとそばにいてほしい。

　素直な気持ちをぶつけると、チキンのグリルを食べていた彼は、フォークを置いてしまった。

　どうしたの？

「鈴乃。それって俺のことを好きだって言ってる？」

「えっ？　いえっ、そういうわけじゃ……」

「へぇー、それじゃあ金づるがいなくなると困るって？」

「そんなわけないです。瑞樹さんが大切なんです。ずっと一緒にいたいんです！　あっ……」

　思いきり叫んでからハッとした。

　もしかして、誘導されてる？

　自分から愛の告白をしたようでたまらなく恥ずかしい。

　突き刺さるような視線を感じながら顔を伏せていると、なぜか彼が隣の席に移動してきて私の肩を抱き寄せる。

「俺もだよ。シワシワのじいさんとばあさんになっても手をつないでいような。鈴乃、世界で一番お前が好きだよ」

　飴あめを溶かして飲まされたかのような甘い言葉とともに、キスが降ってくる。

　食事中だからか触れるだけのキスだったけれど、一瞬にして体が熱くなった。

「でも、受取人は変更するから。いつか俺たちの子ができたら、その子のためにも」

「私たちの、子？」

　顔を横に向けて彼を見つめると、会社でも見せないような目尻を下げた優しい笑みでうなずいている。

「俺はそうなるといいなと思ってる。もちろん、鈴乃があの企画をやり遂げたいという気持ちがあるのはわかってるから、まだ待つけど」

　結婚したのだからそういう流れになるのは当然だろう。私も瑞樹さんとの子を育めたらうれしいだろうな。

　しかし、彼の言う通り今は仕事に夢中で、しかも突然すぎる結婚だったので自分が母親になる想像ができない。

「とりあえず目の前のことを全力でしよう。俺も鈴乃に負けていられない」

「はい」

　結婚してからじわじわと幸せを感じる機会が多い。

　でも保険のセールスに来たのがトラウマの原因になっている人だとはどうしても言い出せなかった。

　せっかく瑞樹さんと新しいスタートを切ったのに、過去のことは触れたくない。

　また会ったとしても、話さなければいい。

　そう思い、笑顔を作った。




　それから二週間。

　梅雨のせいで雨がしとしとと降り続き、気分は憂ゆう鬱うつだが、色鉛筆の企画は着々と進行中。

　私と企画を推した瑞樹さん、そして直井さんと後輩の松まつ永ながくんが担当になり、企画を進めることになった。

　瑞樹さんが強く推してくれて、発案者の私がプロジェクトリーダーになった。だけど、瑞樹さんも直井さんも経験豊富な先輩だから気が引けて仕方ない。

　今日は開発部の責任者・水みず野のさんにも参加してもらい、意見交換の時間を取った。

「早速ですが、芯について話し合いたいと思います。開発部からの資料をご覧ください。芯の試作品をまずは三つ作っていただく予定ですが――」

　一般的な油性色鉛筆を作るか、水を含ませると水彩画のようなタッチを表現できる水溶性色鉛筆を作るかで随分議論を交わしたけれど、まずは一般的な油性から始めて、水溶性に広げることにした。それで、試作品を作ることになったのだ。

　説明している間も冷や汗が止まらない。いくつかのプロジェクトに参加したことはあるけれど、リーダーの役割は初めてなのでずっと緊張していた。

　芯については、あらかじめまどかちゃんに聞いた意見を開発部に伝えて、何種類か作ってもらうことにしているけれど、消しやすいというポイントをおさえるのが難しいらしい。

　最近は摩擦熱で消せる画期的なボールペンが飛ぶように売れているが、消えてはいけないものには使用禁忌だ。だから、絵を描く色鉛筆にその機能は応用できない。

　絵の場合は、間違いやはみ出しは消したいけれど、それ以外の部分は簡単に消えては困る。万が一、暑い部屋に置いておいたら絵が消えてしまった、なんてことがあってはならないのだ。

「芯の硬さはどうにでもできます。でも消えても困る、消えなくても困るって結構難題だと思いません？」

　水野さんが眉をひそめる。

「相反してますもんね。天才開発者の水野さんならと思ったのですが」

　瑞樹さんは啓陽堂でたくさんのヒット商品を生み出している功労者でもある水野さんを褒めながらも、落胆を含んだ声。難しい要求をしているとよくわかっているからだ。

「高遠さんはどう考えてるの？　まずはリーダーの意見をお願い」

　突然直井さんにふられて心臓がドクドクと音を立て始める。

「わ、私は……」

　本当は考えていることがある。だけどこんなことを言ったら水野さんたち開発部が困るんじゃないかとか、素人の意見すぎると笑われるんじゃないかとか、心配ばかりが先立ち、なかなか言い出せない。

「私は、なに？　まさかリーダーが意見もないの？　渡会さん、彼女をリーダーに置くのは無理があるのではないですか？」

　自分の意見を臆することなく述べる直井さんみたいなタイプのほうがリーダーには向いている。

「まあまあ。仲良くやりましょう。高遠さんはこうした役割は初めてなんですから、見守って育てるのも先輩の役割ですよ。ね、直井さん」

　瑞樹さんはいつもの柔らかい口調で直井さんを諭す。

「高遠さん、本当は意見があるんじゃない？　この企画、生半可な気持ちで携わってるわけじゃないことは伝わってるよ。だから言ってごらん」

　次に彼は私を促すが、どうしても言えない。

『彼女をリーダーに置くのは無理があるのではないですか？』なんて強く責められ、怖くなって気持ちがしぼんでしまった。

「はー。ダメみたいですね。もっとちゃんと仕事ができる人だと思ってましたけど」

「すみません……」

　呆れ声の直井さんに謝ることしかできない。

「直井さん、あまり責めると萎縮しちゃいますから」

「時間の無駄でしょ？　渡会さんがリーダーをされたらいいのに」

　刺々しい言葉の数々が胸に突き刺さり、顔を上げられない。

「リーダーは高遠さんです」

　瑞樹さんは声色は優しいのに、反論を許さないような強さで念を押した。

「渡会さん、高遠さんには妙にお優しいんですね」

　直井さんの発言にギョッとする。

　彼は誰にでも優しいのに、まさか私たちの関係に気づいてる？

　瑞樹さんがこの企画に肩入れするのは、私と結婚したからじゃない。本気でこの企画をいいと思ってくれたからだ。そんなに適当な人じゃない。誤解されたくない。

「そうかなぁ。皆に優しくがモットーなんだけどな。ね、松永くん」

「そうですね。渡会さんはいつも褒めてくださいますし」

　松永くんの返答を聞いて瑞樹さんは緩く口角を上げたが、その視線は鋭かった。

「とにかくこのままじゃ進まないわ。今日はここまでにして、高遠さんにはもっときちんと考えてもらいましょう。他の仕事に差し支えるので失礼します」

　直井さんは妙にカリカリした様子でそう言い捨てて会議室を出ていった。

　すると、あとを追うように瑞樹さんも席を立つ。

「高遠さん、まあ気を落とさずに」

「水野さん、すみません」

　そして、いたわりの言葉を残して水野さんも出ていった。

「直井さん、なんか虫の居所が悪いですね。厳しい人ですけどここまでとは」

　松永くんがボソッと漏らす。

「私が悪いの。リーダー役もうまくできなくてごめん」

「いや、高遠さんはしっかりやられてると思いますよ。あんな言い方されたらなにも言えなくなりますよね」

　かばってくれる松永くんに頭が下がる。

「ありがとう。でももっと頑張るね。この企画、絶対に成功させたいの」

「はい。俺も微力ながら頑張ります」

　ニコッと笑う彼は営業部に戻っていった。

「はー」

　意見があっても言えなくてはないのと同じだ。わかってはいるけれど、社会の隅っこでこっそり生きていきたいと思っていた私にとってはハードルが高い。

　せっかく背伸びをして着飾って、地味女とは言われなくなったのに、中身が変わっていない。

「頑張ろ」

　私は頬をパンパンと叩いて気を引き締めてから会議室を出た。

　営業部に戻る廊下を歩いていると、あまり使わない階段のほうから微かに直井さんの声がして足が止まる。

　悪いと思ったけれど気になって、近くまで行って聞き耳を立ててしまった。

　瑞樹さんもいる？

「――どう考えても私情が入ってます。高遠さんはまだリーダーができる器じゃありません」

　私のことだ。はっきりと言葉にされて胸が痛い。

　だけど、私情って？

「私情が入っているとすれば、高遠さんにじゃなく、あの商品になんだけど」

「でも、彼女のことが大切だとおっしゃったでしょ？」

　瑞樹さんが直井さんにそう言ったの？

「そうだよ。だけど俺は、純粋にあの企画に乗ってるんだ。さっきも言った通り、この商品にかける高遠さんの意気込みはすさまじい。彼女がもう何年も温めていた企画なんだ。それを俺がリーダーになってかっさらうなんてできない」

「ですけど、進まないじゃないですか」

「あんなふうに強く先輩から責められたら、誰だって言えなくなる。直井さんだってわかってるよね」

　瑞樹さんがそう指摘すると、一瞬静寂が訪れた。

　直井さんは、私が意見を主張できなくなると自覚しているということか。

「もし納得できないなら、俺がこの企画から降りる」

　瑞樹さんが降りる？　そんなの嫌だ。

「そんな、渡会さんが降りたら大変なことに……」

「ならないよ。高遠さんを見くびっちゃいけない。彼女は誰よりも深く物事を考えている。ただ、自己主張が少し苦手なだけ。それに、私情を挟んでいるのは直井さんだ」

　私のこと、そんなふうに思ってくれているんだ。

　でも、私情を挟んでいるのは直井さんってどういうこと？

「君の気持ちに応えられなくて本当に申し訳ない。でも、俺の気持ちは変わらない」

　それって……直井さんが瑞樹さんに告白したってこと？　直井さんはやっぱり瑞樹さんが好きだったんだ。

「……どうしてそんなに高遠さんのことを？　彼女、男性遍歴もすごそうだし」

「彼女、本当はすごく不器用なんだよ。でも仕事はいつも完璧。それは相当努力しているからだ。黙々と努力できるってすごいと思うけどな。それに彼氏の話はあくまで噂。皆好き勝手言ってるだけで、彼女が肯定したことなんてないはずだ」

「それは……」

　たしかに、私は一度も『彼氏がいます』と言ったことはない。

「私だって努力してます」

「うん。それはよくわかってる。直井さんもよく努力してると思ってる。ただ……高遠さんとは心がシンクロするんだ。直井さんが嫌なんじゃなくて、高遠さんとでなければこの感覚は味わえない。ごめん」

『心がシンクロする』という発言が胸にスッと入ってくる。

　そうかもしれない。強引に始まった関係だけど、彼の私への気持ちがはっきりわかる前から心がピタリと重なる瞬間があった。きっとそれを瑞樹さんも感じているんだ。

「謝られても……」

「そうだよね。ただ、お願いだ。仕事は仕事として高遠さんと接してほしい。俺が企画に携わるのが気にくわないのなら、すぐにでも降りる。この企画が成功するためならなんだってする」

　瑞樹さんの心意気に気圧される。

　自分の意見が間違っているんじゃないかとか、強い反発を食らうんじゃないかとか、尻込みしている場合じゃない。

　私は絶対にこの色鉛筆を商品化したい。そして次の商品につなげたい。

　ふたりのやり取りを聞いていて強くそう感じた私は、そこから離れて営業部に足を進めた。

　覚悟が足りていなかった。

　瑞樹さんは自分がこの企画から降りてでも成功させるとまで言う。

　ボロボロになって血を吐こうが、私にはこの企画をやり遂げる責任がある。

　私はちょうど営業部を出ていこうとする松永くんをつかまえて頭を下げた。

「松永くん、今日の十七時半にまた集まってもらえないかな」

「会議ですか？」

「うん。ちゃんと私の意見をお話ししたいの。開発部の水野さんにも来ていただいて可能かどうか考えていただくつもり」

　もちろん、直井さんと瑞樹さんにもお願いして参加してもらう。

「俺は大丈夫ですけど、直井さんのことは気にしなくても……」

「ううん。妥協した商品なんていらない。だからとことん話し合って最高のものを作りたい」

　リーダーを降りたりしない。そして誰もやめさせない。

　このメンバーでぶつかり合いながら絶対にやり遂げる。

「了解です。その時間までには戻ってきます」

「ありがとう」

　松永くんを見送ると、瑞樹さんと直井さんが戻ってきた。

「お願いがあります。十七時半から会議のやり直しをさせてください」

　ふたりの前で深く頭を下げる。

　瑞樹さんが「リーダーがそう言うのなら、もちろん」と返してくれた。

「ね、直井さん」

　直井さんの反応がなく手に汗握っていると、瑞樹さんが促した。すると彼女は「わかりました」と表情ひとつ変えずにつぶやいて、営業部に入っていく。

「頑張ろう、高遠さん」

「はい」

　私の肩をポンと叩いた瑞樹さんの手から、勇気をもらえた気がした。




　そして会議の時間が迫ると、私は少し早めに準備を整えて皆を待った。

　すると最初にやってきたのは瑞樹さんだ。

「足りない部分は皆で埋める。だから遠慮なく自分の考えを言えばいい」

「はい」

　もう逃げない。リーダーは私。私が引っ張って、この企画を成功させる。

　私以上にこの企画に熱い想いを注ぐ瑞樹さんの前で、いい加減なことはできない。

　それからすぐに全員が集まった。

「何度も申し訳ありません。午前中の続きです」

　私が口火を切ると、直井さんはあからさまに顔をしかめてため息をついている。

「消えても困る、消えなくても困るという点ですが、色鉛筆は基本消えにくいものを製作し、一方で専用のよく消える消しゴムを開発するのはいかがでしょう。といっても、そんなことができるかどうかはわかりませんが」

　さっき言えなかったのは、『そんなものはできるわけがない』と一蹴されるのではないかと危き惧ぐしていたからだ。

　しかし、水野さんが「おぉっ」と声をあげて話し始める。

「いいんじゃない？　やってみる価値はあるよ」

「可能そうですか？」

　瑞樹さんが尋ねる。

「作ってみないとわからないけど、美術の世界では練り消しゴムをよく使うよね。練り消しも品質に差がある。その最高レベルを目指してみよう」

「はい、ぜひ！」

　私は高ぶった気持ちそのままに大きな声を出してしまった。

　すると瑞樹さんは満足げに微笑みながら、再び口を開く。

「今回のこの企画、特殊な色鉛筆を必要としている人に届けるだけではなく、すべての絵を描く人たちをターゲットにできればと思ってます。一般的な形状で製作した上で、握りにくい人にはオプションで持ち手のようなものを作るとか、補助具を添えるという考え方で作っていけば、開発にかけるコストも回収できると思うんです」

　私はただのひらめきだったけど、瑞樹さんはそこまで考えていたんだ。

　単に、一般的に売られている文具を使うことが困難な人たちを喜ばせたいと突き進む私とは違う。彼は会社を引っ張る側の立場として、利益の確保もきちんと念頭に置いた上で企画を進めているんだ。経営者の器ともいうべきか。

　彼の思慮深さには驚かされる。全然敵わない。

「渡会さん、すごいですね。その通りだと思います」

　松永くんが感嘆のため息を漏らしている。そして水野さんも大きくうなずいた。

　皆、瑞樹さんがこの会社の御曹司だと知ったらどんな顔をするんだろう。

　彼は特別扱いをされたくなくてひた隠しにしている。だから聞かされていない部長も一介の社員として扱うし、彼も私たちと同じ立場でものを考え、売り込みをし、ときには会議で熱いバトルを繰り広げる。そんな状態が心地いいんだとか。

　今はまだ会長であるお父さまが信頼を寄せている社長が会社を引っ張っているとはいえ、近い将来その役割は瑞樹さんが背負う。

　でも彼なら啓陽堂をもっといい会社にするに違いない。

「直井さんはどう思われますか？」

　私はずっと黙っている直井さんを促した。ここにいる全員で商品化を実現させたい。

「いいんじゃないでしょうか」

　たったひと言。しかも私を見ることもなく視線は壁に向いたまま。それでも、私をリーダーから降ろすべきだと主張していた彼女に認めてもらえたのはうれしかった。

「ありがとうございます。至らないリーダーですが、精一杯頑張ります。どうかこれからもよろしくお願いします」

　そして会議は無事に終わった。




　その夜もたっぷりと愛されて瑞樹さんの腕の中でまどろんでいると、彼は私の髪を撫でながら口を開いた。

「今日、よく踏ん張ったな」

「はい。どうしても色鉛筆を商品化したくて。助けてくださってありがとうございます」

「俺はなにも」

　クスッと笑っているけれど、直井さんを説得したのは紛れもなく彼だ。

「直井さん、私が気にくわないんですよね」

　ふたりの話を聞いてしまったことは言いにくくて、そんなふうに濁す。

「うーん。多分仕事とは別の理由でな。でも、鈴乃が心配することはなにもない。そのまま突き進め」

「はい」

　返事をすると、彼は私の目をじっと見つめて右の口角を上げる。

　なんだか嫌な予感がする。

「あれっ、余計なことを考えられるほど余裕なのか？　まだ足りないんだな。それじゃ」

「えっ、あっ……ちょっ、んっ」

　彼の熱い唇に翻弄され、それから本当になにも考えられなくなった。




　翌朝。

　ふたりで出勤すると会社の玄関で直井さんが待ち構えていたので、ドキッとした。

「渡会さん、高遠さんをちょっとお借りします」

「えっ？　……うん」

　瑞樹さんは不安げに私を見つめながらもうなずいている。

「心配なら、そこで待っててください」

　彼女はテキパキと指示をしたあと、私を連れてビルの一階にある接客スペースに移った。この時間は他に誰もいない。

「時間がないから単刀直入に言うね。私、渡会さんが好きなの」

　直球すぎる発言に、さすがに目が泳ぐ。

「でも彼、高遠さんが好きなんだって。付き合ってるんでしょ？　それで、彼をあきらめるにあたり、高遠さんの覚悟を聞きたいと思って」

「私、の？」

　覚悟って……なんと答えればいいんだろう。

「そう。高遠さんモテるし、遊びだったら渡会さんは私にちょうだい」

「モテません。渡会さんが初めての彼です。遊びなんてとんでもない」

　直井さんがあまりにまっすぐにぶつかってくるので、包み隠さず話そうと決めた。そうでなければきっと失礼だ。

「初めて？」

「はい。誤解していらっしゃいますけど、私、彼氏がいたことはありません。なんていうか男性にいい思い出がなくて」

「でも、モテるでしょ？」

　直井さんは何度も瞬きを繰り返しながら質問をぶつけてくる。

「いえ、特に。皆さん、私に彼氏がいると思っているようなので、アプローチされたこともありません」

　寺田さんは除いて、だけど。

　直井さんは深いため息をついて首を何度も振っている。

「信じられない。それで、渡会さんのことは？」

「す、好きです。だから直井さんには渡せません」

　近くにいるだろう瑞樹さんに聞こえているかもしれない。恥ずかしくてたまらないけど、どうしても直井さんには渡したくない。

「そう。それならあの企画から降りて。それで彼のことはあきらめるわ」

　思いがけない提案に言葉が出てこない。

　あの企画は絶対に自分の手でやり遂げたい。だからといって、瑞樹さんと別れるつもりもない。

　どうしたら、彼女が納得する答えを出せるの？

　私はしばし考えて、ありのままの気持ちをぶつけることにした。

「それはできません。あの企画はずっと前から私が温めてきたものです。絶対に成功させます」

「それじゃあ、渡会さんは私のものね」

　彼女は勝ち誇った顔をして小さく笑みをこぼす。

「渡会さんのこと、あきらめなくて結構です。でも、渡しません。私はどっちも手に入れます」

　今までこんなに必死になったことがあっただろうか。

　自分でもこれほどはっきりと意見を主張できたことに驚いていた。

　すると目を大きく見開いた彼女は、しばらくしたのち、クスクス笑い始める。

「なんだ。そんなふうに突っかかれるんじゃない。渡会さんはあなたのこと、深く物事を考えているけど、自己主張が苦手だって言ってたのに」

　今まで目がつり上がっていた彼女は、ふと柔らかい表情を見せる。

「ごめんなさい。渡会さんの高遠さんへの気持ちがムカつくほど潔くてイジワルしたくなったの。あなたに覚悟がないならいただいちゃおうと思ってたのは本当よ。でもまあ、これですっきりしたかな」

　あれっ、意外にもあっさりしてる？

『ムカつくほど潔くて』っていうのがちょっと気になるけど。

「でも、ぼやぼやしてるとかっさらうからね。酔わせて寝取るのもいいわね」

　一瞬、なにを言われたのか理解できなくてとっさに反応できない。

「私、うじうじするのは嫌いなの。だからみっともなく渡会さんにすがるつもりはない。でも、高遠さんに勝てると思ったときは容赦しないわ」

　竹を割ったような性格ってこういうことなのかな？と思ったものの、彼女の瞳にうっすらと涙が浮かんでいるのを見つけた。

「私、渡会さんを絶対に離したりしません。一生彼だけを愛します」

　傷に塩を塗り込むような発言かもしれない。

　でも私はあえて言った。

　彼女は本気をぶつけてきているんだから、私も全力で応えるのが礼儀だ。

「言うわね。これからは、仕事でもちゃんとぶつかってきなさいよね。いいもの作るんでしょ？　リーダー」

「はい。よろしくお願いします」

　リーダーとしても認めてもらえた？

　彼女は最後に苦々しいような、それでいて清々しいような複雑な笑みを残して去っていった。

「鈴乃」

　接客スペースから出ていくと、瑞樹さんが待っていた。

「あ……聞こえて、ましたよね」

「だな。俺のこと、大好きなんだって？」

　彼はニヤリと笑う。

「そ、そうです。悪いですか？」

「悪いわけないだろ。こう、胸がキュンとした」

　なに、その乙女な言い方。

　でも、私は気がついてしまった。彼の耳が真っ赤なことを。

「直井さんに告白されたんですよね」

「だな」

「なんとお返事したんですか？」

　さっきの直井さんの発言が気になって尋ねる。

「まあ……鈴乃が好きだから気持ちには応えられないって。それで、どれくらい好きなのか聞かれたから、直井が知ったら引くくらいって答えたような」

　引くくらいって！　まさか、それが功を奏したの？

「直井の気持ちはちゃんと受け取った。だから彼女が俺をあきらめたことを後悔しないように、鈴乃を愛するつもり」

　真顔に戻った瑞樹さんがそんなことを言うので、今度は私の耳が赤く染まった。

「さて、そろそろ行かないと遅刻するぞ」

「ホントだ」

　私たちは慌ててエレベーターに駆け込み、八階の営業部に向かった。

　瑞樹さんは入口のドアを開けて私を先に入れようとする。

　レディファーストが自然と身についているのは、三谷商事で海外経験をたくさん積んだからなのか、もともと備わっているのかはわからないけれど、実にスマートだ。

　だけど、一歩足を踏み入れたところで私は固まった。

　また佐久間くんが来ていたからだ。

　彼は坂巻さんともうひとりの事務員相手に話し込んでいた。

　一難去ってまた一難？

「どうした？」

「いえ」

　立ち止まったからか瑞樹さんが小声で話しかけてくる。

　出ていくのもおかしいので、そのまま自分のデスクに向かおうとしたが、呼び止められてしまった。

「あっ、高遠さん。僕のこと覚えてます？　大学で一緒だった佐久間です」

　やっぱりバレてるんだ。

　先日顔を合わせたとき、牧野さんに名前を呼ばれたので気づかれたかもと思ったが、その通りだった。

　無邪気な笑顔を振りまいている彼だけど、私をけなしたあのときの冷たい鉄仮面のような表情は忘れられない。

「お久しぶりです」

　私は仕方なく挨拶をした。

　するとチラッと私を視界に入れた瑞樹さんがその横を通り過ぎていく。

「すごくきれいになって。最初わかりませんでしたよ。でも〝高遠〟というお名前でビビッときました」

　こなくていいのに。

「そう、ですか。忙しいので失礼します」

　これ以上話したくなくて足を進めようとしたのに「待ってください」と再び止められて、ため息が漏れそうになる。

「保険はいいです。間に合ってます」

　視線を合わせないようにしてそう伝えると、「そうですか」とあきらめたようだ。

「佐久間さん、高遠さんと大学が一緒なんですね。高遠さんの学生時代、興味あるなぁ」

　しかし、すかさず坂巻さんが話しかけているのが聞こえてきて冷や汗が出る。

「そうですね、高遠さんは――」

「坂巻さん、ちょっと資料集めをお願いしていいですか？」

　胃がギュッと締めつけられるように苦しくなったとき、瑞樹さんが坂巻さんに声をかけた。

　多分……わざとだ。私が大学時代はダサかったと告白したから、話してほしくないと思って助けてくれたんだ。

「佐久間さんでしたよね。すみません、今はちょっと立て込んでいまして。優秀な事務の人たちをお返しいただけますか？」

　言い方はとても丁寧なのに、声が鋭い。退出を迫るような緊張感が漂い、それを察知した佐久間くんは「すみません。また来ます」と帰っていった。

「坂巻さん、それでお願いしたいのはこれなんですけど」

　低姿勢な瑞樹さんは、いつもの様子に戻っている。

　彼の心遣いに感謝しながら、自分の仕事を始めた。




　午前中は内勤業務をこなし、午後になり営業に出ることにした。

　瑞樹さんはアポイントがあったらしく、あれから風のように出ていって話していない。

　今日は繁華街の得意先を電車で回ることにした。

　数軒の小さな文具店に顔を出したあと、大型雑貨店に寄り、商品の陳列の乱れを直す。こうしたことは店の人がやるものだけど、接客が忙しいと放置されがちなので気づいたらするようにしている。

「高遠さん、いつも悪いね」

　四十代のちょっぴりぽっちゃり型の男性店員・吉き良らさんは、文房具オタクと言っていいほどあらゆる商品に精通している。そのおかげもあって、ここにしか置いていない商品も売られていて見ているだけで楽しい。

「いえ。今日はお客さんが多いですね」

「そうだね。雨の合間の買い物かな。先日の土砂降りの日はガラガラだったよ」

　彼はそんなことを話しながら隣にしゃがんで同じように陳列の乱れを直し始める。

「わーこれ。中央文具さんの新商品ですね」

　私はボールペンを手にした。見た目はいたって普通のボールペンだけど、インクの質がいいらしく発色が抜群なんだとか。

「高遠さんも文具好きだよね」

「もちろんですよ。幼い頃、サンタさんに文房具一式をお願いしたこともありました」

　それは、毎日頑張るまどかちゃんのための使いやすい文具だった。

　サンタの正体を知らなかったので軽い気持ちでお願いしたんだけど、父も母も探すのが大変だったかもしれない。

　たしかあのときは、握りやすくするために鉛筆につける補助具や、軽い力で消せる消しゴムなんかが置かれていた。もしかして啓陽堂の商品だったのかな。

　結局、その補助具をまねて鉛筆に粘土を巻いたら、そのほうが使いやすいとまどかちゃんが言うので、しばらくお手製の――ちょっと手が汚れる鉛筆で線を描く練習をしていた。

　あの頃は線を引くことすら大変だった。それなのに、画集を出すまでにリハビリを積んだまどかちゃんの努力はすさまじいと思う。

「それは長いね。実は僕も。文具好きになったきっかけは小学生の頃。隣の席のかわいい女の子がおいしそうなにおいの消しゴムを貸してくれたんだ。今で言うなら〝女子力が高い〟と感心して、それからかな」

　吉良さんは照れた様子で続ける。

「それをきっかけに近所の文具店に入り浸り。珍しい商品を見つけるとこづかいを貯めて買って、その女の子に見せてたんだ。で、その女の子が今の奥さん」

「えっ、奥さま!?　それはすごいですね。文具が取り持った仲でしょうか」

　微笑ましい話に声も大きくなる。

「ま、そんなとこ。数十円の鉛筆や消しゴムだって、誰かの人生を左右するかもしれないんだよ。ロマンがあると思わない？」

「本当ですね」

　なんだか啓陽堂の仕事をもっと好きになれそうだ。

　自分の携わる仕事で誰かが幸せになるかもしれないなんて心が高鳴る。

「でも最近はひとつヒット商品が出るとどのメーカーさんも右にならえで、ワクワクしないんだよなぁ。玄人が唸うなるような商品もたまには作ってほしいな。あっ、ごめんね。あくまで個人的な意見だから」

　吉良さんの話を聞き、色鉛筆の企画を絶対に成功させて、他のものにも広げていこうと決意を新たにした。

「いえ。私もこだわりの商品を作りたいと提案しているんです。商品化できたら置いていただけますか？」

「それはうれしい。もちろん置かせてもらうよ。楽しみにしてるから」

「はい」

　吉良さんに元気をもらった私は、意気揚々と会社に向かう。

　すると、ビルの玄関近くで「高遠さん」と呼ばれて足を止めた。

「今帰ってきたの？」

　視線を向けると佐久間くんがいたので顔が引きつる。

「は、はい」

「驚いたよ。こんなに変わってるなんて。高遠って名前を聞かなければ気がつかなかっただろうな」

「そう、ですか」

　彼に憧れていた時期はあったが、〝地味女〟のひと言でそういう感情も吹き飛んだ。

　それだけじゃない。すっかり自信をなくして自分を偽ることばかりに心を砕くようになった。

　もちろん、自分が弱かったせい。だけど少なくとも彼がきっかけだった。

　吉良さんの話を聞いて気持ちが高揚していたのに、一気に地に落ちていく。

「ね、大学生の頃、俺のこと好きじゃなかった？」

　自信ありげな笑みは『知ってるよ』と言いたげだった。

「そんなことありません」

「そうかなぁ。いつも高遠さんの視線を感じてたんだよね。高遠さんって、嘘がつけないタイプでしょ。今も目が泳いでる」

　なにが言いたいんだろう。そんな昔話を掘り起こしたってどうなるものでもないのに。

「こんなにきれいに化けるなら、付き合っておけばよかったな。今からどう？」

「なに言ってるんですか。私、大切な人がいるんです」

　瑞樹さんの顔を思い浮かべて語気を強める。

「彼氏がいるんだ。そりゃそうだよね、今の高遠さん、メチャクチャそそられるもん」

　私の頭のてっぺんから足先まで、いやらしい視線を這わせる彼に吐き気がする。

　そんな目で見ないで。

「その彼氏、高遠さんの大学時代を知ってるの？」

　佐久間くんはニヤッと笑ってジャケットの内ポケットからなにかを取り出した。

「ほら、こんな高遠さんのこと」

　それは大学のゼミで撮った写真だった。あのとき、佐久間くんと一緒に話していた大人びた女の子とその友人が中心で、私は一番隅に写っている。

　黒いフレームのメガネをかけ、ほとんどすっぴん。パツンと切った前髪に、きっちり三つ編み。洋服もサイズがちょっと合っていない感じ。おまけにカットソーが長めなのにスカートも長めでバランスがおかしい。

　私は絶望的な気分でその写真を奪おうとした。

「おっと。知らないのか。そうか」

　佐久間くんは写真をヒョイッと私の手の届かないところに上げて、ニヤニヤ笑っている。

　瑞樹さんにダサかったことは告白したけれど、写真は見せていない。こんな姿、絶対に知られたくない。

「なんなんですか。保険に入ればいいんですか？」

「保険？　入ってもらえるとうれしいけど、それより付き合おうよ」

　彼は理不尽な要求を繰り返す。

「だから彼がいるんです」

「いたっていいよ。恋人ごっこがしたいわけじゃなくてさ、まあ簡単に言うとセフレにならないかって話だし」

　頭が真っ白になった。こんな人に憧れていたあの頃の時間を返してほしい。

「嫌です」

「そう。それじゃあこれ見せちゃおうかな」

　脅すんだ。

　持っている写真はこれ一枚ではないだろう。ここで写真を破り捨てても意味がない。

「やめてください」

「彼氏だけじゃなくて会社の人にも。あっ、うっかり落としたらごめんね」

　うっかりなんて白々しい。〝言うことを聞かなければわざと落とすぞ〟という脅しなんだ。

　どうしたらいい？

　セフレなんて絶対にお断りだ。瑞樹さんと幸せになると決めたのに、ありえない。

　そのとき、佐久間くんの携帯が鳴りだした。

「あーあ、仕事の電話だ。次に会うときまでに考えておいて。――もしもし、いつもお世話になります、佐久間です」

　今、私を脅したばかりの彼は、声色を変えて電話に出ながら離れていった。

　瑞樹さんも仕事用に別の顔があるけれど、佐久間くんとは全然違う。瑞樹さんは私をからかうことはあれど、どんなときでも誠実だ。

　社屋に入ると、一階にあるトイレの個室に駆け込んだ。

　動揺したままでは営業部に戻れなかった。

「どうしよう……」

　瑞樹さんに知られるだけならまだしも、あの様子では社内に写真をばらまきかねない。

　気持ちの整理がつかず、しばらく呆然としていた。

　それでも仕事をサボるわけにはいかない。

　吉良さんに素敵な話を聞いてこれからの未来に希望をもらったところなのに、こんなことで挫折できない。

　十分ほど気持ちを落ち着けてから営業部に向かうと、瑞樹さんは戻っていた。

　彼はちょっとした変調も見抜く目を持っている。動揺でいっぱいなことを知られたくない。

「ただいま戻りました」

「お疲れ」

　だから私は、いつものように元気よく挨拶をする。

　すると瑞樹さんも他の部員に交ざって声を返してくれた。

「高遠さん、さっきまた佐久間さんがいらしてね、これ置いていったよ」

　牧野さんが席に着いた私に新たな保険のパンフレットを差し出してくる。

「ありがとうございます」

　今すぐ捨ててしまいたいけど、周りの目があるここではできず、バッグにしまった。

「あの保険会社、結構よさそうだよ。坂巻さんも私も見直してもらったら、乗り換えたほうがいいってわかったの」

「そうですか。検討します」

　早くこの話題から逃れたい一心で返事をしながらパソコンを立ち上げると、牧野さんは離れていった。

　ちょっと感じが悪かったかも。でも、取り乱すよりマシかな。

　私はおどおどしながら、今日の売り上げチェックに没頭した。




　それから二十分。定時の十七時半が過ぎて事務の人たちが帰っていく。

　坂巻さんも瑞樹さんのひと言が効いているのか、最近は残業を頼んでこない。

　私もそろそろ帰れそうだ。

　今日は金曜。夜もゆっくりできるので、なにか手の込んだ夕食を作ろう。

　そう思い、頭の中でメニューを思い浮かべようとしたけれどうまくいかない。佐久間くんの顔ばかりがチラつく。

　まずいな。これじゃあ察しのいい瑞樹さんに、様子がおかしいとバレてしまう。

　私は小さなため息をつきつつ最後の打ち込みを終えたあと、すぐに席を立って会社をあとにした。

　ビルの玄関を出たところで瑞樹さんからメッセージが入る。

【俺ももう少しで帰れるから、たまには外で飯を食おう。『Laラ merメールTOKYOトーキョー』の『プレジール』で待ってて】

　La mer TOKYOというのは、うちの会社から徒歩十分ほどのところにある超大型商業ビルで、その二階にあるカフェで待ち合わせをしようということらしい。あのビルの上層階には素敵なレストランが並んでいるので、そこに行くのかもしれない。

　メニューを思いつかないほど佐久間くんのことで頭がいっぱいだった私は、【わかりました】と短いメッセージを返した。

　プレジールでカフェラテを飲んでいると、それから十五分ほどで瑞樹さんが姿を現した。でも、彼と同じくらい背の高い男性を連れている。誰だろう。

　瑞樹さんは私を見つけて軽く手を挙げたあと、コーヒーを注文しにカウンターに行き、その男性とともにやってきた。

　ここは注文しておいて各テーブルに持ってきてもらうスタイルだ。

「鈴乃、お待たせ。コイツ、九条。ここのビルにある法律事務所に勤めてるんだ」

　九条さんって、借金の処理をしてくれた弁護士さん？

　慌てて立ち上がり、頭を下げる。

「初めまして。高遠鈴乃です。その節は本当にありがとうございました」

　あれからスキンヘッドに脅されることもない。借金に関する処理は全部九条さんにお願いしたからもう大丈夫だと瑞樹さんが言っていたけど、その通りになっている。

「鈴乃、間違ってるだろ」

「なにが？」

　瑞樹さんに挨拶をツッコまれて首を傾げる。

「お前の名前は？」

「あっ。……渡会鈴乃です」

　会社では高遠のままだし、渡会と名乗ることは少ないので慣れない。

「まったくお前は、相変わらずサディストだな。奥さんには優しくしろ」

　お友達だという九条さんにそう言われるということは、いつもこの調子なのかも。

「九条蒼そう介すけです。私は仕事をしただけですから、お気になさらず。それに、あの闇金はタチが悪くて、前から潰したいと思っていたんですよ」

　爽やかな笑顔で『潰したい』なんて平然と口にする彼も、サディストだったりして。類は友を呼ぶと言うし。

「座ろうか」

　瑞樹さんは私たちを促す。

　窓際の私の隣に瑞樹さん、その向かいに九条さんが座った。

「九条に会わせておきたいと思って。一応友達だから」

「一応ってなんだよ」

　九条さんは一瞬眉をひそめたが、すぐに笑顔に戻り、私を見つめて続ける。

「まあ、渡会は適当そうにも見えますが、ちゃんといろいろ考えている男だと私が保証します。でも、深刻な悩みほど他人に言わないから心配することも多くて。鈴乃さんがいらっしゃれば、この先は大丈夫ですね」

『深刻な悩みほど他人に言わない』という発言にドキッとする。もしかしたら、まどかちゃんのことがあって、我慢することが当たり前になっているのかも。

　千葉の母のところに挨拶に行ったとき、私の父に『よく頑張ってるな』と言われてうれしかったと漏らした。本当はいろいろな困難を抱えて悩み、それでもおくびにも出さず踏ん張っているに違いない。

「適当そうってひどい言い草だな。そういえば、お前も彼女を連れてくるかと思った」

「書類作りを頼みすぎたらしくてテンパってて、全然余裕がなさそうだから今日はやめておいた。また今度会わせるよ」

　彼女も一緒に働いているのかな。

　そのとき、店員さんがブレンドコーヒーを持ってきた。ふたりは早速口をつけている。

「九条も結婚するんだろ」

「まあそのつもり。逃げられないようにはしてる」

　その言い方……やっぱり九条さんもサディストのくくりに入りそうな人だわ。

「けど、まさか渡会に先を越されるとはびっくりだよ。一いちノの瀬せはとっとと結婚してアメリカに飛んじまったし。あとは俺だけか」

　アメリカって……。もしかして前に聞いたお友達？

　私が首を傾げていると瑞樹さんが気づいた。

「一ノ瀬は、例の三谷商事の跡取りのこと。学生時代から三人でよく飲み歩いてたよなぁ」

「そうだな」

　九条さんはうなずいている。

　よほど気が合う仲間なんだろう。

「九条も頑張れよ」

「ま、あと数週間の間には連絡する」

　えっ？　結婚のこと？　数週間以内にプロポーズすると言っているの？

「素敵ですね。そのときはぜひお祝いさせてください」

　私が口を挟むと、九条さんは「ありがとうございます」とちょっと照れた表情を見せる。

「渡会のプロポーズはどんなのでした？」

「え……」

　いや、最初は借金の肩代わりをするから結婚しろと言われたけれど……。

「お前さぁ、そういうことは聞くな。言いたくないってわかってて聞いてるだろ」

「バレたか」

　九条さんのサディスト疑惑が正解だったと確定した。

「なんて言われたかは聞かないでおきますけど、コイツかなり必死だったことはお伝えしておきます」

「九条、余計なことは言うな！　お前の彼女にもいろいろバラすぞ」

　瑞樹さんがこんなに慌てているところを初めて見たかも。なんだか新鮮。

　でも、かなり必死だったなんて知らなかった。それはうれしい。

「遠慮しとくよ。ごめん、アイツちょっと助けてやりたいから、また今度ゆっくり」

　九条さんはチラッと腕時計を視界に入れて立ち上がる。

「おぉ、忙しいのに悪かったな。一ノ瀬が一時帰国したら集まろう。そのときは彼女が奥さんになってることを祈るよ」

「お前に祈られても」

　クスッと笑う九条さんは、優しそうな人だった。

　彼がいなくなると、瑞樹さんは残ったコーヒーに口をつける。

「突然悪かったな。ずっと会わせたいと思ってたんだけど九条も忙しくて。さっきあの闇金を廃業に追い込めそうだって連絡が来たから」

「廃業!?」

　しれっと『潰したい』なんて言っていたけど、希望ではなく現実だったんだ。

「うん。アイツ、飄ひょう々ひょうとしてて腹の中は読みにくいヤツだけど、結構熱くて。曲がったことが大嫌いなんだ。そういうところは尊敬してる」

「素敵な方ですね。お会いできてよかったです」

　彼にとって特別な存在の人に会わせてもらえたんだと思うと、大切にされていると感じられてうれしい。

「さて、飯に行くか。俺、寿司が食いたい気分なんだけどどう？」

「食べたいです」

　ちょっと元気が出た。

　私たちはそれから五十三階にある、とんでもなく高級な寿司屋で食事を楽しんでから帰宅した。




　その夜も彼は私を激しく抱いた。

　丁寧な愛あい撫ぶに悶えながらしがみついて甘い声をあげてはいたけれど、佐久間くんのことを考えるとやはり不安は拭えない。

　こんなに愛されているのに、いや愛されていると感じているからこそ、もし佐久間くんのせいで私たちの間にひびが入ったら……なんてつい顔が険しくなる。

　瑞樹さんは着飾っていない私も受け入れてくれる。でも、大学時代の私の残念さが彼の想像の域を超えていて、幻滅するんじゃないかと頭の中がいっぱいだった。

「鈴乃。気持ちよくなかった？」

「えっ？　気持ちよかったです」

「珍しいな。気持ちよかったなんて照れもせずに言うなんて」

　しまった。気持ちよかったのは嘘じゃないけど、とんでもなく恥ずかしいことを口走ったみたい。

「あっ、それは……」

「なに？　もう一回っておねだり？」

「違います！」

　ちょっと大きめの声で否定すると、彼はクスッと短い笑いをこぼしたあと、私を腕の中へ誘う。

「どうした？　なんかあった？」

　あぁダメだ。やっぱり隠しきれてない。

「なにも」

　今日はとてもいい日だったのに。吉良さんに心温まる話を聞いて、瑞樹さんの大切な人にも対面できた。佐久間くんにあの写真をチラつかされたこと以外は。

　たったひとつの出来事で、こんなに気分が沈んでる。

　九条さんに、瑞樹さんは深刻な悩みほど他人に言わないという話を聞いて、それを話してもらえる妻になりたいと思ったのに、私のほうが打ち明けられない。

「そっか」

　表情は見えないが落胆を含んだ声で、私が話さないのをがっかりしていることはわかった。

　ごめんなさい。でも言う勇気がないの。

　だけど……セフレなんて絶対に嫌。もう一度佐久間くんにキッパリ断ろう。

　そんなことを考えていると、彼は私の髪を撫でだした。

　それからどれくらい経っただろう。彼の心音を聞きながらあの写真のことを考えていると、「鈴乃」と名前を呼ばれて腕の力が緩んだ。

　額に唇を押しつけられて頬が赤らむ。それよりすごいことをしているというのに、なんだかとても照れくさい。

「愛してる」

「瑞樹さん……」

　弱っているときに『愛してる』なんて囁かれたら、すがりたくなる。

　でも、佐久間くんのことは自分で解決しよう。借金の件でも頼ってしまったし、なんとか自分で。

　私は自分から彼の胸に顔をうずめた。

　そして、その夜はそのまま眠ってしまった。




　翌朝目を覚ますと、一糸纏わぬ姿だと気づいて「あっ」と小さな声が出る。

　最近はエッチが激しすぎてくたくたで、彼の腕の中でまどろみながら眠りにつくことが多い。

　眠るときは全裸主義の瑞樹さんは〝いつも通り〟かもしれないけれど、私は違う。

　そーっと布団を抜け出そうとしたのに……強い力で腕を引かれて、彼に覆いかぶさってしまった。

「キャッ」

「あれっ、誘ってる？」

「違いま……ん」

　あっさり唇を奪われて、甘いため息が漏れる。

「その声、とろけるな。やっぱり誘われてる」

「瑞樹さん！」

　男の人の力は強い。一瞬で組み敷かれて、首筋に噛みつくようなキス攻撃。

「今日は休みだし、一日中しようか」

「壊れますって！」

「壊れろよ。頭が真っ白になって俺の愛撫にあえいでいる鈴乃、すげー好き」

　そんな露骨に言葉にしないで！

　しかも、恥ずかしくて反論できないとわかって言っているに違いない。

　九条さんが言った通り、完全なるサディストだ。

　必死にフルフルと首を振っていると、彼は「ははっ」と笑って離れていく。

「また夜にな」

　どうやらあきらめたらしい。彼はシャワーを浴びに向かった。

　壁の時計を見ると、もう十時近い。休日とはいえ寝すぎたみたい。

　それから慌ててカットソーとジーンズを身に纏い、朝食の準備に取りかかる。

　コンタクトはせずにメガネのまま。髪も邪魔にならないようにひとつに束ねただけで、化粧もまだ。

　こんな私でも瑞樹さんは『かわいい』と何度も囁く。

　やっぱり佐久間くんのことを打ち明けようか。

　あの写真を見たとしても、きっとなんでもない顔をして抱きしめてくれるはず。

　だけど、会社にバラまかれたら？　必死にいい女のフリをしてきたのにあんまりだ。それでも、あんな男のセフレになるよりずっとマシか……。

　あれこれ考えを巡らせていると、いつの間にか瑞樹さんが隣にやってきた。上半身裸のままの彼からフワンとボディソープの甘い香りが漂ってきてドキッとする。

「メガネを外すのはなんのサインだっけ？」

　私のメガネをスッと上にずらした彼は、鼻と鼻が触れそうな距離まで近づき、艶やかな声で囁く。

「えっ？」

「なぁ、なんのサイン？」

　これは言うまで許してもらえないパターンだ。

「キ、キス」

「よくできました」

　瑞樹さんは満足げに微笑み、熱い唇を重ねてきた。

　毎日この調子で、時々料理が焦げる。今日のオムレツはなんとかセーフだ。

　ブランチの時間なのでいつもの朝食よりボリュームアップ。チキンと野菜のソテーとチーズオムレツ、そしてクロワッサンやヨーグルトをテーブルに並べると、いったんベッドルームに行っていた彼が服を着て戻ってきた。

「お、今日もうまそう。いただきます」

　きちんと手を合わせる瑞樹さんが私の目を見つめて微笑む姿を目の当たりにすると、結婚してよかったといつも思う。

　子猫を見た瞬間のような優しさに満ちあふれる微笑みは、私を一瞬で幸せにする。

　それなのに、佐久間くんのことでモヤモヤしているのがとてもつらい。

「今日、まどかと待ち合わせしたから」

　彼が唐突にそう言い出したので驚いて手が止まる。

「まどかちゃんと？」

「うん。なんかアイツ、お気に入りのケーキショップがあるんだってさ。付き合ってやってくれない？」

「瑞樹さんは？」

「俺は留守番。まどかが鈴乃とふたりがいいんだってさ」

　そうなの？　一緒に行くんだと思ってた。

「もちろん、私もうれしいですけど」

　いいのかな？

「浮気すんなよ？」

「えっ、まどかちゃんに？」

「あはは。そう。まどか、昔っから俺が食ってるおやつを横取りしてただろ」

　それはお菓子の話じゃない。しかも、瑞樹さんが食欲のないまどかちゃんを心配して、わざと目の前でおいしそうに食べるから、まどかちゃんも欲しがったんだよ。

　ふと記憶がよみがえるたび、彼の優しいところばかり浮かんでくる。

「私はおやつじゃないですよ」

「そうだった」

　肩を揺らして笑う彼は、表情が柔らかい。昨日の変な空気を引きずってなくてよかった。

　朝食が終わると、瑞樹さんが買ってくれた洋服に着替えた。

　今日はシャーベットオレンジのカットソーと、白の七分丈パンツ。車いすを押すこともあるかもしれないので、パンツスタイルにした。

　そして化粧は相変わらず薄めに。でもやっぱりメガネはコンタクトに替えた。

「仕事のときともちょっと違うな。かわいさがよりプラスされた感じ」

「そんな……。ありがとうございます」

　瑞樹さんは私を褒めることを忘れない。

「それじゃ、行くか」

　どうやらケーキショップまで送ってくれるらしい。

　私は素直に甘えることにした。




　十四時過ぎに到着したのは『パティスリー ド ショコラティエ』というこぢんまりとしたケーキショップ。いや、チョコレートショップ？

　甘い香りがしてくる大きな窓から店内を覗いたものの、まどかちゃんの姿はまだない。

　するとすぐにタクシーがやってきて私たちの前で止まった。

「まどかだ」

　いち早くまどかちゃんに気づいた瑞樹さんが、開いたトランクから車いすを取り出して、後部座席に座る彼女の前に持っていく。

　まったく自然な動作で、サポートが身についているんだと感心するばかりだった。

「お兄ちゃん、ありがと。鈴乃ちゃん！」

　まどかちゃんは満面の笑みを浮かべる。

　千葉で彼女の家に通っていた頃は、こんな弾けた笑みを見たことがなかった。瑞樹さんが、ハンバーグやカレーが出てくるとまどかちゃんが笑うから好きになったと言っていたけど、それくらい彼女の笑顔は貴重だった。

　それが今はこうして自然な笑顔が出るのを見ていると、感慨深い。

「それじゃ、俺は帰る。鈴乃、まどかを頼むな。帰りも連絡をくれれば迎えに来るから」

「ありがとうございます」

　私たちは瑞樹さんを見送ったあと、早速店内に入った。

　驚いたのは、店の入口から席に至るまで完全にバリアフリーになっていること。車いすを押して手伝うつもりだったのにまったく必要なかった。

　店員に案内されて窓際の席に着くと、まどかちゃんが口を開く。

「ここね、車いすの女性パティシエさんが働いてるんだよ」

「えっ！」

　だから配慮が行き届いているんだ。

「すごいでしょ。それで、このいちごタルトを作ってるの。メチャクチャおいしいんだから」

　彼女はメニューに載っているおいしそうなタルトの写真を指さす。

　そのひと言で注文が決まった。

　他にまどかちゃんは紅茶、私はコーヒーを注文して早速おしゃべり開始。

「私ね、車いすになってからずっと沈んでて。鈴乃ちゃんが来てくれることだけが生きがいみたいになってたの。ホントありがと」

「なに言ってるの。私は楽しかったから遊びに行ってたんだよ」

　たしかに、他の友達と遊ぶように外を駆け回ったりはできなかった。でも、まどかちゃんとおしゃべりをしたり、鉛筆を握る練習を見ているだけで十分だった。ほんのわずかでも彼女が線を引けると、飛び上がるほどうれしかったのを覚えている。

　私は瑞樹さんみたいにサポートできず、せいぜい鉛筆に粘土をくっつけるくらいで、お礼を言われるようなことはなにもしていないのに。

「東京に越してきて、鈴乃ちゃんに会えなくなって寂しかったけど、たくさん絵を描いたの。最初はひどかったけど少しずつうまくなってきて、画集を出したり個展を開けるようになったんだ。これも鈴乃ちゃんが励まし続けてくれたおかげ」

　私は彼女の絵が本当に好きだった。ただそれだけ。

「ううん。まどかちゃんが頑張ったの」

「あはっ、それもある」

　白い歯を見せる彼女はとてもポジティブに変わっていた。

　それなのに私は……佐久間くんのひと言を引きずり、昔の写真に怯えている。

　そのとき、いちごタルトが運ばれてきた。

「うわっ、すごくおいしい」

「でしょー」

　早速食べ始めたが、ふとまどかちゃんの手元を見ると私とは違う柄の太いフォークを使っている。

「あぁ、これ？　私、常連だから言わなくても出してくれるの。細いのは持ちにくいって理解してもらえてて。前にお皿をひっくり返しちゃったときは丸ごと取りかえてくれたんだよ。ここはケーキがおいしいだけじゃないんだ」

　そっか。まどかちゃんにとって、居心地がいい場所なんだ。

「ここは安心できる場所なんだね」

「そうなの。鈴乃ちゃんにとって、お兄ちゃんがそういう存在になるといいんだけど」

「どういう意味？」

　唐突に瑞樹さんのことを口にするので不思議に感じる。

「本当は言うなって口止めされてたんだけど、言いたいから言っちゃう。今日ね、お兄ちゃんのほうから鈴乃ちゃんと会ってほしいって連絡してきたの」

「瑞樹さんが？」

　てっきりまどかちゃんからだと思っていた。

「もちろん会えるのがうれしくて、すぐに『うん』って返事したんだけどね。で、鈴乃ちゃんが悩んでるみたいだけど自分にはまだ聞き出せないから、聞いてあげてほしいって」

「そうだったんだ」

　そんな素振りまったくなかったのに。

「うん。すごく心配してた。でも、お兄ちゃん、結構強引に結婚を進めちゃったから自分が悪いって」

「そんなことない」

　私は首を振る。

　たしかに、借金をきっかけに進んだ話だったけど、今では彼が本気で私を好きだったんだと十分すぎるほどわかっている。

「ふふふ。強引ってなにしたのってツッコんだけど教えてくれなかった」

「あはっ」

　まあ、そこはまどかちゃんに教えなくてもいいかも。

　だけど私のためにこうして吐き出す時間を作ってくれたんだ。しかも、自分よりまどかちゃんのほうが心を開きやすいと思って。

　もしかしたら瑞樹さんを傷つけたかもしれない。

　まどかちゃんとはたしかに話しやすい。しかし瑞樹さんに話せないのは彼との仲が深くないからじゃなくて、嫌われるのが怖いからなのに。

　彼を失いたくない。そんな強い気持ちがたしかに自分に芽生えている。

「私、ね……」

「うん」

　話し始めると、まどかちゃんはフォークを置いて耳を傾ける。

「大学生の頃まですごくダサダサだったの。ぱっつん前髪にきっちり三つ編み。大きい黒縁メガネをして、それが似合っていればおしゃれだったかもしれないけど全然で。お化粧もほとんどしてなくて、洋服も」

「そうなの？　だって今、すごくおしゃれじゃない」

　私たちが互いを知っているのは小学生の頃まで。当時は母に言われた服を着て、髪形も肩下十センチくらいのストレートで、やっぱり前髪はぱっつんだった気もするけれど、皆そんな感じだった。

「雑誌で一生懸命勉強したの。大学生の頃、ちょっといいなと思ってた男の人に〝地味女〟って言われちゃったから」

「ひどい」

　まどかちゃんは口をあんぐり開けている。

　彼女は胸まであるストレートの髪がツヤツヤで、お手入れに気を使っているのがわかるし、洋服も、もしかしたらブランピュールのものかも。見たことがある。

「それですっかり自信がなくなって……。だから、就職してからは必死に着飾ってたの。だけどこの前その人に再会して。それで、あの頃の写真をばらまかれたくなかったら、セ、セ……」

　そこで口を閉ざした。

　いくら仲のいい親友とはいえ、〝セフレ〟なんて言い出しにくい。

「俺と付き合えって。大切な人がいるって言ったのに」

「なるほど、セフレになれって言われたんだ」

　濁したことをあっけらかんと口にされ、こちらが照れる。

「それでお兄ちゃんに言えなかったんだね」

「……うん。瑞樹さんは私がダサかったことを知っているけどきっと想像以上だし、幻滅する気がする。それに会社の人にも知られたら……」

　まどかちゃんは何度も小さくうなずいて顔をしかめる。しかしすぐに、「おいしいもの食べて元気出そ」と再びタルトを口に運ぶので、私もそうした。

「このタルト、何度食べてもおいしい。鈴乃ちゃん、また一緒に来てくれる？」

「もちろんだよ。甘酸っぱくてくせになりそう」

　私が返事をすると、目を細めて微笑んでいる。

　それからふたりともあっという間に食べ終わった。

「私がこうして外に目を向けられるようになったのは、お兄ちゃんたちのおかげなの」

「うん」

　紅茶をひと口飲んだあと、彼女は話しだした。

　あの頃の献身的なサポートを見ているので納得だ。

「特に上のお兄ちゃん。私、歩けなくなった上に最初は握力もなかったでしょ？　食事もほとんどこぼすし、いつもイライラしてて『どうせ食べられないでしょ！』って、料理を出された瞬間に皿をひっくり返したこともあったんだ」

　たしかにあの頃のまどかちゃんは自分で食事をするのも難しかった。

「お兄ちゃん、私のぶつけようのない悲しみみたいなものをちゃんと理解してくれて、怒らなかったの。でも、リハビリを放棄したときだけは、すごい雷が落ちたんだよ。『お前の可能性を俺は知ってる。勝手に放棄するのは許さない』って」

「瑞樹さんがそんなことを……」

　まどかちゃんは「怖かったんだから」と苦々しさ半分の笑みを浮かべている。

「それからは必死に頑張った。それでも全然うまくいかなくて、ある日お母さんがいないときにプリンを食べようとしてひっくり返したの。そうしたらお兄ちゃんがきれいに片付けてくれた。でも私、情けなくて『これじゃあ私のこと嫌いになるよね』って言っちゃった」

　胸が痛い。まどかちゃんはどんな気持ちで瑞樹さんにそう尋ねたんだろう。

「そうしたら『そんなに簡単に嫌いになるかよ。家族だろ』って。ずっと不安だったからすごくうれしくて、プリンの匂いプンプンさせながら号泣しちゃった」

　彼女はペロッと舌を出して茶化しながら話しているけど、うまくいかないことばかりで相当つらかったはず。けれど、瑞樹さんの優しさが立ち直るきっかけになったんだろう。

「下のお兄ちゃんは、私が髪を結びたいのに自分でできないっていつも言ってたからか、美容師になったんだよ。今では『アクア』って美容院でカリスマ美容師ってやつやってる」

「アクアの？」

　テレビにも出てるあの有名な美容師さんが瑞樹さんの弟だったの？　だからまどかちゃんの髪も手入れが行き届いているんだ。

「うん。今度紹介するから、鈴乃ちゃんも切ってもらったら。なかなか上手だよ」

　なかなかどころか、簡単には予約すらとれないような人だ。

「渡会一家、なんかすごいな……」

「うん、自慢の家族なの。でも、鈴乃ちゃんもそうでしょ？」

「私？」

　瞬時に意味がわからずに首を傾げると、まどかちゃんは白い歯を見せる。

　この笑い方、瑞樹さんに似てる。

「鈴乃ちゃんはもう私たちの自慢の家族なんだよ。前にも言ったでしょ。お兄ちゃんは鈴乃ちゃんが大好きなの。なにがあっても嫌いになったりしない。もし周りになんか言われても堂々としていればいいの」

　まどかちゃんの励ましに目頭が熱くなり、すぐに言葉が出てこない。

　そういえば以前、『鈴乃はいい家族になれるよ』と瑞樹さんにも言われたことがあったな。

　必死に唇を噛みしめて涙をこらえたけれど、一粒だけテーブルに落ちた。

「そっか。そうだよね。私、ずっと地味女って言われたこと、引きずってた。でも、今の私はあの頃の私とは違うもんね」

「そうだよ。私も昔とは違うんだ。鈴乃ちゃんとお兄ちゃんが作った色鉛筆で絵を描いて、いつかまた個展をするの。結構輝いてるでしょ」

「うん」

　まどかちゃんと会えてよかった。それに、こうして彼女と会わせてくれた瑞樹さんに感謝の気持ちでいっぱいだ。




　それから私たちはお土産にチョコレートを買い込み、瑞樹さんにお迎えを頼んだ。

　なんだかとてもたくましく成長しているまどかちゃんは、瑞樹さんが家まで送ると言ったのに、『新婚のイチャイチャなんて見たくない』と、そそくさとタクシーに乗って帰っていった。

　私と瑞樹さんは顔を見合わせてポカーンとしていたけれど、彼女が元気でうれしい限りだ。

「楽しかった？」

「はい、すごく。瑞樹さん、ありがとうございました」

「ん？　迎えに来たこと？」

　あっ、今日はまどかちゃんから誘われたことになってるんだった。

「ふふ。いろいろです」

「なんだそれ。まどかのヤツ、よからぬことを吹き込んだな」

　ハンドルを操る彼は、小さな笑みをこぼしている。

「どうでしょう」

「本気か？　アイツ、今度締めないと」

　と言いつつも、頬が緩んでいる。

　彼もまどかちゃんが明るさを取り戻し、外の世界と触れ合いながら生き生きとしているのがうれしくてたまらないんだろうな。私もそうだから。

　そんなことを考えながら、すべてを瑞樹さんに打ち明けると心に決めた。

　だって、大切な家族、だから。




　その日の夕食は、カニクリームコロッケを主菜に、アスパラのホイル焼きなど数品を並べてワイングラスを傾けた。

　瑞樹さんと一緒に暮らし始める前は、お財布がピンチのときは食事を抜くことすらあったので、贅沢な食事は今でも腰が引ける。だけど、彼がとろけそうに柔らかい笑顔で私が作った料理を口に運ぶのを見ているのがうれしくてたまらない。

「今日も本当にうまいよ。このコロッケなんて最高。いくつでも食べられそうだ。ワイン空いてるね。もっと飲む？」

「ありがとうございます。でもワインはもう。あとでお話ししたいことがあるんです」

　思いきってそう伝えると、彼は一瞬目を大きくしたあと口角をわずかに上げた。

　私たちは話をする前にお風呂を済ませることにした。そのほうがゆっくり話せるからだ。

　彼に続いて入浴したものの、どう話したらいいのかと考えがグルグル頭を回り、長風呂になったせいでちょっとのぼせ気味。

　私はメガネをかけて、リビングに向かった。

「長いと思ったら、ゆでだこになってる」

　ソファに座っていた瑞樹さんの隣に座ると、耳みみ朶たぶに触れられ盛大に笑われる。

　少年のような無邪気な笑みを漏らす姿は結構貴重だ。会社では王子さまの爽やかスマイルは見せても、こういう笑い方はしない。

「さてと」

　彼は真剣な表情に戻り、私の言葉を視線で促す。

　緊張で呼吸が苦しいくらいだけど、ありのままを話そうと決めたんだからと口を開いた。

「黙っていてごめんなさい。実は……あの保険のセールスの――」

「あぁ、大学が一緒だったとかいうあの人？」

「はい。地味女って、彼に言われたんです」

　なんだか気まずくてうつむき加減で言うと、彼は私の膝の上の手を握りしめる。「そうだったのか。苦い再会だったんだな」

　うなずくと、瑞樹さんは肩に寄りかからせてくれる。

「それで――」

　写真で脅されてセフレになれと告げられたこと。その写真を会社にバラまくとまで言われたことを包み隠さずに伝えた。

「アイツ、そんなことを……」

「ごめんなさい。大学時代の私は本当にひどくて、あの写真を瑞樹さんに見られたら嫌われるんじゃないかと思うと言えなくて」

「バカだな。俺は鈴乃がきれいになってたからってだけで惚れたんじゃないぞ。まあ、美人には違いないから説得力ないかもしれないけど」

　額に唇を押しつけたあと続ける。

「大学時代の鈴乃に出会っても恋に落ちた自信がある。昔と変わらない清らかさを保ったお前は、俺の理想のど真ん中なんだ」

「瑞樹さん……」

　まどかちゃんが言った通りだった。彼はまったくためらうことなくどんな私も受け入れる。

「そんな純真な鈴乃を脅すなんて、許さない」

　瑞樹さんはギリギリと音が聞こえてきそうなほど歯を食いしばり、怒りに満ちた表情を浮かべている。

　それから私の腕を強く引き、自分の足にまたがらせて向き合うように座らせた。

　絡まる視線が熱くてドキドキが止まらない。

「気づいてやれなくてごめんな。怖かっただろ」

　瑞樹さんが謝る必要なんてひとつもないのに。

　小さく首を振って『大丈夫』と態度で示すと、彼は私の頬に手を伸ばしてきて包み込む。

「全部俺がなんとかする。だから心配いらない。……でも鈴乃、ひとつだけ約束して」

「約束？」

「あぁ。鈴乃はもっと自信を持て。この俺が閉じ込めてどこにも出したくないと思うほど惚れた女なんだぞ」

　閉じ込めてというのはどうかと思うけど、瑞樹さんの強い気持ちがガツンと伝わってくる。

　佐久間くんの発言に囚とらわれた人生は今日で終わりにしよう。

　だって一番大切な人が、どんな私でも好きだと言っているんだもの。

「洋服のコーディネートを考えるのもコンタクトにするのも、鈴乃がしたいならすればいい。だけど、もし無理して疲れるんだったらやめればいい」

「やめたく、ないです。魅力的になって、瑞樹さんにもっと好きになってもらいたいから」

　今日は胸の内を洗いざらい話そう。

　就職したばかりの頃は慣れない行動に疲れもした。だけど今は身についているのでそれほどでもない。

　一日中気を張っているのはつらいので、家ではメガネにもするし、だらしないこともきっとある。でも、彼の自慢の妻でいたいという欲求が私を支配する。

　恋をするときれいになるなんて言うけれど、こういうことなのかな？なんて。

　それに、愛する人のためにきれいでありたいと努力するのは、ちっとも苦じゃない。

「まったく、お前は。男の煽り方は教えてないぞ」

　呆れ顔の瑞樹さんはさりげなくパジャマの裾から手を入れてきて、私の腰に触れる。

「そんなつもりは……」

　目を真ん丸にして否定しても、彼はイジワルな笑みを浮かべるだけ。

「俺にすぐに言わなかったお仕置きしないとな」

「お仕置き？」

　なにするつもり？

　身構えていると、彼はテーブルに置いてあったお土産のチョコレートをひとつ手にした。それは、シャンパンが香るちょっぴり大人の生チョコレート。まどかちゃんが、こういうチョコなら甘いものを好まない瑞樹さんも食べると言うから選んだものだ。

「食べさせて」

「はっ？」

　食べさせる？

　なぜか私のメガネを取り去った彼は、不敵に微笑む。

　心配をかけたのには違いないので素直に従おうと、それを手に取り、彼の口の前に差し出すと「違うだろ」と不機嫌に返される。

「違うって？」

　食べさせてって言ったじゃない。

「メガネを外すのはなんのサインだ。口移しに決まってるだろ」

「えっ！」

　思わぬ要求に声も大きくなる。

「早くしないと体温で溶けるぞ」

　そうだけど、口移しなんて。

　戸惑い固まっていると、彼は私の目をじっと見つめる。

「なぁ、早く」

　そして、たまらなく甘い声で囁かれて、催眠術がかかったかのようにうなずいていた。

　歯で軽くチョコを挟み、彼との距離を縮めていく。

　すると、激しく暴れだした心臓が、どうにも言うことを聞いてくれなくなった。

「もう待てない」

　劣情のため息をついた彼が、私の頭をグイッと引き寄せてチョコを半分かじり、そのまま深いキスに変わる。

　甘い疼うずきが全身を駆け抜け、心臓は最高潮に高鳴り、体が火照る。

「ん……。はぁっ」

　口内で溶けていくチョコレートが舌と舌で交換されて、媚薬へと変化していくかのようだ。体に力が入らなくなり、恥ずかしい声が漏れる。

　激しいキスは、そのあとしばらく続いた。

「はっ」

　ほとんどチョコが溶けたところでやっと解放されて息を吸い込むと、彼は私を強く抱きしめる。

「なにがあっても離さない。お前は一生俺の女だ」

　彼に愛されると、しぼんでいた自信が大きくなっていく。

　もう、自分を蔑んだりしない。

　堂々と生きていく。

「はい」

　私が返事をすると、彼はチョコレートの香り漂う唇をもう一度重ねた。










過去に決別




　週明けの月曜は、真夜中の雷雨のせいか空気が少しひんやりしているように感じられた。

　私はいつものように身支度を整え、大きな鏡でチェック。今日は白のフリルブラウスに、濃紺のボックスプリーツのスカートをコーディネートした。

　瑞樹さんにかわいいって言ってもらえるかな？なんて鏡の中の自分に問いかけて、頬を上気させる。

　リビングに向かうと、ボルドーのネクタイを締めていた彼は、目を弓なりに細める。

「今日もかわいいな。俺の奥さん」

　期待通りの言葉をもらった上に、奥さんとまで付け足されて、照れくさくてたまらない。

　瑞樹さんはチョコレートキスがやみつきになったらしく、出かける前に要求してきたけれど、さすがに突っぱねて家を飛び出した。

　すると彼は追いかけてきて、子供のように頬を膨らませている。

　そんな姿が新鮮で、私に心を許しているんだと思えてどうしてもにやける。

　おかげであんなに悩んでいたのに、佐久間くんのことは吹っ切れた。

　会社の人たちにバレてももういいや。坂巻さんあたりが食いついて、空気を読まない質問をぶつけてきそうだけど、笑っていよう。

　だって私には素敵な旦那さまがいるんだから。

　瑞樹さんは会社の玄関に差しかかったところで、「ちょっと電話を入れたい」と言うので、先に営業部に向かった。すると五分遅れで彼もやってきた。

「おはようございます」

「おはようございます」

　彼の挨拶に続き、出社している社員の声がそろう。瑞樹さんが始めた習慣が定着してきて、部署の団結力が増してきたようにも感じる。

　彼は私のうしろを通りかかると、ふと足を止めた。

「高遠さん、例の色鉛筆の芯のデータ、転送してもらえる？」

「はい、すぐに」

　金曜に開発部から送ってもらった試作品の細かなデータのことだ。

「あれっ、なんだか甘ーい香りがするね。チョコレート？」

　からかうのはやめてよ！

「チョコレート好きなんです」

「奇遇だね。俺も。特にシャンパンの風味がするのとか」

　周りの人たちには、彼が朝から爽やかスマイルを振りまいているように見えるんだろうけど、私にはイジワルな笑みにしか見えない。

　こうして私が焦るのを楽しんでいるんだ。

　その代わり、とろけそうなほど優しいんだけど。

　妙な汗をかきながら「そうですか」なんて適当に流して、キーボードを打ち始めるとようやく離れていった。

「高遠さん、お客さま」

「はい」

　そのあと、牧野さんに呼ばれてふと顔を上げると、作った笑みを浮かべる佐久間くんが私を見ていたので、背筋に冷たいものが走った。

　だけど、私はもう負けないって決めたの。瑞樹さんからもらった愛があるから。

　スーッと大きく息を吸い込んでから入口へ向かうと、佐久間くんに鋭い一いち瞥べつを投げかけている瑞樹さんが視界の片隅に入った。

　大丈夫。私には彼という理解者がいる。

　私はへこたれそうになる自分にカツを入れて、佐久間くんの前に立った。

「おはようございます。せっかくですが、保険はやっぱりいいです」

「そうですか。残念です。こちらなんか、高遠さんのようなお若い方には評判がいいんですが」

　佐久間くんはパンフレットを広げるが、そこには大学時代の写真が数枚挟まっている。弱みを握っているぞと言いたいんだろう。

「ですが、やはり必要ありません。忙しいのでこれで」

　小さく頭を下げて去ろうとすると、腕をつかんで引きとめられた。

「うっかり落としたらすみません」

　うすら笑いを浮かべて小声で囁く彼は、勝ち誇ったような顔をして帰っていく。

　他の人もいるからか、さほどしつこくされなくてホッとした一方で、あきらめそうにない様子にため息が出そうだ。

　でも、セフレにはならないし、写真をばらまかれてももういい。過去の自分より今の自分。

　そう何度も言い聞かせて、再び仕事を始めた。

　それから三十分。外回りのために会社の玄関を出たところで足が止まる。

「やっぱり……」

　予想通り佐久間くんが私を待ち構えていた。

　彼は私に歩み寄ってきて、「こっち」と物陰に引っ張り込むので焦る。

　しかし言うべきことはひとつだけだ。

「先日のご提案ですが、お断りします」

「断るの？　いいの、これ？」

　彼は写真を私に差し出した。前回のものよりアップで写っている写真を。

「その写真をばらまけば気が済むのならどうぞ」

「あれっ、強気だね。彼氏にもバラすよ。高遠さんのこの姿、知らないんだろ？　びっくりして別れるなんてことになったりしてね。さすがに愛も冷めるよね。今と全然違うし」

　あなたとセフレ関係になったほうが離婚よ！

　心の中で反論しながら、踵きびすを返す。

　でも簡単にはあきらめてくれず、すぐに前に立ちふさがった。

「忙しいんです」

「だったら早く承諾しなよ。でないと、今からこの写真、廊下にでもばらまくぞ」

　勝算あり、だと思っているんだろうか。とても浅はかで、一時でも憧れたことを後悔した。

「あなたはなにしに来てるんです？」

　そのとき、聞き慣れた声がして佐久間くんの肩越しに瑞樹さんが見えた。

　彼はすぐに近寄ってきて、私と佐久間くんの間に割って入る。

「保険のセールスか、それとも脅しか」

　彼は淡々と話しているけれど、怒ど気きを含んだ声にしか聞こえない。

「あっ、いや……」

　瑞樹さんの迫力に気圧されたのか、佐久間くんの顔から余裕が消えた。

「あなたの会社の上層部に、社員が脅しをしていると報告します」

「俺はなにも」

「今、してましたよね。彼氏にもバラすとかなんとか。私がその彼氏、いや夫ですが」

「夫？」

　瑞樹さんが名乗り出ると、佐久間くんはあんぐりと口を開けている。

「彼女の大学時代はよく知っていますよ。とても美しかった」

　なにを言い出すの？

「美しかった？　あんたはだまされてるんだ。これ、見てみろ」

　佐久間くんはとうとう写真を瑞樹さんのほうに向けてしまった。

「やっぱりきれいだ。あなたはバカですね。この頃、鈴乃の近くにいられませんでしたので、変な虫がつかないように私の指示でこういう恰好をしていたんですよ。私だけが彼女の美しさを知っていればよかったですしね」

「なっ……」

　瑞樹さんはそんな嘘をつきながら私の腰を抱き、自分のほうに引き寄せた。

　すると佐久間くんの顔が次第に曇ってくる。

「こんなことをして、どうなるかお考えにならなかったんですか？　将来が台無しですね」

　瑞樹さんは口元を緩めているが、その目は獲物を狙う鷹のよう。

「脅す気か」

「いえ、脅しなんて。そんな親切、しませんよ」

「親切？」

　佐久間くんが眉根を寄せると、瑞樹さんは彼のネクタイをグイッと引き、顔を近づける。

「あなたの会社の上層部にお伝えするんです。なんの取引もしません」

　とびきり低い声で凄んだ瑞樹さんは、ネクタイから手を離した。

「鈴乃、バッグ貸して」

「えっ、バッグ？」

　こんなときにどうして？と思いつつ言われた通りに手渡す。すると彼は、外ポケットに手を入れて、手のひらサイズの黒いなにかを取り出した。

「全部録音されています」

「ま、待ってくれ……」

　まさか、ボイスレコーダー？

「俺は中途半端な仕事はしない。徹底的にやる主義だ。鈴乃の人生をメチャクチャにしようとしたヤツには、相応の罰を受けてもらう。それでは」

「待ってくれ。悪かった」

　私を伴い足を進める瑞樹さんに、佐久間くんは情けなくもすがりつく。

「謝っても済まないことがあることを、おわかりになったほうがいい」

　冷たく言い捨てると、佐久間くんは必死の形相で瑞樹さんに飛びかかる。

　けれども、瑞樹さんは一瞬で足を引っかけて倒した。見事のひと言だった。

「将来会社を背負うもので、護身術もたしなむんですよ。あなたみたいな輩やからから身を守るためにね」

　瑞樹さんは佐久間くんにつかまれた袖をパンパンとはたく。

「会社を背負う？」

　顔からダイブしたせいで鼻血が出ている佐久間くんは、みっともなく顔をゆがめて小さな声でつぶやく。

「えぇ、啓陽堂を。ですからそこそこ顔も利くんです。お宅の会社の上の人とか」

　余裕の笑みを浮かべる瑞樹さんは、再び私の背中を押して歩きだした。

　もう佐久間くんは追いかけてはこなかった。

「鈴乃、ちょっと待ってて」

　彼は私をいったん社屋に入れて、電話をかけ始める。

「啓陽堂の渡会です。先ほどは突然すみませんでした」

　誰に電話をしているんだろう。

「佐久間さんの脅しの現場を目撃しまして、証拠も押さえました。お手数ですが、対処をお願いできますか？」

　えっ、まさか保険会社の上層部の人と話をしているの？　なんて行動が素早いの？

「はい。悪いのは彼ひとりですから、弊社との取引は続けていただければと。近いうちに父とまた将棋でも」

　あれっ、知り合い？　顔が利くのは本当だったんだ。

　それからしばらくして電話は終わった。

「瑞樹さん？」

「アイツの会社の専務、親父の学友なんだ。それでうちとも取引がある。小さい頃に何度か会ったことがあって。朝、鈴乃と別れてから電話をして事情を話しておいたんだよ。近いうちに証拠も出しますってね」

　仕事ができる彼らしく、まったく抜かりがない。

「鈴乃。これは立派な恐喝罪だ。九条に頼んで訴えることもできる」

　深刻な表情で私に判断を迫る。

「もう、いいです」

　そりゃあ嫌な思いはしたけど、この件をきっかけに瑞樹さんとの距離が近づいた気もするし。それに……覚悟したとはいえ、あの写真が見知らぬ人にまでオープンになるのもちょっと。

「そうだな。告訴ということになれば、写真も公にされる。鈴乃が嫌な思いをする必要なんてまったくないから」

　それが最初からわかっていたから、直接専務にアプローチして佐久間くんだけを断罪しようとしたんだ。

「ごめんなさい。強くなりきれなくて」

「十分さ。それに、それくらいのほうが俺の出番があるだろ？」

　彼はホッとしたような笑みを浮かべて小さくうなずいている。

「ありがとうございました」

「お礼はいらない。妻のピンチを救うのは夫の役目だからね。それにしても鈴乃って、ダメ男に好かれるな」

「え……」

　そう言われるとなんとも。

　不倫をけしかけてきた寺田さんも、セフレになれと言った佐久間くんもそうだ。

「ま、俺を除いてな。って、あんまり他人のこと言えないか」

　たしかに始まりはかなり強引だった。

　でも、彼の心の中に私への強い気持ちが存在するとわかった今はとても幸せ。

「瑞樹さんは……違ったから」

　恥ずかしくてぼそっとつぶやく。

　すると彼は突然私の腕を引いて、非常階段に続くドアを出た。

「あんまり会社で煽ったらダメじゃないか」

「えっ？　……あっ」

　あっという間に唇が重なる。すぐに離れてはくれたけど、仕事中にこんなこと……と途端に心臓がバクバク言い始める。

「少しは慣れろよ」

「そんなこと言ったって！」

　ケラケラ笑う瑞樹さんは、プライベートモードのほうだ。

「さて、バリバリ仕事に励むか」

「はい！」

　今日も一日頑張れそうだ。

　私はビルの玄関で瑞樹さんと別れたあと、清々しい気持ちで得意先に向かった。




　そして二週間後。

　保険会社の専務から瑞樹さんに、佐久間くんを解雇にしたと連絡が入った。

　借金の件といい佐久間くんの件といい、瑞樹さんがあっという間に解決してみせた。

　彼が私から余計な心配事をどんどん取り去ってくれるおかげか、仕事がはかどる。

　今月の売り上げは、今のところ瑞樹さんに次いで二位の位置につけている。なかなか彼には追いつけないが、こんなに成績がいいのは初めてなので、部長も喜んでいる。

　その日の午前中は、開発部の水野さんと営業部の四人で会議室にこもって色鉛筆についての話し合いをしていた。

「一般にも流通させるとなると、握ることが難しい人用にオプションで補助具を作ることになるけど、どんな形状がいいかは人それぞれだよね」

　水野さんが腕を組み、頭を悩ませている。

「そうですね。オーダーにすると高くなりすぎますし」

　瑞樹さんも同調している。

　例えばまどかちゃんは、通常親指と人差し指と中指で鉛筆を支えるところを、薬指まで使う。そのほうが安定して描けるんだとか。それでも細かい部分を描くときは手のコントロールが難しく、なんと今でも私が編み出した粘土を鉛筆に巻きつけるという原始的な方法を採用しているらしい。

「粘土で形作ったものが一番いいなんて聞きましたけど……」

　私は思いきって口を開いた。

　余計なひと言かもしれないと思ったけれど、瑞樹さんは私に自信をくれた。それに、直井さんともきちんとぶつかると約束したから。

　今の自分なら、昔の自分にできなかったことがきっとできる。

「うーん、粘土ねぇ。たしかに手の形にフィットさせるのにはいいかもしれないけど油粘土では描いたものが汚れるし、かといって紙粘土のように一度固まったらその形では困るんだろ？　手の硬直とかその日によって違うって言ってたじゃないか」

　その通りだ。握りやすい形は毎日少しずつ異なると、まどかちゃんが言っていた。体の調子で握力も変わるようだし。

　水野さんが苦々しい声で言うのを、ちょっと落胆しつつ聞いていた。

「簡単じゃないわね、この企画」

　直井さんも眉根をひそめる。

　でも、ここにいる皆、誰ひとりとしてあきらめていないのは伝わってくる。

　だから私は、もう一度口を開いた。

「他に素材はないでしょうか。たとえば、自分の手の形にフィットさせて成形したあと熱を加えるとその形に固定できて、でも水分を与えるとまた柔らかくなるとか……」

　そんな夢のような素材はないか。水野さんが顔をしかめて黙ったのでそう思ったものの、瑞樹さんの目が大きく開いた。

「水野さん、逆ならあるんじゃないですか？　熱を加えて型を取り、冷めると固形化。でも、もう一度熱を加えると――」

「あるよ、ある！　ぬるま湯程度で柔らかくなる素材がある。それなら握っても火傷もしない。もし翌日そのまま使いたければ使えばいいし、形を変えたいなら何度でも変えられるはずだ。やってみよう」

　瑞樹さんの発言を遮った水野さんは、鼻息荒くそう言い切った。

「高遠さん、ナイスアイデアですね！」

　ずっと難しい顔をしていた松永くんの表情も明るくなる。

　よかった。私の意見が少しは役に立ったんだ。

「ありがとうございます」

　こうして夢の実現に一歩一歩近づいていった。




　それから約三カ月後の週末。

　暑さも多少やわらぎ、空が高くなってきた頃、私と瑞樹さんはまた渡会家にお邪魔していた。まどかちゃんに試作品を試してもらうためだ。

「これ、いい！　粘土だと油のついた手で絵に触れないように神経を使うんだけど、気にしなくていいね。ただ、何度もつけ替えるのが面倒だから、よく使う色はつけっぱなしにできるように多めに欲しいかも」

「できるだけコストを抑えて一本分ずつ売ろうかと思ってる。欲しい人が好きな数だけ買えるようにね。これで儲ける気はないんだ」

　瑞樹さんがそう伝えると、まどかちゃんはほんのり頰をピンクに染める。

「お兄ちゃん、さすがだね。よくわかってる。これ、色鉛筆だけじゃなくて他のものにも使えそう」

「うん、フォークとかにも使ってもらえるといいなと思ってるんだ」

　私も口を挟んだ。

　別の用途についても会議で提案したら、そういう売り方もしようと賛成してもらえた。どんどん世界が広がっていく。

　まどかちゃんは新たに開発した消しゴムにも「おぉっ！」とその消しやすさに目を輝かせ、もちろん色鉛筆の芯のよさにも大げさなほどに喜びを表している。

「これすごいよね。筆圧がなくても発色が抜群。重ね塗りすれば色に深みが出るし、紙との摩擦具合も最高！」

「画家みたいなこと言ってる」

「画家だもん！」

　瑞樹さんの茶化した発言に、まどかちゃんは口をとがらせる。自信を取り戻した彼女は輝いていて、まぶしいばかりだ。

　でも、自分のことを『画家』と言い切るまどかちゃんのことを一番喜んでいるのは瑞樹さんだと思う。ツンデレなんだろう、多分。

「それじゃあ微調整はするとして、これで本格的に商品化に向かおう。まどか、協力の謝礼に一セットは無償で贈るから」

「えー、ケチ。何セットでもちょうだいよ」

　兄妹の言い合いを見ていると楽しい。千葉の頃にはなかった軽快さと明るさに、私の気持ちも和んだ。

「そういえば、先週お兄ちゃんに髪を切ってもらったんだけど、鈴乃ちゃんの結婚式では絶対にヘアメイクを担当するって意気込んでたよ」

　結婚式……。

　忙しくてそんなこと頭から飛んでいた。

　というか、一緒に暮らしてはいるものの、結婚したという感覚がまだあまりない。結婚を公にしていないし、仕事では高遠を名乗っているからかもしれないけれど。

　会社ではいまだに、外資系の彼とうまくいっていることになっているし。

「アイツ、勝手に決めて。鈴乃だって選びたいよな」

「選ぶなんて！　アクアの渡会さんですよ？　普通に頼んでも無理な人ですよ？」

　そんなに簡単に受けてもらえる人じゃないのに、なに言ってるの？

「だって、ビービー泣いてたアイツだぞ」

　たしかに、幼い頃はちょっとしたことでよく泣いていたような記憶もあるけど……。

「うんうん。お兄ちゃん、泣き虫だった」

　まどかちゃんまでもうなずくので噴き出した。

「それじゃあこの企画が終わったら式もと思ってたから、アイツによろしくって言っといてくれ。来週ドレスも見に行くんだ」

「ドレス？」

　それは初耳だ。

「ブランピュールのトップデザイナーに予約を入れてある。ウエディングドレスをオーダーしようと思って」

「はいっ？」

　憧れのブランピュールのウエディングドレスを着られるのは飛び上がるほどうれしい。でも、オーダー？　しかも、トップデザイナー？

「ブランピュールがいいんだってって九条と話してたら、一ノ瀬の弟の会社だろって言われて、思い出したんだ。その弟が社長兼トップデザイナーだった」

　そういえば先日、電話で話していたようだけど、まさか憧れのブランドのデザイナーがお友達の弟さんなの？

「九条の彼女もブランピュールが好きなんだとさ。多分アイツらも頼むんだろうな」

　九条さんは、パラリーガルの彼女に宣言通りプロポーズして結婚を決めた。

　でもまさか、そんなところでつながっているとは驚きだ。

　唖然として瞬きを繰り返すと、まどかちゃんがクスクス笑っている。

「お兄ちゃん、こうと決めたら突っ走るもんね。鈴乃ちゃん固まってる」

「慣れろよ、鈴乃」

　瑞樹さんが私の頭をクシャッと撫でる。

「でも、贅沢すぎです」

「大丈夫だよ。お兄ちゃん、鈴乃ちゃんのことが大好きだから、いっぱいわがまま言って困らせていいよ」

「お前は余計なことを言うな」

　まどかちゃんの眉間を指でツンと突っついた瑞樹さんは、クスッと笑みを漏らした。




　翌週の日曜日は、思わず深呼吸したくなるほどの心地よい晴天だった。

　しかもブランピュールのウエディング専門店で、トップデザイナーにお会いしてドレスを注文するとあっては、気持ちが弾まないわけがない。

「スカートはふわっとしていて、シンデレラのドレスのような感じがいいんです」

　デザインの希望を聞かれて、素人丸出しな曖昧な返事をする。

　するとデザイナーの一ノ瀬さんは優しい笑みを浮かべながらうんうんとうなずく。

「ちょっと意外でした。お顔立ちがなんというか……大人っぽいので、〝シンデレラ〟という言葉が出てくるとは」

「あ……」

　作った私はたしかにスレンダーラインの大人な雰囲気のドレスをチョイスしそうだ。しかも〝シンデレラ〟なんて、幼い子が夢を語っているみたい。

「ですが、全力でシンデレラを実現します」

　たまらなく照れくさかったものの、一ノ瀬さんは真剣にそう言っているので「お願いします」とだけ伝えた。

　そのあと他の部分の希望を聞かれ、デザイン画が出来上がったらまた打ち合わせをするということで、憧れのドレスや小物がたっぷり掲載されたカタログを胸に抱き、ブライダルショップを出た。

「お前の夢は俺が全部叶える。シンデレラがいいなら……どこかの城でも貸し切りにして式を挙げるか？」

「そんな必要はありません！」

　本気でやってしまいそうなので慌てる。

　でも、シンデレラをまったく茶化さず『叶える』と宣言する彼に、胸が熱くなる。

「早く見たいな。鈴乃のドレス姿。式場も手配しよう」

「はい」

　私は幸せを噛みしめていた。




　翌日の月曜日。

　ウエディングドレスの打ち合わせに行ったからか浮き立っている私は、朝から鼻歌でも歌いたい気分。

　それでも、仕事はきちんとしなくちゃ。

　自分が企画を主導するなんてなかなか経験できないし、なにより小さな頃からの夢が叶うんだから。

　出勤してすぐ、開発部の水野さんに進捗状況を確認したあと、他商品のプレゼン資料を必死に作った。

　私の仕事は、色鉛筆の企画だけではない。他の商品もきちんと売って利益を確保して、いつか会社を背負う瑞樹さんの力になりたい。私の力なんて微々たるものだけど。

　営業に出るために、使っていたコーヒーカップを片付けに給湯室に向かうと、正面から坂巻さんが事務員の女性と話をしながら歩いてくる。

「寺田さん、工場って左遷よね」

　寺田さんが左遷？

「女癖が悪かったのが原因かなぁ。第一営業部の新しい女の子、ちょっと前にトイレで泣いてたじゃない。あれ、寺田さんが原因らしくて誰かが告発したって噂だよ」

「坂巻さん、寺田さん左遷って本当？」

　とても聞き流すことができず食いつくと、「あれっ、メール見てない？　辞令出たよ」と教えられた。

　私はカップを片付けてバタバタと営業部に戻り、すぐに社内メールをチェックした。

　ホントだ……。

　でも、私のあとにも言い寄られて泣いた社員がいるんだ。迫られただけで済んでいればいいんだけど。

　寺田さんの節操のなさに呆れ、小さなため息が出る。

　だけど『誰かが告発した』って……もしかして瑞樹さん？

　彼は今、席を外している。

　再び廊下に出て、持ち出したスマホで瑞樹さんに連絡を取ろうとボタンを押したとき、間が悪いことに寺田さんが歩いてきたので、いったん電話を切った。

「高遠、ちょっと」

　食事に誘うときの鼻の下が伸びた様子とは違い、フルマラソンでも走ったあとのように疲れ切った顔をして私を呼ぶ。

　ふたりきりになるのが嫌で返事もしないでいると「来いって言ってるんだ！」と凄まれて無理やり腕を引かれた。

　彼が入っていったのは使われていない会議室。私を乱暴に押し込み、ドアのカギまで閉める。

「お前たちが人事にチクったらしいじゃないか！」

　それじゃあやっぱり瑞樹さんだ。

「寺田さん、奥さんもお子さんもいらっしゃるんですから、大切にしてください。私たち女子社員は、おもちゃじゃないんです」

　少し前まで坂巻さんにさえ反論できなかった自分がこんな発言をするなんてびっくりだった。だけど、第一営業部の女子社員は何人も辞めていると聞いたし、瑞樹さんがこの先背負う会社でこんなことを許すべきじゃない。

「誰に向かって口をきいてる」

「すみません。でも、寺田さんがされていることは間違っています。啓陽堂はとってもいい会社です。寺田さんのせいで辞めなければならない社員が出るのは残念です」

「生意気言いやがって。辞めたヤツが悪いんだろ」

「キャッ」

　私の胸ぐらをつかんだ寺田さんの目が血走っている。殴られるかもしれない。

　そう覚悟しながらも賭けに出た。

「ここで私を殴れば、工場への異動では済まなくなりますよ」

「ペーペーのお前が課長の俺に脅しとは。いいだろう。お前も渡会も引きずり下ろしてやる。ただで済むと思うな！」

　私の体をグイッと押して壁にぶつけた寺田さんは、顔を真っ赤にしたまま出ていった。

　殴られずに、済んだ。

　へなへなと床に座り込み、小さく安堵のため息を漏らす。

「私は間違ってない」

　そして震える体を抱きしめ、声に出した。

　自分の意見を強く主張するという苦手なことをしたせいか腰が抜けたけど、達成感で満たされていた。

　それでもしばらく営業部に戻ることができず呆然としていると、スマホが震えている。それは瑞樹さんからの着信だった。

『鈴乃、さっき電話しただろ？　どうした？　バッグはまだあったけど、会社にいる？』

　瑞樹さんの声が聞けたせいか、やっと肺に空気が入ってきた。

「第四会議室に」

『会議室？　今行く』

　多くを話せず居場所だけを伝えると、なにかを察したらしい彼は、怪訝な声でそう言って通話を切った。

　それから一分も経たずに瑞樹さんは走り込んできた。

「どうしたんだ。なにがあった？」

　座り込む私に、ひどく焦った声色で尋ねてくる。

「寺田さんが……」

「まさか、なにかされたのか？」

　瑞樹さんは私の両肩に手を置き、顔を覗き込む。

「大丈夫です。左遷が決まって怒っていたんですけど、女子社員はおもちゃじゃないって言ってしまいました」

　改めて口に出してみると、よく勇気を振り絞ったと思う。

「鈴乃……」

「それで殴られそうになって――」

「はっ、アイツ！」

　瑞樹さんが鬼の形相で立ち上がり、そのまま飛び出していきそうだったので、腕を引いて止めた。

「鈴乃、離せ」

「待ってください。でも私、殴ったら工場への異動じゃ済まないですよって啖たん呵かを切ってしまって。怖かったけど、すっきりしました」

　本当のことを話すと、彼は目を見開いて微動だにしない。

「啖呵を切ったって……」

「自分がこんなことをできるなんて思ってもいませんでした。でも、瑞樹さんがたくさん自信をくれたから。私だってやればできるんだぞって」

　彼と結婚する前なら、なにも言えずに震えているだけだったかもしれない。自分のことを全否定していたあの頃の私には、こんな力はなかった。

　思ったことを口にするのは今でも怖い。だけど、我慢して意にそぐわない未来を歩いたり、可能性を自分で潰すのはもっと嫌。瑞樹さんと一緒にいると、そんな気持ちになる。

「まったく。これ以上惚れさせんな」

　苦笑する彼は、じっと私を見つめ続ける。その熱い視線のおかげで体の震えも収まった。

「最高の女だよ、鈴乃は」

　そして唇が重なった。

「あっ、会社でキスってよかったっけ？」

「ダメです！」

　素知らぬ顔をして質問してくる彼はやっぱりイジワルだ。

「でも、もう一回したいな」

「えっ……んんっ」

　再びつながった唇は、とびきり甘かった。




　寺田さんの左遷は、やはり瑞樹さんが手を回したものだった。

　以前彼は、私をしつこく誘う寺田さんに怒りをあらわにしたとき、『潮時かな』なんて意味深な言葉をつぶやいたことがあった。どうやらあれが最後通告で、次に女性関係でトラブルを起こしたら行動に移すつもりだったんだとか。

　異動になるはずだった工場には、女子社員はもうすぐ定年という超ベテランの事務職員しかおらず、あとは男性ばかりだったらしい。

　私に手を上げようとした寺田さんに瑞樹さんは激怒し、止めなければ寺田さんをボコボコにしそうな勢いだったけれど、なんとかこらえてもらった。

　でもそれ以上に、その一件を耳にした会長が顔を真っ赤にしたらしく、こっそり私を会長室に呼び、「社内で怖い思いをさせてすまなかった」なんて謝られる始末。

　なにひとつ悪くない会長は、そのあと恐縮する私を前に父親の顔になった。

「鈴乃さんは渡会家の宝だ。絶対に傷ひとつつけさせない」

「そんな……。ありがとう、ございます」

　実の父以上の過保護ぶりにキョトンとしたものの、きっと早くに逝ってしまった父の代わりをしようとしてくれているんだと伝わってきて、目頭が熱くなった。

　それに〝渡会家の宝〟だなんて最高の褒め言葉。

　私は瑞樹さんに嫁げて幸せだ。

　そしてその直後、寺田さんの解雇が決まった。

『ただで済むと思うな！』と怒りをあらわにした寺田さんだけど、ただで済まなかったのは彼のほうだった。

　勇気を持って踏み出した一歩は、こうして未来の幸せにつながっている。

　着飾り、自分を偽ることだけを考えて、周りと歩調を合わせて嫌われないように心を砕いていた頃とは比べものにならないほど心が軽い。

　私はようやく過去の呪縛から解き放たれた気がしていた。










幸せの扉




　それから二カ月後、色鉛筆がついに完成した。

　消しやすい消しゴムも、補助具となる素材もそろい、発売前に渡会家に向かう。

　一式を丁寧に包装してリボンまでつけると「まどかにそんなことしなくても」と瑞樹さんは笑う。だけど、これは私とまどかちゃん、そして瑞樹さんをはじめとする渡会家の人たちの夢が現実となった商品だ。大切に扱いたい。

「鈴乃ちゃん、いらっしゃい！」

　相変わらずの大豪邸にいちいちドキドキするものの、まどかちゃんの笑顔を見ると心が和む。

「まどかちゃん、できたの」

　玄関先で私を迎えたまどかちゃんに真っ先にリボンのかかった包みを渡すと、彼女の顔に喜びが広がった。

「すごいね、鈴乃ちゃん。こんなの作っちゃうんだもん」

「俺も手伝ったんだぞ？」

　包みを抱きしめて瞳を潤ませるまどかちゃんに、瑞樹さんが口を挟む。

「お兄ちゃんは鈴乃ちゃんが好きだから、鈴乃ちゃんの笑顔が見たくて頑張ったんでしょ？　鈴乃ちゃんは純粋に私たちのためなの」

「当ったり前だ。わがままな妹のためなんか働くかよ」

　なんて瑞樹さんは軽口を叩いているけれど、まどかちゃんに使ってもらいたくて必死に知恵を絞っていたじゃない。

　あぁ、彼はツンデレだったっけ。

　もちろんまどかちゃんもわかっているけど、照れくさいに違いない。

　途中、パティスリー ド ショコラティエに寄って買ってきたいちごタルトと、お手伝いさんが淹れてくれた紅茶がテーブルに並び、日曜は仕事で忙しい弟さん以外は皆集まり家族団らん。私も違和感なく混ぜてもらえて感激だ。

　まどかちゃんは早速包装を解き、自分の手の形に成形した補助具を使って絵を描き始めた。

「すごいこれ。前に試した芯よりよくなってる。紙の上で滑りすぎるわけでも引っかかりすぎるわけでもない。なんていうか、色が転写していく感じで、初めての感覚かも」

「偉そうに、画家かよ」

「だから、画家だって言ってるでしょ！」

　相変わらずの兄妹の会話に、お母さまがクスッと笑っている。

「それにこの補助具も最高！　早速お仲間に勧めなくちゃ。発売はいつ？」

「まどかの絵が一枚描けたら」

「は？」

　ポカーンと瑞樹さんを見つめるまどかちゃんは、助けを求めるかのように私に視線を移した。

「まどかちゃんの絵を広告に使わせてもらえないかなと思って。もちろん、画家の渡会まどかさんへの依頼なので、それなりの報酬はお支払いします」

「それって仕事ってこと？」

　うなずくと、彼女は今度はお父さまに視線を送る。

「よろしくお願いします。渡会画伯」

　茶化した言い方は瑞樹さんそっくり。やっぱり親子だ。

「鈴乃の希望なんだよ。この色鉛筆は新しい啓陽堂の始まりだ。まだ他にもどんどん開発していきたいから転ぶわけにはいかない。それで、広告をどうするかという話になって……鈴乃が珍しくまどかにやってもらうと譲らなくて」

　彼が『珍しく』と言うのも無理はない。営業部と開発部、そして広報部の代表が集まった合同会議で、『有名芸能人に頼んだほうが』という意見が大半を占めても、私は首を横に振った。反対されても一歩も引かなかったのは初めてだった。

　同じようなコンセプトでこの先も商品開発をするのなら、一時の物珍しさや芸能人の人気に頼って売るのではなく、じっくりとよさを知ってもらい、息の長い商品にすべきだと主張したのだ。

　そのためには、本当の画家――しかも補助具が必要な当事者であるまどかちゃんが描いた絵を前面に押し出して、アピールすべきだと。

　そしてプレゼンを重ね、会議出席者全員に『うん』と言わせることに成功した。

　それができたのも、まどかちゃんや同じように不自由している人たちに何度も意見を聞いて作り直したこの商品に自信があるから。努力は裏切らないと信じている。

「ヤダ。画伯緊張しちゃう」

　まどかちゃんがそう言うと、皆が噴き出す。

　千葉にいたあの頃、これほど笑顔になれる日が来るとは思っていなかった。

　だけど、それぞれが努力を重ね、自分の力で幸福を引き寄せた結果だ。

　結局、広告の話は快く引き受けてもらい、早急に一枚仕上げると約束してくれた。




　あっという間に年を越し、もう二月も終わりを迎えようとしている。

　あの色鉛筆は無事に発売を迎え、まどかちゃんが描いた夕日が沈む海の絵が、テレビＣＭなどで大々的に発表されると、彼女はたちまち各方面から引っ張りだこになった。画集を出したいとか、小説のカバーを描いてほしいとか。はたまた、絵の教室の先生をやりませんか？などのオファーが途絶えず、てんてこまいなんだとか。

　そして、色鉛筆の売り上げも絶好調。特殊な文具を必要とする人だけでなく、その発色のよさ、そしてあの消しゴムの消しやすさがＳＮＳでも評判となり、大ヒット。

　補助具のほうも目論見通り、別の文具や日用雑貨などに応用したいという人も増えてきて、在庫が一時切れそうになるほどだった。




　実は色鉛筆の発売直後に、第二営業部で私たちの結婚をカミングアウトした。

「部長、お話が……」

　そろって部長の席の前に立ち、瑞樹さんが口火を切っても、部長は仕事の話だと思っている。

「どうした？　色鉛筆の次か？」

「いえ。私事ですが、高遠さんと結婚という運びになりました」

　瑞樹さんがそう伝えると、何度も瞬きを繰り返す部長は、私たちふたりに交互に視線を送る。

「結婚？」

「はい。それと、このたび営業部を離れ、副社長に就任することになりました。本日辞令が出る予定です」

　瑞樹さんがそう付け足すと、部長は「は？」と大きな口を開ける。

　彼の副社長就任は、どうやら三谷商事から戻ってきた直後に社長から打診されていたらしいけど、私があの企画を温めていることを知って保留にしてあったんだとか。

　今回、色鉛筆を無事に発売できたことで、次の段階に進む決意をしたんだという。

「副社長って、どういうことだ？」

　部長の疑問も無理はない。通常ではありえない人事異動だからだ。

「実は……私は会長の渡会の息子でして」

「会長の!?」

　部長の声の大きさが驚きを表している。

「はい。それで社長から早く経営を手伝えと急かされておりました」

「まさか……。以前会長に、『同じ苗字の社員がうちの部に入りましたがご親族ですか？』とお聞きしたら、『違うよ。それは偶然だね』と笑っていらしたのに」

「すみません。特別扱いをされたくなくて、会長に黙っておいてほしいと頼みました」

　部長はコロッとだまされたんだ。お父さまったら役者かも。

　瑞樹さんの度重なる爆弾発言に、悲鳴にも似た女子社員の声があちこちから湧き、一瞬にして部署にどよめきが広がる。

「そんなぁ……」

　大きな声にびっくりして振り向くと、坂巻さんが完全に固まり、呆然としている。

　その様子を見た瑞樹さんは、私に視線を合わせて、目だけで笑っていた。

　最初に拍手をくれたのは直井さんだった。それに驚いたものの、彼女が祝福してくれることがなによりうれしい。

　それから松永くんが続き、渋々という感じの女子社員も中にはいたが、部署内に温かな拍手が広がった。

「おめでとう」

　朝の挨拶のように先輩たちからも声をかけられ、ふたりで何度も頭を下げる。

　私たちの周りにはいつの間にか部署の人たちが集まってきて、牧野さんが口を開いた。

「外資系イケメンはカムフラージュだったの？」

「私、違うと言いましたよ？」

　カムフラージュもなにも、私はいっさいノータッチのただの噂だ。

「まさか、渡会さんが跡取りだったなんてね。大きい魚逃しちゃった」

　ざわつきが収まらない中、直井さんが私の耳元でそうつぶやくので、なんと返したらいいのかわからず曖昧に微笑む。

「私もアタックしておけばよかった」

　それから坂巻さんが声を漏らすと、直井さんがすぐさま反応する。

「あら、あなた。仕事より合コン三昧だったじゃない。真面目に仕事をこなしてた高遠さんより魅力があるとでも？」

　出た。直井さんの容赦ない発言。

　聞いているこちらが冷や汗たらたらになるが、仕事に真摯に取り組んできたことだけは坂巻さんに負けていない自信がある。

「ね、渡会さん」

　彼女は、今度は瑞樹さんにも振っている。

　いつも冷静な彼も少々タジタジな様子で、苦笑しながら口を開いた。

「自分の仕事は自分でしましょうか。男は、夢を一生懸命追いかける女性を魅力的に感じるんですよ」

　いつもの物腰柔らかな口調で、しかし私の腰を抱きながら言うので、照れくさくて顔を伏せる。

「さ、仕事に戻りましょう。副社長が目を光らせてるからサボるとまずいわ」

　直井さんは部長が腰を抜かしている間に、見事に部署の人たちを取り仕切っている。

　彼女、次の部長にどうかしら？なんて思うほどだ。

　脱力気味の女子社員や他の部員たちが自分の席に戻っていくと、直井さんは私の肩をポンと叩いて「おめでと」とにこやかに微笑んだ。

「ありがとうございます」

　直井さんとはひと悶着あったが、素直に祝福してもらえてありがたい限りだ。

　彼女に『奪うわよ』と言われないように、瑞樹さんと心通わせ、幸せな時間を積み重ねていこう。

　それが直井さんに対する最大の誠意の示し方だと感じた。




　そして、瑞樹さんと一緒に暮らし始めてから約一年。

　ぽかぽかと暖かな太陽の光に包まれたその日に、私たちの結婚式が行われることになった。

　当初瑞樹さんが、本気で海外の挙式可能なお城をリサーチしていてびっくりだった。でも、それよりまどかちゃんにも参列してほしかったので、バリアフリー対応している式場がいいとお願いした。

　すると、『ローズパレス』という森の中にたたずむ素敵な教会が見つかり、そこでの挙式となった。

　ヘアメイクは、瑞樹さんの弟で美容師の匠たくみさんが担当してくれた。

　カリスマ美容師に手がけてもらうということで緊張していたのに、匠さんの軽快な話術のおかげで楽しい時間を過ごすことができた。

「それにしても、あの鈴乃ちゃんが本当に兄貴の奥さんになるとはなぁ。こんなにきれいに成長するんだったら、俺が落としておけばよかった」

「まだ小さかったじゃないですか。それに匠さん、あの頃よく泣いていてそれどころじゃなかったですよ？」

「それは内緒だって」

　あははと声をあげて笑う彼も、瑞樹さんと同じように長身で、すこぶるいい男に成長している。絶対に彼女がいると思う。

「鈴乃ちゃんが兄貴を選んでくれて、親父もお袋もまどかも喜んでる。あっ、もちろん俺も」

「そんな……」

「千葉にいた頃から、鈴乃ちゃんは渡会家の幸運の女神なんだ。鈴乃ちゃんがまどかを必死に支えてくれるのを見て、親父もお袋も自分たちが妙な意地を張っている場合じゃないって気づいて復縁したし」

　そうだったの？

　驚いて顔をうしろに向けると、「コテで火傷するから前向いててね」と注意された。

「兄貴、高校を卒業したら自分だけ親父のとこに行くつもりだったんだ。もうその頃から将来は啓陽堂を継いで、まどかが使える文具を作る気だったんだと思う。俺もまどかも兄貴が好きだったから離れたくなくて。けど結局、親父とお袋が復縁して元通りになった」

　そっか。瑞樹さんは私よりずっと前から、まどかちゃんのための文具を作るという覚悟があったんだ。やっぱり彼女のために頑張ったんじゃない。

　瑞樹さんといい匠さんといい、本当に素敵な兄弟だ。

　昔話に花を咲かせているうちに、髪もメイクも整った。しかも〝シンデレラ〟を叶えるべく、いつもよりずっとかわいらしい雰囲気にしてもらえて大満足。

　髪はコテで丁寧に巻き、アップにしたあとほどよく散らして生花をちりばめてある。メイクはピンクのチークをいつもより濃く入れて、目元も普段使わないピンク系のシャドウ。

　こんな私もいるんだとびっくりするような仕上がりで、新鮮だった。

「兄貴、見る目あるよなぁ。たくさん花嫁さんのメイクを担当したけど、これは極上物件だよ」

「えっ？」

「それじゃあ、あとで」

〝地味女〟と罵られて苦しんできたというのに、渡会兄弟は私のことを褒めてくれる。

　女の子の扱いに慣れてるのかな？　ううん、瑞樹さんは結構一途だし。

　そんなことをひとりで考えて頬を赤らめる。

　それからオーダーして作ってもらったウエディングドレスに着替えた。

　上半身は繊細なアンティークレースを重ねたオフショルダータイプで、私の希望通り、ふわふわのスカート部分はランダムにチュールが重ねられて動きがある。

　ずっと憧れていたブランピュール。

　まさかウエディングドレスまで願いが叶うとは。

　そしてブーケは、白いバラを中心にブルースターやかすみ草をちりばめたラウンドタイプ。

　希望通り〝シンデレラ〟にしてもらい、いよいよ瑞樹さんと対面だ。

　控室に入ってきた彼は、白のフロックコートにシルバーのアスコットタイ姿。どんな洋服でも着こなす彼がうらやましい。

「鈴乃……」

　私の名前を口にした彼は、「はー」とため息を漏らして近づいてくる。

「本当にきれいだ」

　彼はしみじみとした様子でそう囁き、突然ひざまずくので目が飛び出そうになった。

「瑞樹さん？」

「必ず幸せにする。俺についてきてほしい」

　グイッと顎を上げ、私と視線を絡ませながら、改めてプロポーズする彼は真剣そのもの。

「はい」

　これ以外のどんな返事があるというのだろう。

　感激に胸を震わせていると、彼は私の指先にそっとキスを落とし、立ち上がった。

「鈴乃に出会えてよかった」

「私も……」

　出会いは幼い頃だった。

　あの頃からずっと、彼と私を結ぶ絆きずなが途切れなかったと思うと感慨深い。

　きっとキューピッドはまどかちゃんだ。




　父が亡くなっているため、入場は瑞樹さんと一緒に。

　パイプオルガンの生演奏が響く中、バージンロードを一歩一歩進む。

　必死に自分を偽る生活はもう終わり。彼と一緒に私らしい未来を築いていく。

　ゆっくり足を進めると、最前列にいるまどかちゃんの目がもう真っ赤に染まっているのを見つけて、胸にこみ上げてくるものがある。

『まどかちゃん、幸せになるね。まどかちゃんに負けないくらい輝いてみせるから』

　心の中でそうつぶやいたあと今度は反対側に視線を移す。すると、父の遺影を持った母も目頭を押さえていた。

『お母さん、そして天国のお父さん。私は最高の幸せにたどり着きました。これからも見守っていてね』

　私とまどかちゃんの付き合いを見守ってくれた父と母には感謝しかない。

　式は順調に進み……ステンドグラスが輝く教会の十字架の前で、瑞樹さんと永遠の愛を誓う。

「誓いのキスを」

　そして神父さまに促されて、瑞樹さんが私のベールを上げた。

「鈴乃。俺だけ見てろ。一生、俺だけ」

　小声でそう囁いた彼は、熱い唇を重ねた。




　まさか、幼い頃に慕っていた瑞樹さんと、永遠の愛を誓えるなんて思ってもいなかった。

　だけど、ありのままの私に愛を注いでくれる彼となら、手を取り合って生きていける。

　温かな家族に囲まれて、私たちは一歩一歩進んでいく。

　幸せの扉は、もう開いたから――。




【ＥＮＤ】










あとがき




　今回は文具メーカーを舞台にさせていただきましたが、お楽しみいただけましたでしょうか。このお話はかなり長い間構想を温めていて、やっと文字に起こすことができました。無事に送り出せてよかったです。




　私たちの身の回りにあふれている文具ですが、ごくごくオーソドックスなものから、ちょっと変わったものまで多種多様ですよね。特に必要としていなくても、文具売り場に行くとなにか買ってしまいます。散財しすぎ注意！

　ちなみに私、書籍の改稿のときは〇・三ミリのどこにでも売っている安いボールペンを愛用しています。万年筆やら、少し値が張るボールペンも試したのですが、どうしてかこれが一番しっくりくるんです。芯は細いほうが字がきれいに見える……と思っているのは私だけですね、多分。皆さんはこだわりの逸品をお持ちでしょうか？




　渡会三兄弟のうち真ん中の匠は、すでにあちらこちらで読者さまにお目にかかっておりますが、こんな経緯で美容師になったのか！とおわかりいただけたかと。

　そしてこの作品のヒーロー・長男の瑞樹は、ドＳの匂いがプンプンしますが(ドＳ仲間の九条や一ノ瀬兄弟のお話も別にありますのでよろしければ)、一途で真面目な男。妹のまどかをそばで支えてきました。私は、苦労してきた人ほど度量が広いと感じることが多々あるのですが、渡会家の人たちはそれに当てはまる気がします。当然、苦労なんてしなくていいならしたくないですよね。だけど、人として成長できると考えると、〝若いときの苦労は買ってでもせよ〟というのも、ちょっとうなずけます。でもやっぱり買いたくはない……。




　このたびも、私に力を貸してくださいました、担当の福島さま。妹尾さま。もうため息しか出ない!?かっこよすぎる瑞樹を描いてくださいました、琴ふづきさま。スターツ出版の皆さま。その他、出版に尽力してくださった皆さま。そして私を支えてくださる読者さま。ありがとうございました。




佐さ倉くら伊い織おり
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